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本号で公布された条例のあらまし

◇会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定（栃木県条例第８号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用職員の給与及び費用弁償の

額並びにその支給方法を定めるため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 定義（第２条関係）

この条例における「給与」の意義を定めることとしました。

２ 報酬の額（第３条関係）

⑴ 地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」という。）の報酬の額は、月

額、日額又は時間額により定めるものとすることとしました。

⑵ 月額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲内

で、人事委員会規則で定める額とすることとしました。

⑶ 日額又は時間額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えな

い範囲内で人事委員会規則で定める額を基礎として、第１号職員のそれぞれの通常の勤務時間に応じて人

事委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑷ 第１号職員の報酬の額は、特別の事情により⑵及び⑶の報酬の額により難いときは、⑵及び⑶にかかわ

らず、人事委員会の承認を得て、予算の範囲内で任命権者が定める額とすることができることとしまし

た。

⑸ ⑵～⑷の報酬の額は、第１号職員の職務の複雑、困難及び責任の度並びに職員の給与に関する条例（以

下「給与条例」という。）の適用を受ける職員との権衡を考慮したものでなければならないこととしまし

た。

⑹ ⑴～⑸のほか、第１号職員に対し、人事委員会規則で定めるところにより、給与条例の適用を受ける職

員に支給する地域手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手当及び休日給に相当する報酬を支給すること

としました。

３ 第１号職員の期末手当（第４条関係）

⑴ 基準日に在職する第１号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第１号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第１号職員の期末手当の額は、２の⑵～⑷の報酬の額を基礎として、人事委員会規則で定めるところに

より算出した額とすることとしました。

⑶ 第１号職員の報酬の額に係る給与条例の適用を受ける職員との権衡等の考慮に関する規定（以下「権衡

等の考慮に関する規定」という。）は、第１号職員の期末手当の額について準用することとしました。

４ 費用弁償の額（第５条関係）

  第１号職員の通勤又は職務のための旅行に要する費用弁償の額は、給与条例の適用を受ける職員との権衡

を考慮して任命権者が定める額とすることとしました。

５ 給料の額（第６条関係）

⑴ 地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」という。）の給料の額は、月

額により定めるものとし、その額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲

内で、人事委員会規則で定める額とすることとしました。

⑵ 第２号職員の給料の月額は、特別の事情により⑴の給料の額により難いときは、⑴にかかわらず、人事

委員会の承認を得て、予算の範囲内で任命権者が定める額とすることができることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の給料の額について準用することとしました。

６ 地域手当等（第７条関係）

⑴ 第２号職員に対し、人事委員会規則で定めるところにより、地域手当、通勤手当、超過勤務手当、宿日

直手当、夜勤手当及び休日給（以下「地域手当等」という。）を支給することとしました。

⑵ 地域手当等の額は、人事委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の地域手当等の額について準用することとしました。

７ 第２号職員の期末手当（第８条関係）

⑴ 基準日に在職する第２号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第２号職員についても、同様とすることとしました。
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本号で公布された条例のあらまし

◇会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定（栃木県条例第８号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用職員の給与及び費用弁償の

額並びにその支給方法を定めるため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 定義（第２条関係）

この条例における「給与」の意義を定めることとしました。

２ 報酬の額（第３条関係）

⑴ 地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」という。）の報酬の額は、月

額、日額又は時間額により定めるものとすることとしました。

⑵ 月額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲内

で、人事委員会規則で定める額とすることとしました。

⑶ 日額又は時間額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えな

い範囲内で人事委員会規則で定める額を基礎として、第１号職員のそれぞれの通常の勤務時間に応じて人

事委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑷ 第１号職員の報酬の額は、特別の事情により⑵及び⑶の報酬の額により難いときは、⑵及び⑶にかかわ

らず、人事委員会の承認を得て、予算の範囲内で任命権者が定める額とすることができることとしまし

た。

⑸ ⑵～⑷の報酬の額は、第１号職員の職務の複雑、困難及び責任の度並びに職員の給与に関する条例（以

下「給与条例」という。）の適用を受ける職員との権衡を考慮したものでなければならないこととしまし

た。

⑹ ⑴～⑸のほか、第１号職員に対し、人事委員会規則で定めるところにより、給与条例の適用を受ける職

員に支給する地域手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手当及び休日給に相当する報酬を支給すること

としました。

３ 第１号職員の期末手当（第４条関係）

⑴ 基準日に在職する第１号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第１号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第１号職員の期末手当の額は、２の⑵～⑷の報酬の額を基礎として、人事委員会規則で定めるところに

より算出した額とすることとしました。

⑶ 第１号職員の報酬の額に係る給与条例の適用を受ける職員との権衡等の考慮に関する規定（以下「権衡

等の考慮に関する規定」という。）は、第１号職員の期末手当の額について準用することとしました。

４ 費用弁償の額（第５条関係）

  第１号職員の通勤又は職務のための旅行に要する費用弁償の額は、給与条例の適用を受ける職員との権衡

を考慮して任命権者が定める額とすることとしました。

５ 給料の額（第６条関係）

⑴ 地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」という。）の給料の額は、月

額により定めるものとし、その額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲

内で、人事委員会規則で定める額とすることとしました。

⑵ 第２号職員の給料の月額は、特別の事情により⑴の給料の額により難いときは、⑴にかかわらず、人事

委員会の承認を得て、予算の範囲内で任命権者が定める額とすることができることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の給料の額について準用することとしました。

６ 地域手当等（第７条関係）

⑴ 第２号職員に対し、人事委員会規則で定めるところにより、地域手当、通勤手当、超過勤務手当、宿日

直手当、夜勤手当及び休日給（以下「地域手当等」という。）を支給することとしました。

⑵ 地域手当等の額は、人事委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の地域手当等の額について準用することとしました。

７ 第２号職員の期末手当（第８条関係）

⑴ 基準日に在職する第２号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第２号職員についても、同様とすることとしました。
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⑵ 第２号職員の期末手当の額は、５の⑴又は⑵の給料の額を基礎として、人事委員会規則で定めるところ

により算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の期末手当の額について準用することとしました。

８ 給与の減額（第９条関係）

会計年度任用職員が勤務しないときは、給与条例の適用を受ける職員との権衡を考慮して人事委員会規則

で定めるところにより算出した額を減額して給与を支給することとしました。

９ 支給方法（第10条関係）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償の支給方法は、人事委員会規則で定めることとしました。

10 施行期日等

⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

⑶ この条例は、栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例又は会計年度任用学校職員の給

与及び費用弁償に関する条例の適用を受ける職員には適用しないこととしました。

◇栃木県奨励品種の優良な種苗の安定供給に関する条例の制定（栃木県条例第９号）

奨励品種の優良な種苗の安定的な供給について、県の責務及び種苗生産等計画策定者等の役割を明らかにす

るとともに、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関し必要な事項を定めることにより、本県の農作物の競

争力の強化に資する奨励品種の優良な種苗の安定的な供給の促進を図るため、次のとおり条例を制定すること

としました。

１ 定義（第２条関係）

この条例における「奨励品種」、「種苗」、「特定農作物」、「種苗生産等計画策定者」、「種苗事業

者」及び「種苗生産者」の意義を定めることとしました。

２ 県の責務（第３条関係）

⑴ 県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関する施策を策定し、及び実施する責務を有することと

しました。

⑵ 県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関する施策を推進するために必要な体制の整備に努める

ものとすることとしました。

３ 種苗生産等計画策定者、種苗事業者及び種苗生産者の役割

⑴ 種苗生産等計画策定者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、特定農作物の

種苗に係る需給の見通し及び生産の動向を踏まえ、毎年度、特定農作物の種苗の生産及び供給に関する計

画（以下「種苗生産等計画」という。）を策定するものとすることとしました。

⑵ 種苗生産等計画策定者は、種苗生産等計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、知事

と協議するものとすることとしました。（以上第４条関係）

⑶ 種苗事業者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、種苗生産者との間に種苗

生産等計画に即した特定農作物の種苗の生産に関する契約（以下「種苗生産契約」という。）を締結する

よう努めるものとすることとしました。

⑷ 種苗事業者は、⑶の場合において、種苗生産者が特定農作物の種苗の生産を行うほ場を選定し、その選

定されたほ場における特定農作物の種苗の生産が適切に行われているかどうか及び当該生産に係る特定農

作物の種苗が優良な種苗であるかどうかを確認するよう努めるものとすることとしました。（以上第５条

関係）

⑸ 種苗生産者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、種苗法第61条第１項の規

定により定められた基準（同項に規定する指定種苗の生産及び調整に係るものに限る。）又は種苗生産契

約を遵守し、特定農作物の種苗の生産を行うよう努めるものとすることとしました。（第６条関係）

４ 奨励品種の指定（第７条関係）

知事は、県が育成をしたいちごその他の園芸作物の品種並びに稲、大麦、小麦及び大豆の品種のうち、県

内における普及を促進すべき優良な品種であって、収量、品質等に関し優れた特性を有すると認めるものを

奨励品種として指定するものとすることとしました。

５ 奨励品種の原種苗等の生産（第８条関係）

⑴ 県は、奨励品種の原種苗及び原原種苗（以下「原種苗等」という。）の生産を行うものとすることとし

ました。

⑵ 知事は、奨励品種の原種苗等の生産を適正かつ確実に行うことができると認める者を、原種苗等生産者
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⑵ 第２号職員の期末手当の額は、５の⑴又は⑵の給料の額を基礎として、人事委員会規則で定めるところ

により算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の期末手当の額について準用することとしました。

８ 給与の減額（第９条関係）

会計年度任用職員が勤務しないときは、給与条例の適用を受ける職員との権衡を考慮して人事委員会規則

で定めるところにより算出した額を減額して給与を支給することとしました。

９ 支給方法（第10条関係）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償の支給方法は、人事委員会規則で定めることとしました。

10 施行期日等

⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

⑶ この条例は、栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例又は会計年度任用学校職員の給

与及び費用弁償に関する条例の適用を受ける職員には適用しないこととしました。

◇栃木県奨励品種の優良な種苗の安定供給に関する条例の制定（栃木県条例第９号）

奨励品種の優良な種苗の安定的な供給について、県の責務及び種苗生産等計画策定者等の役割を明らかにす

るとともに、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関し必要な事項を定めることにより、本県の農作物の競

争力の強化に資する奨励品種の優良な種苗の安定的な供給の促進を図るため、次のとおり条例を制定すること

としました。

１ 定義（第２条関係）

この条例における「奨励品種」、「種苗」、「特定農作物」、「種苗生産等計画策定者」、「種苗事業

者」及び「種苗生産者」の意義を定めることとしました。

２ 県の責務（第３条関係）

⑴ 県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関する施策を策定し、及び実施する責務を有することと

しました。

⑵ 県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給に関する施策を推進するために必要な体制の整備に努める

ものとすることとしました。

３ 種苗生産等計画策定者、種苗事業者及び種苗生産者の役割

⑴ 種苗生産等計画策定者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、特定農作物の

種苗に係る需給の見通し及び生産の動向を踏まえ、毎年度、特定農作物の種苗の生産及び供給に関する計

画（以下「種苗生産等計画」という。）を策定するものとすることとしました。

⑵ 種苗生産等計画策定者は、種苗生産等計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、知事

と協議するものとすることとしました。（以上第４条関係）

⑶ 種苗事業者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、種苗生産者との間に種苗

生産等計画に即した特定農作物の種苗の生産に関する契約（以下「種苗生産契約」という。）を締結する

よう努めるものとすることとしました。

⑷ 種苗事業者は、⑶の場合において、種苗生産者が特定農作物の種苗の生産を行うほ場を選定し、その選

定されたほ場における特定農作物の種苗の生産が適切に行われているかどうか及び当該生産に係る特定農

作物の種苗が優良な種苗であるかどうかを確認するよう努めるものとすることとしました。（以上第５条

関係）

⑸ 種苗生産者は、特定農作物の優良な種苗の安定的な供給の促進に資するよう、種苗法第61条第１項の規

定により定められた基準（同項に規定する指定種苗の生産及び調整に係るものに限る。）又は種苗生産契

約を遵守し、特定農作物の種苗の生産を行うよう努めるものとすることとしました。（第６条関係）

４ 奨励品種の指定（第７条関係）

知事は、県が育成をしたいちごその他の園芸作物の品種並びに稲、大麦、小麦及び大豆の品種のうち、県

内における普及を促進すべき優良な品種であって、収量、品質等に関し優れた特性を有すると認めるものを

奨励品種として指定するものとすることとしました。

５ 奨励品種の原種苗等の生産（第８条関係）

⑴ 県は、奨励品種の原種苗及び原原種苗（以下「原種苗等」という。）の生産を行うものとすることとし

ました。

⑵ 知事は、奨励品種の原種苗等の生産を適正かつ確実に行うことができると認める者を、原種苗等生産者
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として指定することができることとしました。この場合において、当該指定に係る奨励品種の原種苗等に

ついては、⑴にかかわらず、原種苗等生産者が生産を行うものとすることとしました。

６ 知的財産権の保護等（第９条関係）

県は、種苗生産等計画策定者、種苗事業者、種苗生産者その他関係者と連携し、奨励品種のうち県が育成

をした品種に係る知的財産権を保護するものとし、当該知的財産権の活用に努めるものとすることとしまし

た。

７ 財政上の措置（第10条関係）

県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給を促進するために、必要な財政上の措置を講ずるよう努める

ものとすることとしました。

８ 施行期日

この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

◇会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定（栃木県条例第10号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用学校職員の給与及び費用弁

償の額並びにその支給方法を定めるため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 定義（第２条関係）

  この条例における「会計年度任用学校職員」及び「給与」の意義を定めることとしました。

２ 報酬の額（第３条関係）

⑴ 会計年度任用学校職員のうち地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」

という。）の報酬の額は、月額、日額又は時間額により定めるものとすることとしました。

⑵ 月額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲内

で、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額とすることとしました。

⑶ 日額又は時間額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えな

い範囲内で教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額を基礎として、第１号職員のそ

れぞれの通常の勤務時間に応じて教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところによ

り算出した額とすることとしました。

⑷ 第１号職員の報酬の額は、特別の事情により⑵及び⑶の報酬の額により難いときは、⑵及び⑶にかかわ

らず、人事委員会の承認を得て、予算の範囲内で教育委員会が定める額とすることができることとしまし

た。

⑸ ⑵～⑷の報酬の額は、第１号職員の職務の複雑、困難及び責任の度並びに栃木県公立学校職員給与条例

（以下「学校職員給与条例」という。）の適用を受ける職員との権衡を考慮したものでなければならない

こととしました。

⑹ ⑴～⑸のほか、第１号職員に対し、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところ

により、学校職員給与条例の適用を受ける職員に支給する地域手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手

当及び休日給に相当する報酬を支給することとしました。

３ 第１号職員の期末手当（第４条関係）

⑴ 基準日に在職する第１号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第１号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第１号職員の期末手当の額は、２の⑵～⑷の報酬の額を基礎として、教育委員会が人事委員会と協議し

て教育委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 第１号職員の報酬の額に係る学校職員給与条例の適用を受ける職員との権衡等の考慮に関する規定（以

下「権衡等の考慮に関する規定」という。）は、第１号職員の期末手当の額について準用することとしま

した。

４ 費用弁償の額（第５条関係）

  第１号職員の通勤又は職務のための旅行に要する費用弁償の額は、学校職員給与条例の適用を受ける職員

との権衡を考慮して教育委員会が定める額とすることとしました。

５ 給料の額（第６条関係）

⑴ 会計年度任用学校職員のうち地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」

という。）の給料の額は、月額により定めるものとし、その額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額

に相当する額を超えない範囲内で、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額とする

こととしました。
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として指定することができることとしました。この場合において、当該指定に係る奨励品種の原種苗等に

ついては、⑴にかかわらず、原種苗等生産者が生産を行うものとすることとしました。

６ 知的財産権の保護等（第９条関係）

県は、種苗生産等計画策定者、種苗事業者、種苗生産者その他関係者と連携し、奨励品種のうち県が育成

をした品種に係る知的財産権を保護するものとし、当該知的財産権の活用に努めるものとすることとしまし

た。

７ 財政上の措置（第10条関係）

県は、奨励品種の優良な種苗の安定的な供給を促進するために、必要な財政上の措置を講ずるよう努める

ものとすることとしました。

８ 施行期日

この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

◇会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定（栃木県条例第10号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計年度任用学校職員の給与及び費用弁

償の額並びにその支給方法を定めるため、次のとおり条例を制定することとしました。

１ 定義（第２条関係）

  この条例における「会計年度任用学校職員」及び「給与」の意義を定めることとしました。

２ 報酬の額（第３条関係）

⑴ 会計年度任用学校職員のうち地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」

という。）の報酬の額は、月額、日額又は時間額により定めるものとすることとしました。

⑵ 月額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えない範囲内

で、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額とすることとしました。

⑶ 日額又は時間額により定める報酬の額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額に相当する額を超えな

い範囲内で教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額を基礎として、第１号職員のそ

れぞれの通常の勤務時間に応じて教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところによ

り算出した額とすることとしました。

⑷ 第１号職員の報酬の額は、特別の事情により⑵及び⑶の報酬の額により難いときは、⑵及び⑶にかかわ

らず、人事委員会の承認を得て、予算の範囲内で教育委員会が定める額とすることができることとしまし

た。

⑸ ⑵～⑷の報酬の額は、第１号職員の職務の複雑、困難及び責任の度並びに栃木県公立学校職員給与条例

（以下「学校職員給与条例」という。）の適用を受ける職員との権衡を考慮したものでなければならない

こととしました。

⑹ ⑴～⑸のほか、第１号職員に対し、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところ

により、学校職員給与条例の適用を受ける職員に支給する地域手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手

当及び休日給に相当する報酬を支給することとしました。

３ 第１号職員の期末手当（第４条関係）

⑴ 基準日に在職する第１号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第１号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第１号職員の期末手当の額は、２の⑵～⑷の報酬の額を基礎として、教育委員会が人事委員会と協議し

て教育委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 第１号職員の報酬の額に係る学校職員給与条例の適用を受ける職員との権衡等の考慮に関する規定（以

下「権衡等の考慮に関する規定」という。）は、第１号職員の期末手当の額について準用することとしま

した。

４ 費用弁償の額（第５条関係）

  第１号職員の通勤又は職務のための旅行に要する費用弁償の額は、学校職員給与条例の適用を受ける職員

との権衡を考慮して教育委員会が定める額とすることとしました。

５ 給料の額（第６条関係）

⑴ 会計年度任用学校職員のうち地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」

という。）の給料の額は、月額により定めるものとし、その額は、行政職給料表の１級29号給の給料月額

に相当する額を超えない範囲内で、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定める額とする

こととしました。
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⑵ 第２号職員の給料の月額は、特別の事情により⑴の給料の額により難いときは、⑴にかかわらず、人事

委員会の承認を得て、予算の範囲内で教育委員会が定める額とすることができることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の給料の額について準用することとしました。

６ 地域手当等（第７条関係）

⑴ 第２号職員に対し、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより、地域手

当、通勤手当、へき地手当、へき地手当に準ずる手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手当、休日給、

義務教育等教員特別手当、定時制通信教育手当及び産業教育手当（以下「地域手当等」という。）を支給

することとしました。

⑵ 地域手当等の額は、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより算出した

額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の地域手当等の額について準用することとしました。

７ 第２号職員の期末手当（第８条関係）

⑴ 基準日に在職する第２号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第２号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第２号職員の期末手当の額は、５の⑴又は⑵の給料の額を基礎として、教育委員会が人事委員会と協議

して教育委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の期末手当の額について準用することとしました。

８ 給与の減額（第９条関係）

  会計年度任用学校職員が勤務しないときは、学校職員給与条例の適用を受ける職員との権衡を考慮して教

育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより算出した額を減額して給与を支給す

ることとしました。

９ 支給方法（第10条関係）

  会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償の支給方法は、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会

規則で定めることとしました。

10 施行期日

この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

◇とちぎスポーツ医科学センター設置、管理及び使用料条例の制定（栃木県条例第11号）

１ 設置（第１条関係）

本県のスポーツに関する競技水準の向上を図るため、とちぎスポーツ医科学センター（以下「センター」

という。）を宇都宮市に設置することとしました。

２ 事業（第２条関係）

センターは、スポーツ医科学に関する指導及び相談等に関する事業を行うこととしました。

３ 利用の許可（第４条関係）

センターを利用しようとする者は、あらかじめ知事の許可を受けなければならないこととしました。

４ 指定管理者による管理（第11条関係）

知事は、センターの管理を法人その他の団体であって知事が指定するものに行わせることができることと

しました。

５ 使用料（第13条関係）

３の許可を受けた者は、使用料を納付しなければならないこととしました。

６ 施行期日等

⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ センターは、規則で定める日から利用に供することとしました。

◇職員の分限に関する条例等の一部改正（栃木県条例第12号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴い、会計年度任用職員の勤務条件等に関し

必要な事項を定めること等のため、次のとおり改正することとしました。

１ 職員の分限に関する条例関係

  会計年度任用職員の意に反する休職の期間は、任命権者が定める任期の範囲内において、個々の場合につ

いて、任命権者が定めることとしました。（第６条及び第８条関係）

２ 職員の懲戒の手続、効果等に関する条例関係

地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」という。）に対する懲戒処分と
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⑵ 第２号職員の給料の月額は、特別の事情により⑴の給料の額により難いときは、⑴にかかわらず、人事

委員会の承認を得て、予算の範囲内で教育委員会が定める額とすることができることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の給料の額について準用することとしました。

６ 地域手当等（第７条関係）

⑴ 第２号職員に対し、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより、地域手

当、通勤手当、へき地手当、へき地手当に準ずる手当、超過勤務手当、宿日直手当、夜勤手当、休日給、

義務教育等教員特別手当、定時制通信教育手当及び産業教育手当（以下「地域手当等」という。）を支給

することとしました。

⑵ 地域手当等の額は、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより算出した

額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の地域手当等の額について準用することとしました。

７ 第２号職員の期末手当（第８条関係）

⑴ 基準日に在職する第２号職員に対し、期末手当を支給することとし、基準日前１月以内に退職し、又は

死亡した第２号職員についても、同様とすることとしました。

⑵ 第２号職員の期末手当の額は、５の⑴又は⑵の給料の額を基礎として、教育委員会が人事委員会と協議

して教育委員会規則で定めるところにより算出した額とすることとしました。

⑶ 権衡等の考慮に関する規定は、第２号職員の期末手当の額について準用することとしました。

８ 給与の減額（第９条関係）

  会計年度任用学校職員が勤務しないときは、学校職員給与条例の適用を受ける職員との権衡を考慮して教

育委員会が人事委員会と協議して教育委員会規則で定めるところにより算出した額を減額して給与を支給す

ることとしました。

９ 支給方法（第10条関係）

  会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償の支給方法は、教育委員会が人事委員会と協議して教育委員会

規則で定めることとしました。

10 施行期日

この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

◇とちぎスポーツ医科学センター設置、管理及び使用料条例の制定（栃木県条例第11号）

１ 設置（第１条関係）

本県のスポーツに関する競技水準の向上を図るため、とちぎスポーツ医科学センター（以下「センター」

という。）を宇都宮市に設置することとしました。

２ 事業（第２条関係）

センターは、スポーツ医科学に関する指導及び相談等に関する事業を行うこととしました。

３ 利用の許可（第４条関係）

センターを利用しようとする者は、あらかじめ知事の許可を受けなければならないこととしました。

４ 指定管理者による管理（第11条関係）

知事は、センターの管理を法人その他の団体であって知事が指定するものに行わせることができることと

しました。

５ 使用料（第13条関係）

３の許可を受けた者は、使用料を納付しなければならないこととしました。

６ 施行期日等

⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ センターは、規則で定める日から利用に供することとしました。

◇職員の分限に関する条例等の一部改正（栃木県条例第12号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行等に伴い、会計年度任用職員の勤務条件等に関し

必要な事項を定めること等のため、次のとおり改正することとしました。

１ 職員の分限に関する条例関係

  会計年度任用職員の意に反する休職の期間は、任命権者が定める任期の範囲内において、個々の場合につ

いて、任命権者が定めることとしました。（第６条及び第８条関係）

２ 職員の懲戒の手続、効果等に関する条例関係

地方公務員法第22条の２第１項第１号に掲げる職員（以下「第１号職員」という。）に対する懲戒処分と
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しての減給は、報酬の額の10分の１以下を減ずるものとすることとしました。（第４条関係）

３ 非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例関係

⑴ 非常勤職員の報酬の額は、日額42,000円を超えない範囲内で知事が定める額とすることとしました。

⑵ 知事は、特別の事情により必要があると認めるときは、⑴にかかわらず、⑴により報酬の額が定められ

る非常勤職員との権衡を考慮し、予算の範囲内で日額以外の方法により非常勤職員の報酬の額を定めるこ

とができることとしました。（以上第２条関係）

⑶ 非常勤職員の費用弁償の額は、行政職給料表の適用を受ける職員に支給する旅費の例に準じて、知事が

定める額とすることとしました。（第２条の２関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 職員の退職手当に関する条例関係

地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」という。）に退職手当を支給す

ることができることとするため、所要の規定の整備をすることとしました。（第１条及び第２条関係）

５ 栃木県人事委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例、栃木県監査委員の給与及び旅費等に関する条

例、栃木県選挙管理委員会委員等の報酬及び費用弁償に関する条例、栃木県労働委員会委員等の報酬及び費

用弁償に関する条例、栃木県教育委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例及び栃木県公安委員会委員の

報酬及び費用弁償に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

６ 学校職員の分限に関する条例関係

学校職員のうち会計年度任用職員の意に反する休職の期間は、任命権者が定める任期の範囲内において、

個々の場合について、任命権者が定めることとしました。（第７条及び第９条関係）

７ 学校職員の懲戒に関する条例関係

学校職員のうち第１号職員に対する懲戒処分としての減給は、報酬の額の10分の１以下を減ずるものとす

ることとしました。（第５条関係）

８ 栃木県公立学校職員給与条例、栃木県内水面漁場管理委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例及び栃

木県収用委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

９ 栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例関係

  企業職員のうち会計年度任用職員の給与の種類を定めるとともに、給与の額及びその支給に関し必要な事

項は、職員（常時勤務を要する企業職員及び短時間勤務の職を占める企業職員をいう。）の給与との権衡を

考慮し、管理者の権限を行う知事が定めることとしました。（第19条関係）

10 栃木県公害紛争処理条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

11 非常勤教育職員等の報酬及び費用弁償に関する条例関係

⑴ 非常勤教育職員等の報酬の額は、日額30,000円を超えない範囲内で教育委員会が定める額とすることと

しました。

⑵ 教育委員会は、特別の事情により必要があると認めるときは、⑴にかかわらず、⑴により報酬の額が定

められる非常勤教育職員等との権衡を考慮し、予算の範囲内で日額以外の方法により非常勤教育職員等の

報酬の額を定めることができることとしました。（以上第２条関係）

⑶ 非常勤教育職員等の費用弁償の額は、行政職給料表の適用を受ける職員に支給する旅費の例に準じて、

教育委員会が定める額とすることとしました。（第２条の２関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

12 栃木県公営企業職員定数条例、栃木県職員定数条例及び外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の

処遇等に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

13 職員の育児休業等に関する条例関係

⑴ 任命権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤

職員等以外の非常勤職員については、育児休業をすることができないこととしました。（第２条関係）

⑵ 子の養育の事情に応じ、当該子が１歳に達する日から１歳６か月に達する日までの間で非常勤職員が育

児休業をすることができる期間の末日を定めることとしました。（第２条の３関係）

⑶ 子の養育の事情を考慮して当該子が２歳に達する日まで非常勤職員が育児休業をすることができる場合

地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員に退職手当を支給することができることとするため、

所要の規定の整備をすることとしました。（第１条及び第２条関係）
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しての減給は、報酬の額の10分の１以下を減ずるものとすることとしました。（第４条関係）

３ 非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例関係

⑴ 非常勤職員の報酬の額は、日額42,000円を超えない範囲内で知事が定める額とすることとしました。

⑵ 知事は、特別の事情により必要があると認めるときは、⑴にかかわらず、⑴により報酬の額が定められ

る非常勤職員との権衡を考慮し、予算の範囲内で日額以外の方法により非常勤職員の報酬の額を定めるこ

とができることとしました。（以上第２条関係）

⑶ 非常勤職員の費用弁償の額は、行政職給料表の適用を受ける職員に支給する旅費の例に準じて、知事が

定める額とすることとしました。（第２条の２関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

４ 職員の退職手当に関する条例関係

地方公務員法第22条の２第１項第２号に掲げる職員（以下「第２号職員」という。）に退職手当を支給す

ることができることとするため、所要の規定の整備をすることとしました。（第１条及び第２条関係）

５ 栃木県人事委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例、栃木県監査委員の給与及び旅費等に関する条

例、栃木県選挙管理委員会委員等の報酬及び費用弁償に関する条例、栃木県労働委員会委員等の報酬及び費

用弁償に関する条例、栃木県教育委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例及び栃木県公安委員会委員の

報酬及び費用弁償に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

６ 学校職員の分限に関する条例関係

学校職員のうち会計年度任用職員の意に反する休職の期間は、任命権者が定める任期の範囲内において、

個々の場合について、任命権者が定めることとしました。（第７条及び第９条関係）

７ 学校職員の懲戒に関する条例関係

学校職員のうち第１号職員に対する懲戒処分としての減給は、報酬の額の10分の１以下を減ずるものとす

ることとしました。（第５条関係）

８ 栃木県公立学校職員給与条例、栃木県内水面漁場管理委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例及び栃

木県収用委員会委員の報酬及び費用弁償に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

９ 栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例関係

  企業職員のうち会計年度任用職員の給与の種類を定めるとともに、給与の額及びその支給に関し必要な事

項は、職員（常時勤務を要する企業職員及び短時間勤務の職を占める企業職員をいう。）の給与との権衡を

考慮し、管理者の権限を行う知事が定めることとしました。（第19条関係）

10 栃木県公害紛争処理条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

11 非常勤教育職員等の報酬及び費用弁償に関する条例関係

⑴ 非常勤教育職員等の報酬の額は、日額30,000円を超えない範囲内で教育委員会が定める額とすることと

しました。

⑵ 教育委員会は、特別の事情により必要があると認めるときは、⑴にかかわらず、⑴により報酬の額が定

められる非常勤教育職員等との権衡を考慮し、予算の範囲内で日額以外の方法により非常勤教育職員等の

報酬の額を定めることができることとしました。（以上第２条関係）

⑶ 非常勤教育職員等の費用弁償の額は、行政職給料表の適用を受ける職員に支給する旅費の例に準じて、

教育委員会が定める額とすることとしました。（第２条の２関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

12 栃木県公営企業職員定数条例、栃木県職員定数条例及び外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の

処遇等に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

13 職員の育児休業等に関する条例関係

⑴ 任命権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤

職員等以外の非常勤職員については、育児休業をすることができないこととしました。（第２条関係）

⑵ 子の養育の事情に応じ、当該子が１歳に達する日から１歳６か月に達する日までの間で非常勤職員が育

児休業をすることができる期間の末日を定めることとしました。（第２条の３関係）

⑶ 子の養育の事情を考慮して当該子が２歳に達する日まで非常勤職員が育児休業をすることができる場合
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を定めることとしました。（第２条の４関係）

⑷ 既に育児休業をした非常勤職員が、当該育児休業に係る子について、再度の育児休業をすることができ

る特別の事情に、任期の末日を期間の末日とする育児休業をしている非常勤職員が、当該任期が更新され

ることに伴い、当該任期の末日の翌日を期間の初日とする育児休業をしようとすること等を追加すること

としました。（第３条関係）

⑸ 特定職に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤職員等以外の非常勤職員については、部分休業

をすることができないこととしました。（第25条関係）

⑹ 非常勤職員に対する部分休業の承認については、１日につき、当該非常勤職員について１日につき定め

られた勤務時間から５時間45分を減じた時間を超えない範囲内で行うものとすることとしました。（第26

条関係）

⑺ 所要の規定の整備をすることとしました。

14 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例関係

⑴ 任命権者は、正規の勤務時間以外の時間において職員に人事委員会規則で定める断続的な勤務をするこ

とを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間勤務職員等である場合にあって

は、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として人事委員会規則で定める場合に限り、当該

断続的な勤務をすることを命ずることができることとしました。

⑵ 任命権者は、公務のため臨時又は緊急の必要がある場合には、正規の勤務時間以外の時間において職員

に⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間

勤務職員等である場合にあっては、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として人事委員会

規則で定める場合に限り、正規の勤務時間以外の時間において⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずるこ

とができることとしました。（以上第６条の２関係）

⑶ 非常勤職員（再任用短時間勤務職員及び特定業務任期付短時間勤務職員等を除く。）の勤務時間、休日

及び休暇については、その職務の性質等を考慮した上で、任命権者が別に定めることができることとしま

した。（第17条関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

15 学校職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例関係

⑴ 任命権者は、正規の勤務時間以外の時間において職員に教育委員会規則で定める断続的な勤務をするこ

とを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間勤務職員等である場合にあって

は、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として教育委員会規則で定める場合に限り、当該

断続的な勤務をすることを命ずることができることとしました。

⑵ 任命権者は、公務のため臨時又は緊急の必要がある場合には、正規の勤務時間以外の時間において職員

に⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間

勤務職員等である場合にあっては、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として教育委員会

規則で定める場合に限り、正規の勤務時間以外の時間において⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずるこ

とができることとしました。（以上第６条の２関係）

⑶ 非常勤職員（再任用短時間勤務職員及び特定業務任期付短時間勤務職員等を除く。）の勤務時間その他

の勤務条件については、その職務の性質等を考慮した上で、任命権者が別に定めることができることとし

ました。（第16条関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

16 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例及び栃木県人事行政の運営等の状況の公表に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

17 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ 次の条例について、所要の規定の整備をすることとしました。

ア 職員の給与に関する条例（第４条関係）

イ 職員の特殊勤務手当に関する条例（第22条関係）

ウ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（附則第12項関係）

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第13号）

１ 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正に伴い、複数の建築物に係る建築物エネル

ギー消費性能向上計画の認定申請手数料及び変更認定申請手数料を新設することとしました。
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条 例

次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

一 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

二 栃 木 県 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 供 給 に 関 す る 条 例

三 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

四 と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例

五 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

六 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

七 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

八 栃 木 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

九 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

十 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

   令 和 元 年 十 月 十 一 日

                         栃 木 県 知 事  福  田  富  一  
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を定めることとしました。（第２条の４関係）

⑷ 既に育児休業をした非常勤職員が、当該育児休業に係る子について、再度の育児休業をすることができ

る特別の事情に、任期の末日を期間の末日とする育児休業をしている非常勤職員が、当該任期が更新され

ることに伴い、当該任期の末日の翌日を期間の初日とする育児休業をしようとすること等を追加すること

としました。（第３条関係）

⑸ 特定職に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤職員等以外の非常勤職員については、部分休業

をすることができないこととしました。（第25条関係）

⑹ 非常勤職員に対する部分休業の承認については、１日につき、当該非常勤職員について１日につき定め

られた勤務時間から５時間45分を減じた時間を超えない範囲内で行うものとすることとしました。（第26

条関係）

⑺ 所要の規定の整備をすることとしました。

14 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例関係

⑴ 任命権者は、正規の勤務時間以外の時間において職員に人事委員会規則で定める断続的な勤務をするこ

とを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間勤務職員等である場合にあって

は、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として人事委員会規則で定める場合に限り、当該

断続的な勤務をすることを命ずることができることとしました。

⑵ 任命権者は、公務のため臨時又は緊急の必要がある場合には、正規の勤務時間以外の時間において職員

に⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間

勤務職員等である場合にあっては、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として人事委員会

規則で定める場合に限り、正規の勤務時間以外の時間において⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずるこ

とができることとしました。（以上第６条の２関係）

⑶ 非常勤職員（再任用短時間勤務職員及び特定業務任期付短時間勤務職員等を除く。）の勤務時間、休日

及び休暇については、その職務の性質等を考慮した上で、任命権者が別に定めることができることとしま

した。（第17条関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

15 学校職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例関係

⑴ 任命権者は、正規の勤務時間以外の時間において職員に教育委員会規則で定める断続的な勤務をするこ

とを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間勤務職員等である場合にあって

は、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として教育委員会規則で定める場合に限り、当該

断続的な勤務をすることを命ずることができることとしました。

⑵ 任命権者は、公務のため臨時又は緊急の必要がある場合には、正規の勤務時間以外の時間において職員

に⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずることができることとしました。ただし、当該職員が育児短時間

勤務職員等である場合にあっては、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合として教育委員会

規則で定める場合に限り、正規の勤務時間以外の時間において⑴の勤務以外の勤務をすることを命ずるこ

とができることとしました。（以上第６条の２関係）

⑶ 非常勤職員（再任用短時間勤務職員及び特定業務任期付短時間勤務職員等を除く。）の勤務時間その他

の勤務条件については、その職務の性質等を考慮した上で、任命権者が別に定めることができることとし

ました。（第16条関係）

⑷ 所要の規定の整備をすることとしました。

16 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例及び栃木県人事行政の運営等の状況の公表に関する条例関係

所要の規定の整備をすることとしました。

17 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ 次の条例について、所要の規定の整備をすることとしました。

ア 職員の給与に関する条例（第４条関係）

イ 職員の特殊勤務手当に関する条例（第22条関係）

ウ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（附則第12項関係）

◇栃木県手数料条例の一部改正（栃木県条例第13号）

１ 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正に伴い、複数の建築物に係る建築物エネル

ギー消費性能向上計画の認定申請手数料及び変更認定申請手数料を新設することとしました。
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２ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係）

３ この条例は、規則で定める日から施行することとしました。ただし、２は、公布の日から施行することと

しました。

◇栃木県心身障害者扶養共済条例等の一部改正（栃木県条例第14号）

１ 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴

い、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。

⑴ 栃木県心身障害者扶養共済条例（第８条関係）

⑵ 職員の給与に関する条例（第20条、第20条の２、第20条の４及び第22条関係）

⑶ 知事等の給与及び旅費に関する条例（第４条関係）

⑷ 職員の退職手当に関する条例（第14条関係）

⑸ 栃木県企業局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（第16条関係）

２ 施行期日等

⑴ この条例は、令和元（2019）年12月14日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。

◇栃木県建築基準条例の一部改正（栃木県条例第15号）

１ 建築基準法施行令の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（第９条、第10条、第29

条及び第31条関係）

２ この条例は、公布の日から施行することとしました。

◇栃木県体育施設設置、管理及び使用料条例の一部改正（栃木県条例第16号）

１ 栃木県総合運動公園北・中央エリア及び栃木県総合運動公園東エリアを宇都宮市に設置することとし、

その使用料の額を定めることとしました。（第２条、第３条、第10条、第13条及び別表関係）

２ 所要の規定の整備をすることとしました。

３ 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。

⑵ 栃木県総合運動公園北・中央エリア（陸上競技場及びトレーニング室に係る施設、附属設備及び器具

に限る。）は、規則で定める日から利用に供することとしました。

⑶ 栃木県都市公園条例について、所要の規定の整備をすることとしました。

◇栃木県警察関係手数料条例の一部改正（栃木県条例第17号）

１ 運転免許証の更新を受けなかった者に係る運転経歴証明書の交付手数料等を新設することとしました。

２ 免許証再交付手数料の額を引き下げることとしました。（以上第８条関係）

３ 施行期日等

⑴ この条例は、令和元（2019）年12月１日から施行することとしました。

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。



（8） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 八 号

会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 び 第 二

百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と

い う 。 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 （ 以 下 「 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い

う 。 ） の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 給 与 」 と は 、 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 （ 以 下 「 第

一 号 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 報 酬 及 び 期 末 手 当 を い い 、 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 （ 以 下 「 第

二 号 職 員 」 と い う 。 ） に あ っ て は 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤

手 当 、 休 日 給 及 び 期 末 手 当 を い う 。

（ 報 酬 の 額 ）

第 三 条 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 月 額 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る も の と す る 。

２ 月 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以

下 「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と

い う 。 ） の 一 級 二 十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 額 と す る 。

３ 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二 十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す

る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 を 基 礎 と し て 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 報 酬 の

額 が 定 め ら れ る 第 一 号 職 員 の そ れ ぞ れ の 通 常 の 勤 務 時 間 に 応 じ て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

４ 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 二 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 こ れ ら の

規 定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 任 命 権 者 が 定 め る 額 と す る こ と が

で き る 。

５ 前 三 項 に 規 定 す る 額 は 、 第 一 号 職 員 の 職 務 の 複 雑 、 困 難 及 び 責 任 の 度 並 び に 給 与 条 例 の 適 用 を

受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し た も の で な け れ ば な ら な い 。

６ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 第 一 号 職 員 に 対 し 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 給

与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 地 域 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤 手 当 及 び 休 日

給 に 相 当 す る 報 酬 を 支 給 す る 。

（ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 四 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 一 号 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同

じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 一 号

職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 前 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 前 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 五 条 第 一 号 職 員 の 通 勤 又 は 職 務 の た め の 旅 行 に 要 す る 費 用 弁 償 の 額 は 、 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け

る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し て 任 命 権 者 が 定 め る 額 と す る 。

（ 給 料 の 額 ）

第 六 条 第 二 号 職 員 の 給 料 の 額 は 、 月 額 に よ り 定 め る も の と し 、 そ の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二

十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 給 料 の 月 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 同 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 任 命 権 者 が 定 め る 額 と す る こ と が で

き る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 二 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 地 域 手 当 等 ）

第 七 条 第 二 号 職 員 に 対 し 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 超 過 勤

務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤 手 当 及 び 休 日 給 （ 次 項 に お い て 「 地 域 手 当 等 」 と い う 。 ） を 支 給 す

る 。

２ 地 域 手 当 等 の 額 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 八 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 二 号 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同

じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 二 号

職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 給 与 の 減 額 ）

第 九 条 会 計 年 度 任 用 職 員 が 勤 務 し な い と き は 、 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。

（ 支 給 方 法 ）

第 十 条 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 一 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 か ら 引 き 続 き 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 適 用 を 受 け て い た 非 常 勤 職 員 （ 報 酬 が 月 額 に よ り 定 め ら れ て い

た も の に 限 る 。 ） で 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら こ の 条 例 の 適 用 を 受

け る こ と と な る も の （ 報 酬 が 月 額 に よ り 定 め ら れ る も の に 限 る 。 ） の 受 け る 報 酬 の 月 額 （ 第 三 条

の 規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ る こ と と な る 報 酬 の 額 を 基 礎 と し て 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 算 出 し た 額 を い う 。 ） が 、 施 行 日 の 前 日 に お い て 受 け て い た 報 酬 の 月 額 （ 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 を い う 。 ） に 達 し な い こ と と な る も の に は 、 当 分 の 間 、 同 条 の

規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ る こ と と な る 報 酬 の 額 に そ の 差 額 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額 を 報 酬 と し

て 支 給 す る 。

（ 適 用 除 外 ）

３ こ の 条 例 は 、 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県

条 例 第 五 十 三 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し な い 。

（ 人 事 課 ）
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２ 第 二 号 職 員 の 給 料 の 月 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 同 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 任 命 権 者 が 定 め る 額 と す る こ と が で

き る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 二 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 地 域 手 当 等 ）

第 七 条 第 二 号 職 員 に 対 し 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 超 過 勤

務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤 手 当 及 び 休 日 給 （ 次 項 に お い て 「 地 域 手 当 等 」 と い う 。 ） を 支 給 す

る 。

２ 地 域 手 当 等 の 額 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 八 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 二 号 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同

じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 二 号

職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 給 与 の 減 額 ）

第 九 条 会 計 年 度 任 用 職 員 が 勤 務 し な い と き は 、 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し て

人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。

（ 支 給 方 法 ）

第 十 条 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 一 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 か ら 引 き 続 き 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二

十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 適 用 を 受 け て い た 非 常 勤 職 員 （ 報 酬 が 月 額 に よ り 定 め ら れ て い

た も の に 限 る 。 ） で 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら こ の 条 例 の 適 用 を 受

け る こ と と な る も の （ 報 酬 が 月 額 に よ り 定 め ら れ る も の に 限 る 。 ） の 受 け る 報 酬 の 月 額 （ 第 三 条

の 規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ る こ と と な る 報 酬 の 額 を 基 礎 と し て 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 算 出 し た 額 を い う 。 ） が 、 施 行 日 の 前 日 に お い て 受 け て い た 報 酬 の 月 額 （ 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 を い う 。 ） に 達 し な い こ と と な る も の に は 、 当 分 の 間 、 同 条 の

規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ る こ と と な る 報 酬 の 額 に そ の 差 額 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 額 を 報 酬 と し

て 支 給 す る 。

（ 適 用 除 外 ）

３ こ の 条 例 は 、 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県

条 例 第 五 十 三 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し な い 。

（ 人 事 課 ）

栃 木 県 条 例 第 九 号

栃 木 県 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 供 給 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に つ い て 、 県 の 責 務 及 び 種 苗 生 産 等 計

画 策 定 者 等 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 し 必 要 な

事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 本 県 の 農 作 物 の 競 争 力 の 強 化 に 資 す る 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的

な 供 給 の 促 進 を 図 り 、 も っ て 本 県 の 農 業 の 持 続 的 な 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 奨 励 品 種 県 が 育 成 （ 種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 一

項 に 規 定 す る 育 成 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を し た い ち ご そ の 他 の 園 芸 作 物 の 品 種 並 び に 稲 、 大

麦 、 小 麦 及 び 大 豆 の 品 種 の う ち 、 第 七 条 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 品 種 を い う 。

二 種 苗 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 種 苗 を い う 。

三 特 定 農 作 物 い ち ご 、 稲 、 大 麦 、 小 麦 及 び 大 豆 で あ っ て 、 奨 励 品 種 で あ る も の を い う 。

四 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 及 び 供 給 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 種 苗 生 産 等

計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る 者 で あ っ て 、 知 事 が 指 定 す る も の を い う 。

五 種 苗 事 業 者 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 に 関 し 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 と 協 議 等 を 行 い 、 譲 渡 の

目 的 を も っ て 、 又 は 委 託 を 受 け て 種 苗 の 生 産 を 行 う 者 と の 間 に 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 に 関 す

る 契 約 （ 以 下 「 種 苗 生 産 契 約 」 と い う 。 ） を 締 結 す る 者 を い う 。

六 種 苗 生 産 者 種 苗 生 産 契 約 に 基 づ き 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う 者 を い う 。

（ 県 の 責 務 ）

第 三 条 県 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を

有 す る 。

２ 県 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め に 必 要 な 体 制 の 整 備

に 努 め る も の と す る 。

（ 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 の 役 割 ）

第 四 条 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、

特 定 農 作 物 の 種 苗 に 係 る 需 給 の 見 通 し 及 び 生 産 の 動 向 を 踏 ま え 、 毎 年 度 、 種 苗 生 産 等 計 画 を 策 定

す る も の と す る 。

２ 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 は 、 種 苗 生 産 等 計 画 を 策 定 し 、 又 は 変 更 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 、 知 事 と 協 議 す る も の と す る 。

（ 種 苗 事 業 者 の 役 割 ）

第 五 条 種 苗 事 業 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、 種 苗 生 産 者

と の 間 に 種 苗 生 産 等 計 画 に 即 し た 種 苗 生 産 契 約 を 締 結 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 種 苗 事 業 者 は 、 前 項 の 場 合 に お い て 、 種 苗 生 産 者 が 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う ほ 場 を 選 定

し 、 そ の 選 定 さ れ た ほ 場 に お け る 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 が 適 切 に 行 わ れ て い る か ど う か 及 び 当

該 生 産 に 係 る 特 定 農 作 物 の 種 苗 が 優 良 な 種 苗 で あ る か ど う か を 確 認 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 種 苗 生 産 者 の 役 割 ）

第 六 条 種 苗 生 産 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、 法 第 六 十 一

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 基 準 （ 同 項 に 規 定 す る 指 定 種 苗 の 生 産 及 び 調 整 に 係 る も の に 限

る 。 ） 又 は 種 苗 生 産 契 約 を 遵 守 し 、 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

（ 奨 励 品 種 の 指 定 ）

第 七 条 知 事 は 、 県 が 育 成 を し た い ち ご そ の 他 の 園 芸 作 物 の 品 種 並 び に 稲 、 大 麦 、 小 麦 及 び 大 豆 の

品 種 の う ち 、 県 内 に お け る 普 及 を 促 進 す べ き 優 良 な 品 種 で あ っ て 、 収 量 、 品 質 等 に 関 し 優 れ た 特
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栃 木 県 条 例 第 九 号

栃 木 県 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 供 給 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に つ い て 、 県 の 責 務 及 び 種 苗 生 産 等 計

画 策 定 者 等 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 し 必 要 な

事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 本 県 の 農 作 物 の 競 争 力 の 強 化 に 資 す る 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的

な 供 給 の 促 進 を 図 り 、 も っ て 本 県 の 農 業 の 持 続 的 な 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 奨 励 品 種 県 が 育 成 （ 種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 一

項 に 規 定 す る 育 成 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を し た い ち ご そ の 他 の 園 芸 作 物 の 品 種 並 び に 稲 、 大

麦 、 小 麦 及 び 大 豆 の 品 種 の う ち 、 第 七 条 の 規 定 に よ り 指 定 さ れ た 品 種 を い う 。

二 種 苗 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 種 苗 を い う 。

三 特 定 農 作 物 い ち ご 、 稲 、 大 麦 、 小 麦 及 び 大 豆 で あ っ て 、 奨 励 品 種 で あ る も の を い う 。

四 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 及 び 供 給 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 種 苗 生 産 等

計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る 者 で あ っ て 、 知 事 が 指 定 す る も の を い う 。

五 種 苗 事 業 者 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 に 関 し 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 と 協 議 等 を 行 い 、 譲 渡 の

目 的 を も っ て 、 又 は 委 託 を 受 け て 種 苗 の 生 産 を 行 う 者 と の 間 に 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 に 関 す

る 契 約 （ 以 下 「 種 苗 生 産 契 約 」 と い う 。 ） を 締 結 す る 者 を い う 。

六 種 苗 生 産 者 種 苗 生 産 契 約 に 基 づ き 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う 者 を い う 。

（ 県 の 責 務 ）

第 三 条 県 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を

有 す る 。

２ 県 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め に 必 要 な 体 制 の 整 備

に 努 め る も の と す る 。

（ 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 の 役 割 ）

第 四 条 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、

特 定 農 作 物 の 種 苗 に 係 る 需 給 の 見 通 し 及 び 生 産 の 動 向 を 踏 ま え 、 毎 年 度 、 種 苗 生 産 等 計 画 を 策 定

す る も の と す る 。

２ 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 は 、 種 苗 生 産 等 計 画 を 策 定 し 、 又 は 変 更 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 、 知 事 と 協 議 す る も の と す る 。

（ 種 苗 事 業 者 の 役 割 ）

第 五 条 種 苗 事 業 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、 種 苗 生 産 者

と の 間 に 種 苗 生 産 等 計 画 に 即 し た 種 苗 生 産 契 約 を 締 結 す る よ う 努 め る も の と す る 。

２ 種 苗 事 業 者 は 、 前 項 の 場 合 に お い て 、 種 苗 生 産 者 が 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う ほ 場 を 選 定

し 、 そ の 選 定 さ れ た ほ 場 に お け る 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 が 適 切 に 行 わ れ て い る か ど う か 及 び 当

該 生 産 に 係 る 特 定 農 作 物 の 種 苗 が 優 良 な 種 苗 で あ る か ど う か を 確 認 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 種 苗 生 産 者 の 役 割 ）

第 六 条 種 苗 生 産 者 は 、 特 定 農 作 物 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 の 促 進 に 資 す る よ う 、 法 第 六 十 一

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 基 準 （ 同 項 に 規 定 す る 指 定 種 苗 の 生 産 及 び 調 整 に 係 る も の に 限

る 。 ） 又 は 種 苗 生 産 契 約 を 遵 守 し 、 特 定 農 作 物 の 種 苗 の 生 産 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

（ 奨 励 品 種 の 指 定 ）

第 七 条 知 事 は 、 県 が 育 成 を し た い ち ご そ の 他 の 園 芸 作 物 の 品 種 並 び に 稲 、 大 麦 、 小 麦 及 び 大 豆 の

品 種 の う ち 、 県 内 に お け る 普 及 を 促 進 す べ き 優 良 な 品 種 で あ っ て 、 収 量 、 品 質 等 に 関 し 優 れ た 特

性 を 有 す る と 認 め る も の を 奨 励 品 種 と し て 指 定 す る も の と す る 。

（ 奨 励 品 種 の 原 種 苗 等 の 生 産 ）

第 八 条 県 は 、 奨 励 品 種 の 原 種 苗 （ 種 苗 生 産 者 そ の 他 の 種 苗 の 生 産 を 行 う 者 に お い て 優 良 な 種 苗 の

生 産 を 行 う た め に 必 要 な 種 苗 を い う 。 ） 及 び 原 原 種 苗 （ 当 該 原 種 苗 の 生 産 を 行 う た め に 必 要 な 種

苗 を い う 。 ） （ 以 下 「 原 種 苗 等 」 と い う 。 ） の 生 産 を 行 う も の と す る 。

２ 知 事 は 、 奨 励 品 種 の 原 種 苗 等 の 生 産 を 適 正 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る と 認 め る 者 を 、 奨 励 品

種 の 原 種 苗 等 の 生 産 を 行 う 者 （ 以 下 「 原 種 苗 等 生 産 者 」 と い う 。 ） と し て 指 定 す る こ と が で き

る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 指 定 に 係 る 奨 励 品 種 の 原 種 苗 等 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 原 種 苗 等 生 産 者 が 生 産 を 行 う も の と す る 。

（ 知 的 財 産 権 の 保 護 等 ）

第 九 条 県 は 、 種 苗 生 産 等 計 画 策 定 者 、 種 苗 事 業 者 、 種 苗 生 産 者 そ の 他 関 係 者 と 連 携 し 、 奨 励 品 種

の う ち 県 が 育 成 を し た 品 種 に 係 る 知 的 財 産 権 を 保 護 す る も の と し 、 当 該 知 的 財 産 権 の 活 用 に 努 め

る も の と す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 条 県 は 、 奨 励 品 種 の 優 良 な 種 苗 の 安 定 的 な 供 給 を 促 進 す る た め に 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講

ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 一 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 産 振 興 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 号

会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 び 第 二

百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 」 と は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二

百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 の う ち 次

に 掲 げ る 者 を い う 。

一 県 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 非 常 勤 の 講 師 、 事 務 職 員 、 技 術 職 員 及 び そ の 他

の 職 員

二 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 の 非 常 勤 の 講 師 、 事 務 職 員 、 技 術 職 員 及 び そ の

他 の 職 員

２ こ の 条 例 に お い て 「 給 与 」 と は 、 第 一 号 職 員 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の う ち 法 第 二 十 二 条 の 二

第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は 報 酬 及 び 期 末 手 当 を い い 、 第 二 号 職

員 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の う ち 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は 給

料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 へ き 地 手 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、

夜 勤 手 当 、 休 日 給 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 期 末 手 当

を い う 。

（ 報 酬 の 額 ）

第 三 条 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 月 額 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る も の と す る 。

２ 月 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第

五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い う 。 ） の 一 級 二 十 九 号 給 の

給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る 額 と す る 。

３ 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二 十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す

る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 を 基 礎 と

し て 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 第 一 号 職 員 の そ れ ぞ れ の 通 常 の 勤 務 時 間 に 応

じ て 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す

る 。

４ 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 二 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 こ れ ら の

規 定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る こ と

が で き る 。

５ 前 三 項 に 規 定 す る 額 は 、 第 一 号 職 員 の 職 務 の 複 雑 、 困 難 及 び 責 任 の 度 並 び に 栃 木 県 公 立 学 校 職

員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 。 以 下 「 学 校 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） の 適 用

を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し た も の で な け れ ば な ら な い 。

６ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 第 一 号 職 員 に 対 し 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委

員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 地 域 手 当 、 超

過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤 手 当 及 び 休 日 給 に 相 当 す る 報 酬 を 支 給 す る 。

（ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 四 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 一 号 職 員 （ 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月
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会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 び 第 二

百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 」 と は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二

百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 の う ち 次

に 掲 げ る 者 を い う 。

一 県 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 非 常 勤 の 講 師 、 事 務 職 員 、 技 術 職 員 及 び そ の 他

の 職 員

二 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 の 非 常 勤 の 講 師 、 事 務 職 員 、 技 術 職 員 及 び そ の

他 の 職 員

２ こ の 条 例 に お い て 「 給 与 」 と は 、 第 一 号 職 員 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の う ち 法 第 二 十 二 条 の 二

第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は 報 酬 及 び 期 末 手 当 を い い 、 第 二 号 職

員 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の う ち 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は 給

料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 へ き 地 手 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、

夜 勤 手 当 、 休 日 給 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 期 末 手 当

を い う 。

（ 報 酬 の 額 ）

第 三 条 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 月 額 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る も の と す る 。

２ 月 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第

五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い う 。 ） の 一 級 二 十 九 号 給 の

給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る 額 と す る 。

３ 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 定 め る 報 酬 の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二 十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す

る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 を 基 礎 と

し て 、 日 額 又 は 時 間 額 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 第 一 号 職 員 の そ れ ぞ れ の 通 常 の 勤 務 時 間 に 応

じ て 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す

る 。

４ 第 一 号 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 二 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 こ れ ら の

規 定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る こ と

が で き る 。

５ 前 三 項 に 規 定 す る 額 は 、 第 一 号 職 員 の 職 務 の 複 雑 、 困 難 及 び 責 任 の 度 並 び に 栃 木 県 公 立 学 校 職

員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 。 以 下 「 学 校 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） の 適 用

を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し た も の で な け れ ば な ら な い 。

６ 前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 第 一 号 職 員 に 対 し 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委

員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 地 域 手 当 、 超

過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 夜 勤 手 当 及 び 休 日 給 に 相 当 す る 報 酬 を 支 給 す る 。

（ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 四 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 一 号 職 員 （ 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月

以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 一 号 職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 前 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 教 育 委

員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 前 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 五 条 第 一 号 職 員 の 通 勤 又 は 職 務 の た め の 旅 行 に 要 す る 費 用 弁 償 の 額 は 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適

用 を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し て 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る 。

（ 給 料 の 額 ）

第 六 条 第 二 号 職 員 の 給 料 の 額 は 、 月 額 に よ り 定 め る も の と し 、 そ の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二

十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 給 料 の 月 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 同 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る こ と が

で き る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 二 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 地 域 手 当 等 ）

第 七 条 第 二 号 職 員 に 対 し 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 へ き 地 手 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手

当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 給 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育 手 当 及 び 産 業 教 育 手 当 （ 次 項

に お い て 「 地 域 手 当 等 」 と い う 。 ） を 支 給 す る 。

２ 地 域 手 当 等 の 額 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 八 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 二 号 職 員 （ 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月

以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 二 号 職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 教 育 委 員

会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 給 与 の 減 額 ）

第 九 条 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 が 勤 務 し な い と き は 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 と の 権

衡 を 考 慮 し て 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た

額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。

（ 支 給 方 法 ）

第 十 条 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議

し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

（ 教 育 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 一 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 総 務 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 一 号

と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の ス ポ ー ツ に 関 す る 競 技 水 準 の 向 上 を 図 る た め 、 と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー （ 以

下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮 市 に 設 置 す る 。

（ 事 業 ）

第 二 条 セ ン タ ー は 、 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 。

一 ス ポ ー ツ 医 科 学 （ 医 学 、 歯 学 、 生 理 学 、 心 理 学 、 力 学 、 栄 養 学 等 の ス ポ ー ツ に 関 す る 諸 科 学

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 す る 指 導 及 び 相 談 に 関 す る こ と 。

二 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 関 す る こ と 。

三 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 研 修 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業

（ 休 館 日 及 び 利 用 時 間 ）

第 三 条 セ ン タ ー の 休 館 日 及 び 利 用 時 間 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 利 用 の 許 可 ）

第 四 条 セ ン タ ー を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 許 可 の 基 準 ）

第 五 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 利 用 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 の 許 可 を し て は な

ら な い 。

一 公 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。

二 そ の 他 セ ン タ ー の 管 理 上 支 障 が あ る と き 。

（ 許 可 の 条 件 ）

第 六 条 知 事 は 、 第 四 条 の 許 可 を す る 場 合 に お い て は 、 セ ン タ ー の 管 理 上 必 要 な 限 度 に お い て 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。

（ 権 利 の 譲 渡 等 の 禁 止 ）

第 七 条 第 四 条 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い う 。 ） は 、 そ の 許 可 に 係 る 権 利 を 譲 渡 し 、

又 は 転 貸 し て は な ら な い 。

（ 許 可 の 取 消 し 等 ）

第 八 条 知 事 は 、 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 四 条 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は

そ の 利 用 の 停 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 第 五 条 各 号 の 規 定 に 該 当 す る に 至 っ た と き 。

二 第 六 条 の 条 件 に 違 反 し た と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 第 四 条 の 許 可 を 受 け た と き 。

四 そ の 他 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

２ 前 項 の 規 定 に 基 づ く 処 分 に よ り 利 用 者 に 損 失 が 生 じ て も 、 県 は 、 そ の 補 償 の 責 任 を 負 わ な い 。

（ 遵 守 事 項 ）

第 九 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 に 当 た っ て は 、 規 則 で 定 め る 事 項 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 原 状 回 復 ）

第 十 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 を 終 了 し た と き 、 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 取 り 消

さ れ た と き は 、 直 ち に 利 用 に 係 る 施 設 （ 附 属 設 備 及 び 物 品 を 含 む 。 第 十 二 条 第 一 号 に お い て 同

じ 。 ） を 原 状 に 回 復 し な け れ ば な ら な い 。

（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 管 理 を 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定

管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り セ ン タ ー の 管 理 を 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 場 合 に お け る 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で

及 び 第 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で の 規 定 及 び 第 八 条 第 一 項 中 「 知 事 」

と あ る の は 「 指 定 管 理 者 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 県 」 と あ る の は 「 県 及 び 指 定 管 理 者 」 と す る 。

（ 業 務 の 範 囲 ）

第 十 二 条 指 定 管 理 者 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 セ ン タ ー の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

二 セ ン タ ー の 利 用 の 許 可 に 関 す る こ と 。

三 セ ン タ ー の 運 営 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 附 帯 す る 業 務 を 行 う こ と 。

（ 使 用 料 ）

第 十 三 条 利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 使 用 料 は 、 前 納 と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 使 用 料 の 免 除 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で

き る 。

（ 使 用 料 の 不 還 付 ）

第 十 五 条 既 に 納 付 し た 使 用 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き

は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 セ ン タ ー の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ セ ン タ ー は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 利 用 に 供 す る も の と す る 。

別表（第13条関係）

利 用 区 分利用者単位使用料

高校生等以下 1,650円

基本測定

その他の者 3,300円

高校生等以下 1,230円

筋力測定

その他の者 2,470円

高校生等以下 250円

無酸素性パワ測定ー

その他の者 500円

体力測定 １人１回

高校生等以下 440円

無酸素性持久力測定

その他の者 880円

高校生等以下 1,890円

有酸素性持久力測定

その他の者 3,790円

高校生等以下 430円

筋硬度測定

その他の者 860円

高校生等以下 1,140円

動作分析

その他の者 2,280円

高校生等以下 850円

動作分析映像技術分析 １人１回

その他の者 1,710円

高校生等以下 1,270円

レス・ゲム分析ー ー

その他の者 2,540円

高校生等以下
1,390円

（720円）

トレニング・リハビリテション指導 １人１回ー ー

その他の者
2,780円

（1,440円）

高校生等以下
810円

（550円）

栄 養 指 導 １人１回

その他の者
1,620円

（1,100円）

高校生等以下
1,060円

（800円）

心 理 指 導 １人１回

その他の者
2,120円

（1,600円）

高校生等以下 810円

医 事 相 談 １人１回

その他の者 1,620円

高校生等以下 330円

講 習 １人１回

その他の者 670円

備考

１「高校生等」とは高等専門学校高等学校及びこれらに類する学校その他の施設の学、 、

生及び生徒をいう

。

２括弧書の使用料の額は７人以上の団体が利用する場合の使用料の額である、 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）

以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 一 号 職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 一 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 前 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 教 育 委

員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 前 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 五 条 第 一 号 職 員 の 通 勤 又 は 職 務 の た め の 旅 行 に 要 す る 費 用 弁 償 の 額 は 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適

用 を 受 け る 職 員 と の 権 衡 を 考 慮 し て 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る 。

（ 給 料 の 額 ）

第 六 条 第 二 号 職 員 の 給 料 の 額 は 、 月 額 に よ り 定 め る も の と し 、 そ の 額 は 、 行 政 職 給 料 表 の 一 級 二

十 九 号 給 の 給 料 月 額 に 相 当 す る 額 を 超 え な い 範 囲 内 で 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 額 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 給 料 の 月 額 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 前 項 に 規 定 す る 額 に よ り 難 い と き は 、 同 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 予 算 の 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め る 額 と す る こ と が

で き る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 二 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 地 域 手 当 等 ）

第 七 条 第 二 号 職 員 に 対 し 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 地 域 手 当 、 通 勤 手 当 、 へ き 地 手 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手

当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 給 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育 手 当 及 び 産 業 教 育 手 当 （ 次 項

に お い て 「 地 域 手 当 等 」 と い う 。 ） を 支 給 す る 。

２ 地 域 手 当 等 の 額 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 ）

第 八 条 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 第 二 号 職 員 （ 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の を 除

く 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に 対 し 、 期 末 手 当 を 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月

以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 第 二 号 職 員 に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 第 二 号 職 員 の 期 末 手 当 の 額 は 、 第 六 条 第 一 項 又 は 第 二 項 に 規 定 す る 額 を 基 礎 と し て 、 教 育 委 員

会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た 額 と す る 。

３ 第 三 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 額 に つ い て 準 用 す る 。

（ 給 与 の 減 額 ）

第 九 条 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 が 勤 務 し な い と き は 、 学 校 職 員 給 与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 と の 権

衡 を 考 慮 し て 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 し た

額 を 減 額 し て 給 与 を 支 給 す る 。

（ 支 給 方 法 ）

第 十 条 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議

し て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

（ 教 育 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 一 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 教 育 委 員 会 が 人 事 委 員 会 と 協 議 し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 総 務 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 一 号

と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の ス ポ ー ツ に 関 す る 競 技 水 準 の 向 上 を 図 る た め 、 と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー （ 以

下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮 市 に 設 置 す る 。

（ 事 業 ）

第 二 条 セ ン タ ー は 、 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 。

一 ス ポ ー ツ 医 科 学 （ 医 学 、 歯 学 、 生 理 学 、 心 理 学 、 力 学 、 栄 養 学 等 の ス ポ ー ツ に 関 す る 諸 科 学

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 す る 指 導 及 び 相 談 に 関 す る こ と 。

二 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 関 す る こ と 。

三 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 研 修 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業

（ 休 館 日 及 び 利 用 時 間 ）

第 三 条 セ ン タ ー の 休 館 日 及 び 利 用 時 間 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 利 用 の 許 可 ）

第 四 条 セ ン タ ー を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 許 可 の 基 準 ）

第 五 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 利 用 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 の 許 可 を し て は な

ら な い 。

一 公 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。

二 そ の 他 セ ン タ ー の 管 理 上 支 障 が あ る と き 。

（ 許 可 の 条 件 ）

第 六 条 知 事 は 、 第 四 条 の 許 可 を す る 場 合 に お い て は 、 セ ン タ ー の 管 理 上 必 要 な 限 度 に お い て 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。

（ 権 利 の 譲 渡 等 の 禁 止 ）

第 七 条 第 四 条 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い う 。 ） は 、 そ の 許 可 に 係 る 権 利 を 譲 渡 し 、

又 は 転 貸 し て は な ら な い 。

（ 許 可 の 取 消 し 等 ）

第 八 条 知 事 は 、 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 四 条 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は

そ の 利 用 の 停 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 第 五 条 各 号 の 規 定 に 該 当 す る に 至 っ た と き 。

二 第 六 条 の 条 件 に 違 反 し た と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 第 四 条 の 許 可 を 受 け た と き 。

四 そ の 他 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

２ 前 項 の 規 定 に 基 づ く 処 分 に よ り 利 用 者 に 損 失 が 生 じ て も 、 県 は 、 そ の 補 償 の 責 任 を 負 わ な い 。

（ 遵 守 事 項 ）

第 九 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 に 当 た っ て は 、 規 則 で 定 め る 事 項 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 原 状 回 復 ）

第 十 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 を 終 了 し た と き 、 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 取 り 消

さ れ た と き は 、 直 ち に 利 用 に 係 る 施 設 （ 附 属 設 備 及 び 物 品 を 含 む 。 第 十 二 条 第 一 号 に お い て 同

じ 。 ） を 原 状 に 回 復 し な け れ ば な ら な い 。

（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 管 理 を 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定

管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り セ ン タ ー の 管 理 を 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 場 合 に お け る 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で

及 び 第 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で の 規 定 及 び 第 八 条 第 一 項 中 「 知 事 」

と あ る の は 「 指 定 管 理 者 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 県 」 と あ る の は 「 県 及 び 指 定 管 理 者 」 と す る 。

（ 業 務 の 範 囲 ）

第 十 二 条 指 定 管 理 者 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 セ ン タ ー の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

二 セ ン タ ー の 利 用 の 許 可 に 関 す る こ と 。

三 セ ン タ ー の 運 営 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 附 帯 す る 業 務 を 行 う こ と 。

（ 使 用 料 ）

第 十 三 条 利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 使 用 料 は 、 前 納 と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 使 用 料 の 免 除 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で

き る 。

（ 使 用 料 の 不 還 付 ）

第 十 五 条 既 に 納 付 し た 使 用 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き

は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 セ ン タ ー の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ セ ン タ ー は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 利 用 に 供 す る も の と す る 。

別表（第13条関係）

利 用 区 分利用者単位使用料

高校生等以下 1,650円

基本測定

その他の者 3,300円

高校生等以下 1,230円

筋力測定

その他の者 2,470円

高校生等以下 250円

無酸素性パワ測定ー

その他の者 500円

体力測定 １人１回

高校生等以下 440円

無酸素性持久力測定

その他の者 880円

高校生等以下 1,890円

有酸素性持久力測定

その他の者 3,790円

高校生等以下 430円

筋硬度測定

その他の者 860円

高校生等以下 1,140円

動作分析

その他の者 2,280円

高校生等以下 850円

動作分析映像技術分析 １人１回

その他の者 1,710円

高校生等以下 1,270円

レス・ゲム分析ー ー

その他の者 2,540円

高校生等以下
1,390円

（720円）

トレニング・リハビリテション指導 １人１回ー ー

その他の者
2,780円

（1,440円）

高校生等以下
810円

（550円）

栄 養 指 導 １人１回

その他の者
1,620円

（1,100円）

高校生等以下
1,060円

（800円）

心 理 指 導 １人１回

その他の者
2,120円

（1,600円）

高校生等以下 810円

医 事 相 談 １人１回

その他の者 1,620円

高校生等以下 330円

講 習 １人１回

その他の者 670円

備考

１「高校生等」とは高等専門学校高等学校及びこれらに類する学校その他の施設の学、 、

生及び生徒をいう

。

２括弧書の使用料の額は７人以上の団体が利用する場合の使用料の額である、 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）



（14） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の ス ポ ー ツ に 関 す る 競 技 水 準 の 向 上 を 図 る た め 、 と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー （ 以

下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮 市 に 設 置 す る 。

（ 事 業 ）

第 二 条 セ ン タ ー は 、 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 。

一 ス ポ ー ツ 医 科 学 （ 医 学 、 歯 学 、 生 理 学 、 心 理 学 、 力 学 、 栄 養 学 等 の ス ポ ー ツ に 関 す る 諸 科 学

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 す る 指 導 及 び 相 談 に 関 す る こ と 。

二 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 関 す る こ と 。

三 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 研 修 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業

（ 休 館 日 及 び 利 用 時 間 ）

第 三 条 セ ン タ ー の 休 館 日 及 び 利 用 時 間 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 利 用 の 許 可 ）

第 四 条 セ ン タ ー を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 許 可 の 基 準 ）

第 五 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 利 用 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 の 許 可 を し て は な

ら な い 。

一 公 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。

二 そ の 他 セ ン タ ー の 管 理 上 支 障 が あ る と き 。

（ 許 可 の 条 件 ）

第 六 条 知 事 は 、 第 四 条 の 許 可 を す る 場 合 に お い て は 、 セ ン タ ー の 管 理 上 必 要 な 限 度 に お い て 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。

（ 権 利 の 譲 渡 等 の 禁 止 ）

第 七 条 第 四 条 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い う 。 ） は 、 そ の 許 可 に 係 る 権 利 を 譲 渡 し 、

又 は 転 貸 し て は な ら な い 。

（ 許 可 の 取 消 し 等 ）

第 八 条 知 事 は 、 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 四 条 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は

そ の 利 用 の 停 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 第 五 条 各 号 の 規 定 に 該 当 す る に 至 っ た と き 。

二 第 六 条 の 条 件 に 違 反 し た と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 第 四 条 の 許 可 を 受 け た と き 。

四 そ の 他 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

２ 前 項 の 規 定 に 基 づ く 処 分 に よ り 利 用 者 に 損 失 が 生 じ て も 、 県 は 、 そ の 補 償 の 責 任 を 負 わ な い 。

（ 遵 守 事 項 ）

第 九 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 に 当 た っ て は 、 規 則 で 定 め る 事 項 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 原 状 回 復 ）

第 十 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 を 終 了 し た と き 、 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 取 り 消

さ れ た と き は 、 直 ち に 利 用 に 係 る 施 設 （ 附 属 設 備 及 び 物 品 を 含 む 。 第 十 二 条 第 一 号 に お い て 同

じ 。 ） を 原 状 に 回 復 し な け れ ば な ら な い 。

（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 管 理 を 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定

管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り セ ン タ ー の 管 理 を 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 場 合 に お け る 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で

及 び 第 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で の 規 定 及 び 第 八 条 第 一 項 中 「 知 事 」

と あ る の は 「 指 定 管 理 者 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 県 」 と あ る の は 「 県 及 び 指 定 管 理 者 」 と す る 。

（ 業 務 の 範 囲 ）

第 十 二 条 指 定 管 理 者 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 セ ン タ ー の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

二 セ ン タ ー の 利 用 の 許 可 に 関 す る こ と 。

三 セ ン タ ー の 運 営 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 附 帯 す る 業 務 を 行 う こ と 。

（ 使 用 料 ）

第 十 三 条 利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 使 用 料 は 、 前 納 と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 使 用 料 の 免 除 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で

き る 。

（ 使 用 料 の 不 還 付 ）

第 十 五 条 既 に 納 付 し た 使 用 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き

は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 セ ン タ ー の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ セ ン タ ー は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 利 用 に 供 す る も の と す る 。

別表（第13条関係）

利 用 区 分利用者単位使用料

高校生等以下 1,650円

基本測定

その他の者 3,300円

高校生等以下 1,230円

筋力測定

その他の者 2,470円

高校生等以下 250円

無酸素性パワ測定ー

その他の者 500円

体力測定 １人１回

高校生等以下 440円

無酸素性持久力測定

その他の者 880円

高校生等以下 1,890円

有酸素性持久力測定

その他の者 3,790円

高校生等以下 430円

筋硬度測定

その他の者 860円

高校生等以下 1,140円

動作分析

その他の者 2,280円

高校生等以下 850円

動作分析映像技術分析 １人１回

その他の者 1,710円

高校生等以下 1,270円

レス・ゲム分析ー ー

その他の者 2,540円

高校生等以下
1,390円

（720円）

トレニング・リハビリテション指導 １人１回ー ー

その他の者
2,780円

（1,440円）

高校生等以下
810円

（550円）

栄 養 指 導 １人１回

その他の者
1,620円

（1,100円）

高校生等以下
1,060円

（800円）

心 理 指 導 １人１回

その他の者
2,120円

（1,600円）

高校生等以下 810円

医 事 相 談 １人１回

その他の者 1,620円

高校生等以下 330円

講 習 １人１回

その他の者 670円

備考

１「高校生等」とは高等専門学校高等学校及びこれらに類する学校その他の施設の学、 、

生及び生徒をいう

。

２括弧書の使用料の額は７人以上の団体が利用する場合の使用料の額である、 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）



（15）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年

度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超

え な い 」 と あ る の は 「 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」

と 、 第 一 項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷

病 に よ る 休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る

こ と が で き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す

る 。
（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項

（ こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る に 規 定 す る

休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し 休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し

た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 （ 同 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職

を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し

て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な

い 。 い 。

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地 第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地

域 手 当 の 合 計 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 域 手 当

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 （ 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） 第 三 条 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 報 酬 及 び 同 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 に 相 当 す る 報 酬 に

限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

（ 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ） （ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤

の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対

す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 四 万 二 第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 と す は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項

の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 非 常 勤 職

員 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 日 額 以

外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 を 定 め

る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 職 員 の 費 用 弁 償 の 額 は 、 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行

政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い

う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の

例 に 準 じ て 、 知 事 が 定 め る 額 と す る 。

（ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給

方 法 は 、 行 政 職 給 料 表 方 法 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料

の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る

給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が 給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が

別 に 定 め る 。 別 に 定 め る 。

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤職員
費用

の名称等
報酬額弁償

の額

医師
日額19,050円４級

、

歯科医師

社会福祉審日額19,050円以内で知事
４級

議会委員が規則で定める額

地方精神保
日額19,050円以内で知事

健福祉審議
が規則で定める額

４級

会委員

感染症診査日額19,050円以内で知事
４級

協議会委員が規則で定める額

判定１件12,700円

精神保健

指定医
立入検 ４級

査質
日額19,050円

、

問及び

診察

当直嘱託医日額23,000円４級

報酬が月額417,000円

月額で以内で知事が規知事

その他の
ある者則で定める額が規

非常勤職員
則で

報酬が日額10,350円以定め

日額で内で知事が規則る級

ある者で定める額

備考「４級」等とあるのは「行政職給料表

４級の職員に対して支給する旅費に相当

する額」等を示す。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 ） （ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を 当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を

定 め る こ と を 目 的 と す る 。 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

八 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に

掲 げ る 職 員

（ 退 職 手 当 の 支 給 ） （ 退 職 手 当 の 支 給 ）

第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前 第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前

条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務

に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法 に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法

第 二 十 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十

八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と

い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡 い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡

に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す

る 。 る 。

２ 職 員 以 外 の 者 で 、 そ の 勤 務 形 態 が 職 員 に 準

ず る も の は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 職 員 と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を

適 用 す る 。

３ ・ ４ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及

び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の ス ポ ー ツ に 関 す る 競 技 水 準 の 向 上 を 図 る た め 、 と ち ぎ ス ポ ー ツ 医 科 学 セ ン タ ー （ 以

下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） を 宇 都 宮 市 に 設 置 す る 。

（ 事 業 ）

第 二 条 セ ン タ ー は 、 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 。

一 ス ポ ー ツ 医 科 学 （ 医 学 、 歯 学 、 生 理 学 、 心 理 学 、 力 学 、 栄 養 学 等 の ス ポ ー ツ に 関 す る 諸 科 学

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 す る 指 導 及 び 相 談 に 関 す る こ と 。

二 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 情 報 の 提 供 に 関 す る こ と 。

三 ス ポ ー ツ 医 科 学 に 関 す る 研 修 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 事 業

（ 休 館 日 及 び 利 用 時 間 ）

第 三 条 セ ン タ ー の 休 館 日 及 び 利 用 時 間 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 利 用 の 許 可 ）

第 四 条 セ ン タ ー を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

（ 許 可 の 基 準 ）

第 五 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 利 用 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 前 条 の 許 可 を し て は な

ら な い 。

一 公 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と き 。

二 そ の 他 セ ン タ ー の 管 理 上 支 障 が あ る と き 。

（ 許 可 の 条 件 ）

第 六 条 知 事 は 、 第 四 条 の 許 可 を す る 場 合 に お い て は 、 セ ン タ ー の 管 理 上 必 要 な 限 度 に お い て 条 件

を 付 す る こ と が で き る 。

（ 権 利 の 譲 渡 等 の 禁 止 ）

第 七 条 第 四 条 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い う 。 ） は 、 そ の 許 可 に 係 る 権 利 を 譲 渡 し 、

又 は 転 貸 し て は な ら な い 。

（ 許 可 の 取 消 し 等 ）

第 八 条 知 事 は 、 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第 四 条 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は

そ の 利 用 の 停 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 第 五 条 各 号 の 規 定 に 該 当 す る に 至 っ た と き 。

二 第 六 条 の 条 件 に 違 反 し た と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 第 四 条 の 許 可 を 受 け た と き 。

四 そ の 他 こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

２ 前 項 の 規 定 に 基 づ く 処 分 に よ り 利 用 者 に 損 失 が 生 じ て も 、 県 は 、 そ の 補 償 の 責 任 を 負 わ な い 。

（ 遵 守 事 項 ）

第 九 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 に 当 た っ て は 、 規 則 で 定 め る 事 項 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。

（ 原 状 回 復 ）

第 十 条 利 用 者 は 、 セ ン タ ー の 利 用 を 終 了 し た と き 、 又 は 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 許 可 を 取 り 消

さ れ た と き は 、 直 ち に 利 用 に 係 る 施 設 （ 附 属 設 備 及 び 物 品 を 含 む 。 第 十 二 条 第 一 号 に お い て 同

じ 。 ） を 原 状 に 回 復 し な け れ ば な ら な い 。

（ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 セ ン タ ー の 管 理 を 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定

管 理 者 」 と い う 。 ） に 行 わ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り セ ン タ ー の 管 理 を 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る 場 合 に お け る 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で

及 び 第 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で の 規 定 及 び 第 八 条 第 一 項 中 「 知 事 」

と あ る の は 「 指 定 管 理 者 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 県 」 と あ る の は 「 県 及 び 指 定 管 理 者 」 と す る 。

（ 業 務 の 範 囲 ）

第 十 二 条 指 定 管 理 者 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 セ ン タ ー の 施 設 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と 。

二 セ ン タ ー の 利 用 の 許 可 に 関 す る こ と 。

三 セ ン タ ー の 運 営 に 関 す る こ と 。

四 前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 附 帯 す る 業 務 を 行 う こ と 。

（ 使 用 料 ）

第 十 三 条 利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 使 用 料 は 、 前 納 と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 使 用 料 の 免 除 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で

き る 。

（ 使 用 料 の 不 還 付 ）

第 十 五 条 既 に 納 付 し た 使 用 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き

は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 十 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 セ ン タ ー の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ セ ン タ ー は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 利 用 に 供 す る も の と す る 。

別表（第13条関係）

利 用 区 分利用者単位使用料

高校生等以下 1,650円

基本測定

その他の者 3,300円

高校生等以下 1,230円

筋力測定

その他の者 2,470円

高校生等以下 250円

無酸素性パワ測定ー

その他の者 500円

体力測定 １人１回

高校生等以下 440円

無酸素性持久力測定

その他の者 880円

高校生等以下 1,890円

有酸素性持久力測定

その他の者 3,790円

高校生等以下 430円

筋硬度測定

その他の者 860円

高校生等以下 1,140円

動作分析

その他の者 2,280円

高校生等以下 850円

動作分析映像技術分析 １人１回

その他の者 1,710円

高校生等以下 1,270円

レス・ゲム分析ー ー

その他の者 2,540円

高校生等以下
1,390円

（720円）

トレニング・リハビリテション指導 １人１回ー ー

その他の者
2,780円

（1,440円）

高校生等以下
810円

（550円）

栄 養 指 導 １人１回

その他の者
1,620円

（1,100円）

高校生等以下
1,060円

（800円）

心 理 指 導 １人１回

その他の者
2,120円

（1,600円）

高校生等以下 810円

医 事 相 談 １人１回

その他の者 1,620円

高校生等以下 330円

講 習 １人１回

その他の者 670円

備考

１「高校生等」とは高等専門学校高等学校及びこれらに類する学校その他の施設の学、 、

生及び生徒をいう

。

２括弧書の使用料の額は７人以上の団体が利用する場合の使用料の額である、 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 ス ポ ー ツ 振 興 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 二 号

職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年

度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超

え な い 」 と あ る の は 「 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」

と 、 第 一 項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷

病 に よ る 休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る

こ と が で き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す

る 。
（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項

（ こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る に 規 定 す る

休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し 休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し

た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 （ 同 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職

を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し

て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な

い 。 い 。

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地 第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地

域 手 当 の 合 計 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 域 手 当

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 （ 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） 第 三 条 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 報 酬 及 び 同 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 に 相 当 す る 報 酬 に

限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

（ 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ） （ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤

の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対

す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 四 万 二 第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 と す は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項

の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 非 常 勤 職

員 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 日 額 以

外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 を 定 め

る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 職 員 の 費 用 弁 償 の 額 は 、 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行

政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い

う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の

例 に 準 じ て 、 知 事 が 定 め る 額 と す る 。

（ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給

方 法 は 、 行 政 職 給 料 表 方 法 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料

の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る

給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が 給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が

別 に 定 め る 。 別 に 定 め る 。

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤職員
費用

の名称等
報酬額弁償

の額

医師
日額19,050円４級

、

歯科医師

社会福祉審日額19,050円以内で知事
４級

議会委員が規則で定める額

地方精神保
日額19,050円以内で知事

健福祉審議
が規則で定める額

４級

会委員

感染症診査日額19,050円以内で知事
４級

協議会委員が規則で定める額

判定１件12,700円

精神保健

指定医
立入検 ４級

査質
日額19,050円

、

問及び

診察

当直嘱託医日額23,000円４級

報酬が月額417,000円

月額で以内で知事が規知事

その他の
ある者則で定める額が規

非常勤職員
則で

報酬が日額10,350円以定め

日額で内で知事が規則る級

ある者で定める額

備考「４級」等とあるのは「行政職給料表

４級の職員に対して支給する旅費に相当

する額」等を示す。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 ） （ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を 当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を

定 め る こ と を 目 的 と す る 。 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

八 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に

掲 げ る 職 員

（ 退 職 手 当 の 支 給 ） （ 退 職 手 当 の 支 給 ）

第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前 第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前

条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務

に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法 に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法

第 二 十 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十

八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と

い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡 い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡

に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す

る 。 る 。

２ 職 員 以 外 の 者 で 、 そ の 勤 務 形 態 が 職 員 に 準

ず る も の は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 職 員 と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を

適 用 す る 。

３ ・ ４ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及

び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二
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職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年

度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超

え な い 」 と あ る の は 「 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」

と 、 第 一 項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷

病 に よ る 休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る

こ と が で き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す

る 。
（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項

（ こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る に 規 定 す る

休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し 休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し

た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 （ 同 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職

を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し

て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な

い 。 い 。

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地 第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地

域 手 当 の 合 計 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 域 手 当

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 （ 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） 第 三 条 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 報 酬 及 び 同 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 に 相 当 す る 報 酬 に

限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

（ 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ） （ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤

の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対

す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 四 万 二 第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 と す は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項

の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 非 常 勤 職

員 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 日 額 以

外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 を 定 め

る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 職 員 の 費 用 弁 償 の 額 は 、 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行

政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い

う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の

例 に 準 じ て 、 知 事 が 定 め る 額 と す る 。

（ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給

方 法 は 、 行 政 職 給 料 表 方 法 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料

の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る

給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が 給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が

別 に 定 め る 。 別 に 定 め る 。

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤職員
費用

の名称等
報酬額弁償

の額

医師
日額19,050円４級

、

歯科医師

社会福祉審日額19,050円以内で知事
４級

議会委員が規則で定める額

地方精神保
日額19,050円以内で知事

健福祉審議
が規則で定める額

４級

会委員

感染症診査日額19,050円以内で知事
４級

協議会委員が規則で定める額

判定１件12,700円

精神保健

指定医
立入検 ４級

査質
日額19,050円

、

問及び

診察

当直嘱託医日額23,000円４級

報酬が月額417,000円

月額で以内で知事が規知事

その他の
ある者則で定める額が規

非常勤職員
則で

報酬が日額10,350円以定め

日額で内で知事が規則る級

ある者で定める額

備考「４級」等とあるのは「行政職給料表

４級の職員に対して支給する旅費に相当

する額」等を示す。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 ） （ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を 当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を

定 め る こ と を 目 的 と す る 。 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

八 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に

掲 げ る 職 員

（ 退 職 手 当 の 支 給 ） （ 退 職 手 当 の 支 給 ）

第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前 第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前

条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務

に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法 に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法

第 二 十 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十

八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と

い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡 い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡

に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す

る 。 る 。

２ 職 員 以 外 の 者 で 、 そ の 勤 務 形 態 が 職 員 に 準

ず る も の は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 職 員 と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を

適 用 す る 。

３ ・ ４ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及

び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二
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職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年

度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超

え な い 」 と あ る の は 「 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」

と 、 第 一 項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷

病 に よ る 休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る

こ と が で き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す

る 。
（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項

（ こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る に 規 定 す る

休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し 休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し

た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 （ 同 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職

を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し

て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な

い 。 い 。

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地 第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地

域 手 当 の 合 計 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 域 手 当

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 （ 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） 第 三 条 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 報 酬 及 び 同 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 に 相 当 す る 報 酬 に

限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

（ 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ） （ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤

の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対

す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 四 万 二 第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 と す は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項

の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 非 常 勤 職

員 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 日 額 以

外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 を 定 め

る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 職 員 の 費 用 弁 償 の 額 は 、 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行

政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い

う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の

例 に 準 じ て 、 知 事 が 定 め る 額 と す る 。

（ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給

方 法 は 、 行 政 職 給 料 表 方 法 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料

の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る

給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が 給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が

別 に 定 め る 。 別 に 定 め る 。

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤職員
費用

の名称等
報酬額弁償

の額

医師
日額19,050円４級

、

歯科医師

社会福祉審日額19,050円以内で知事
４級

議会委員が規則で定める額

地方精神保
日額19,050円以内で知事

健福祉審議
が規則で定める額

４級

会委員

感染症診査日額19,050円以内で知事
４級

協議会委員が規則で定める額

判定１件12,700円

精神保健

指定医
立入検 ４級

査質
日額19,050円

、

問及び

診察

当直嘱託医日額23,000円４級

報酬が月額417,000円

月額で以内で知事が規知事

その他の
ある者則で定める額が規

非常勤職員
則で

報酬が日額10,350円以定め

日額で内で知事が規則る級

ある者で定める額

備考「４級」等とあるのは「行政職給料表

４級の職員に対して支給する旅費に相当

する額」等を示す。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 ） （ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を 当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を

定 め る こ と を 目 的 と す る 。 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

八 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に

掲 げ る 職 員

（ 退 職 手 当 の 支 給 ） （ 退 職 手 当 の 支 給 ）

第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前 第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前

条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務

に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法 に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法

第 二 十 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十

八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と

い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡 い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡

に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す

る 。 る 。

２ 職 員 以 外 の 者 で 、 そ の 勤 務 形 態 が 職 員 に 準

ず る も の は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 職 員 と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を

適 用 す る 。

３ ・ ４ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及

び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二
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職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 六 条 略 第 六 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年

度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超

え な い 」 と あ る の は 「 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二

項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」

と 、 第 一 項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷

病 に よ る 休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る

こ と が で き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す

る 。
（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項 第 八 条 任 命 権 者 は 、 第 六 条 第 一 項 及 び 第 三 項

（ こ れ ら の 規 定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読

み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る に 規 定 す る

休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し 休 職 の 期 間 中 で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し

た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ た と 認 め ら れ る と き は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 （ 同 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 復 職

を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し を 命 ず る 場 合 に お い て は 、 医 師 二 名 を 指 定 し

て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な て あ ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な

い 。 い 。

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 、 効 果 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地 第 四 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 給 料 及 び 地

域 手 当 の 合 計 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 域 手 当

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 （ 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例

（ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 八 号 ） 第 三 条 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 報 酬 及 び 同 条 第

六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 に 相 当 す る 報 酬 に

限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の の 十 分 の 一 以 下 を 減 ず る も の

と す る 。 と す る 。

（ 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ） （ 目 的 及 び 適 用 範 囲 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 非 常 勤

の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 の 職 員 （ 以 下 「 非 常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対

す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方

法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。 法 に つ い て 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

２ 略 ２ 略

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 四 万 二 第 二 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 と す は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 。

２ 知 事 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ る と 認

め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項

の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る 非 常 勤 職

員 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 日 額 以

外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 職 員 の 報 酬 の 額 を 定 め

る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 職 員 の 費 用 弁 償 の 額 は 、 職

員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県

条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行

政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料 表 」 と い

う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の

例 に 準 じ て 、 知 事 が 定 め る 額 と す る 。

（ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 ）

第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給 第 三 条 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 支 給

方 法 は 、 行 政 職 給 料 表 方 法 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十

七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 （ 以 下 「 行 政 職 給 料

の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 す る

給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が 給 料 及 び 旅 費 支 給 の 例 に 準 じ て 、 任 命 権 者 が

別 に 定 め る 。 別 に 定 め る 。

附 則 附 則

① 略 １ 略

２ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤職員
費用

の名称等
報酬額弁償

の額

医師
日額19,050円４級

、

歯科医師

社会福祉審日額19,050円以内で知事
４級

議会委員が規則で定める額

地方精神保
日額19,050円以内で知事

健福祉審議
が規則で定める額

４級

会委員

感染症診査日額19,050円以内で知事
４級

協議会委員が規則で定める額

判定１件12,700円

精神保健

指定医
立入検 ４級

査質
日額19,050円

、

問及び

診察

当直嘱託医日額23,000円４級

報酬が月額417,000円

月額で以内で知事が規知事

その他の
ある者則で定める額が規

非常勤職員
則で

報酬が日額10,350円以定め

日額で内で知事が規則る級

ある者で定める額

備考「４級」等とあるのは「行政職給料表

４級の職員に対して支給する旅費に相当

する額」等を示す。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 目 的 ） （ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 第 一 条 こ の 条 例 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を 当 す る 者 に 支 給 す る 退 職 手 当 に 関 す る 事 項 を

定 め る こ と を 目 的 と す る 。 定 め る こ と を 目 的 と す る 。

一 ～ 七 略 一 ～ 七 略

八 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に

掲 げ る 職 員

（ 退 職 手 当 の 支 給 ） （ 退 職 手 当 の 支 給 ）

第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前 第 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 は 、 前

条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務 条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 で 、 常 時 勤 務

に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法 に 服 す る こ と を 要 す る も の （ 地 方 公 務 員 法

第 二 十 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十

八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は

第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と

い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡 い う 。 ） が 退 職 し た 場 合 に は 、 そ の 者 （ 死 亡

に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す に よ る 退 職 の 場 合 に は 、 そ の 遺 族 ） に 支 給 す

る 。 る 。

２ 職 員 以 外 の 者 で 、 そ の 勤 務 形 態 が 職 員 に 準

ず る も の は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 職 員 と み な し て 、 こ の 条 例 の 規 定 を

適 用 す る 。

３ ・ ４ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 人 事 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 給 与 及

び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員

（ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第

百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管 百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙

長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選 長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選

挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の 挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を

定 め る も の と す る 。 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員

会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い 会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い

う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ

せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に

出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及 出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及

び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 委 員 等 の 報 酬 額 ） （ 委 員 等 の 報 酬 額 ）

第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次 第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一 一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 日 に つ き 二 万 二 千 円

事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一 二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 日 に つ き 二 万 円

定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九 三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九

千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円

囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

四 あ つ せ ん 員 日 額 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 四 あ つ せ ん 員 日 額 一 万 三 百 五 十 円

内 で 知 事 が 定 め る 額

（ 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す

る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超 え な い 」 と あ る の

は 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規

定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」 と 、 第 一

項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷 病 に よ る

休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る こ と が で

き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す る 。

（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 （ こ れ ら の 規 第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項

定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中

で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ

る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項 （ 同 条 第 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員

に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ

ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。 ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。

３ 略 ３ 略

（ 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、 第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、

給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員

に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額 に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額

を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計 を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計

額 （ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 額

の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ つ て は 、

報 酬 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用

弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 十

号 ） 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ

る 報 酬 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当

に 相 当 す る 報 酬 に 限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 の 十 分 の 一

以 下 を 減 ず る も の と す る 。 以 下 を 減 ず る も の と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に

掲 げ る 者 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 掲 げ る 者

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。 を い う 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ 略 ２ 略

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例

第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に （ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に

よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別

調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手

当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特

殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日

給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期 給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期

末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手

当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教

育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。 別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。

（ 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木

県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会

委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費

用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第

五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ） （ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ）

第 十 九 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 第 十 九 条

務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計

年 度 任 用 職 員 に 限 る 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る も の と し 、 給 与 の 額 及 び そ の 支 給 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮

し 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 が 定 め る 。

一 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 及 び 期 末 手 当

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当

２ 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 務 員 法 ① 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の

第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給 の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給

す る 。 す る 。

（ 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す
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年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員

（ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第

百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管 百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙

長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選 長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選

挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の 挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を

定 め る も の と す る 。 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員

会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い 会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い

う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ

せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に

出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及 出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及

び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 委 員 等 の 報 酬 額 ） （ 委 員 等 の 報 酬 額 ）

第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次 第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一 一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 日 に つ き 二 万 二 千 円

事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一 二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 日 に つ き 二 万 円

定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九 三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九

千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円

囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

四 あ つ せ ん 員 日 額 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 四 あ つ せ ん 員 日 額 一 万 三 百 五 十 円

内 で 知 事 が 定 め る 額

（ 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す

る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超 え な い 」 と あ る の

は 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規

定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」 と 、 第 一

項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷 病 に よ る

休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る こ と が で

き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す る 。

（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 （ こ れ ら の 規 第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項

定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中

で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ

る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項 （ 同 条 第 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員

に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ

ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。 ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。

３ 略 ３ 略

（ 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、 第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、

給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員

に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額 に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額

を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計 を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計

額 （ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 額

の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ つ て は 、

報 酬 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用

弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 十

号 ） 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ

る 報 酬 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当

に 相 当 す る 報 酬 に 限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 の 十 分 の 一

以 下 を 減 ず る も の と す る 。 以 下 を 減 ず る も の と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に

掲 げ る 者 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 掲 げ る 者

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。 を い う 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ 略 ２ 略

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例

第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に （ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に

よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別

調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手

当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特

殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日

給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期 給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期

末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手

当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教

育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。 別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。

（ 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木

県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会

委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費

用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第

五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ） （ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ）

第 十 九 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 第 十 九 条

務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計

年 度 任 用 職 員 に 限 る 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る も の と し 、 給 与 の 額 及 び そ の 支 給 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮

し 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 が 定 め る 。

一 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 及 び 期 末 手 当

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当

２ 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 務 員 法 ① 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の

第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給 の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給

す る 。 す る 。

（ 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す



（21）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員

（ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第

百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管 百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙

長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選 長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選

挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の 挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を

定 め る も の と す る 。 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員

会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い 会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い

う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ

せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に

出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及 出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及

び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 委 員 等 の 報 酬 額 ） （ 委 員 等 の 報 酬 額 ）

第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次 第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一 一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 日 に つ き 二 万 二 千 円

事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一 二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 日 に つ き 二 万 円

定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九 三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九

千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円

囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

四 あ つ せ ん 員 日 額 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 四 あ つ せ ん 員 日 額 一 万 三 百 五 十 円

内 で 知 事 が 定 め る 額

（ 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す

る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超 え な い 」 と あ る の

は 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規

定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」 と 、 第 一

項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷 病 に よ る

休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る こ と が で

き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す る 。

（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 （ こ れ ら の 規 第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項

定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中

で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ

る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項 （ 同 条 第 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員

に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ

ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。 ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。

３ 略 ３ 略

（ 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、 第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、

給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員

に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額 に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額

を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計 を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計

額 （ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 額

の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ つ て は 、

報 酬 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用

弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 十

号 ） 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ

る 報 酬 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当

に 相 当 す る 報 酬 に 限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 の 十 分 の 一

以 下 を 減 ず る も の と す る 。 以 下 を 減 ず る も の と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に

掲 げ る 者 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 掲 げ る 者

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。 を い う 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ 略 ２ 略

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例

第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に （ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に

よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別

調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手

当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特

殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日

給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期 給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期

末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手

当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教

育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。 別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。

（ 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木

県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会

委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費

用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第

五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ） （ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ）

第 十 九 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 第 十 九 条

務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計

年 度 任 用 職 員 に 限 る 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る も の と し 、 給 与 の 額 及 び そ の 支 給 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮

し 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 が 定 め る 。

一 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 及 び 期 末 手 当

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当

２ 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 務 員 法 ① 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の

第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給 の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給

す る 。 す る 。

（ 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す
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年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員

（ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第

百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管 百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙

長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選 長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選

挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の 挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を

定 め る も の と す る 。 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員

会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い 会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い

う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ

せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に

出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及 出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及

び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 委 員 等 の 報 酬 額 ） （ 委 員 等 の 報 酬 額 ）

第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次 第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一 一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 日 に つ き 二 万 二 千 円

事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一 二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 日 に つ き 二 万 円

定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九 三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九

千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円

囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

四 あ つ せ ん 員 日 額 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 四 あ つ せ ん 員 日 額 一 万 三 百 五 十 円

内 で 知 事 が 定 め る 額

（ 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す

る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超 え な い 」 と あ る の

は 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規

定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」 と 、 第 一

項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷 病 に よ る

休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る こ と が で

き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す る 。

（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 （ こ れ ら の 規 第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項

定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中

で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ

る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項 （ 同 条 第 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員

に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ

ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。 ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。

３ 略 ３ 略

（ 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、 第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、

給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員

に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額 に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額

を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計 を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計

額 （ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 額

の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ つ て は 、

報 酬 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用

弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 十

号 ） 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ

る 報 酬 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当

に 相 当 す る 報 酬 に 限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 の 十 分 の 一

以 下 を 減 ず る も の と す る 。 以 下 を 減 ず る も の と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に

掲 げ る 者 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 掲 げ る 者

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。 を い う 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ 略 ２ 略

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例

第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に （ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に

よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別

調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手

当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特

殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日

給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期 給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期

末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手

当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教

育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。 別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。

（ 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木

県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会

委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費

用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第

五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ） （ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ）

第 十 九 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 第 十 九 条

務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計

年 度 任 用 職 員 に 限 る 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る も の と し 、 給 与 の 額 及 び そ の 支 給 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮

し 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 が 定 め る 。

一 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 及 び 期 末 手 当

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当

２ 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 務 員 法 ① 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の

第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給 の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給

す る 。 す る 。

（ 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す
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年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 選 挙 管 理 委 員 会 委 員

（ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第 （ 以 下 「 選 挙 管 理 委 員 」 と い う 。 ） 、 同 法 第

百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管 百 八 十 九 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 （ 以 下 「 臨 時 に 選 挙 管

理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙 理 委 員 に 充 て ら れ た 者 」 と い う 。 ） 、 選 挙

長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選 長 、 選 挙 分 会 長 、 審 査 分 会 長 、 選 挙 会 及 び 選

挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の 挙 分 会 の 選 挙 立 会 人 並 び に 審 査 分 会 立 会 人 の

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を

定 め る も の と す る 。 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 栃 木 県 労 働 委 員 会 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 規 定 に よ り 、 栃 木 県 労 働 委 員 会 （ 以 下 「 委 員

会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い 会 」 と い う 。 ） の 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い

う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ う 。 ） 及 び 委 員 会 の あ つ せ ん 員 （ 以 下 「 あ つ

せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 せ ん 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め 、 並 び に 委 員 会 に

出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及 出 頭 を 求 め ら れ た 者 に 対 す る 費 用 弁 償 の 額 及

び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 び 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 委 員 等 の 報 酬 額 ） （ 委 員 等 の 報 酬 額 ）

第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次 第 二 条 委 員 及 び あ つ せ ん 員 の 報 酬 の 額 は 、 次

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一 一 会 長 た る 委 員 月 額 九 万 七 千 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 二 千 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 日 に つ き 二 万 二 千 円

事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一 二 公 益 委 員 月 額 八 万 八 千 五 百 円 に 勤 務 一

日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 知 事 が 日 に つ き 二 万 円

定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九 三 使 用 者 委 員 及 び 労 働 者 委 員 月 額 七 万 九

千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円 を 超 え な い 範 千 円 に 勤 務 一 日 に つ き 二 万 円

囲 内 で 知 事 が 定 め る 額 を 加 算 し た 額 を 加 算 し た 額

四 あ つ せ ん 員 日 額 二 万 円 を 超 え な い 範 囲 四 あ つ せ ん 員 日 額 一 万 三 百 五 十 円

内 で 知 事 が 定 め る 額

（ 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 教 育 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 「 委 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 公 安 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 学 校 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 休 職 の 期 間 ） （ 休 職 の 期 間 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の

二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す

る 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ れ ら の 規 定 中 「 三 年 を 超 え な い 」 と あ る の

は 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規

定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 」 と 、 第 一

項 中 「 定 め る 。 た だ し 、 公 務 上 の 傷 病 に よ る

休 職 の 期 間 は 、 三 年 を 超 え て 定 め る こ と が で

き る 」 と あ る の は 「 定 め る 」 と す る 。

（ 復 職 ） （ 復 職 ）

第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項 （ こ れ ら の 規 第 九 条 第 七 条 第 一 項 及 び 第 三 項

定 を 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中

で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ で あ っ て も 、 そ の 事 由 が 消 滅 し た と 認 め ら れ

る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ る と き は 、 任 命 権 者 は 、 速 や か に 復 職 を 命 じ

な け れ ば な ら な い 。 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項 （ 同 条 第 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 、 第 七 条 第 一 項

四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員 に 規 定 す る 休 職 の 期 間 中 の 学 校 職 員

に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ に 復 職 を 命 ず る 場 合 に は 、 医 師 を 指 定 し て あ

ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。 ら か じ め 診 断 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。

３ 略 ３ 略

（ 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 学 校 職 員 の 懲 戒 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 減 給 の 効 果 ） （ 減 給 の 効 果 ）

第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、 第 五 条 減 給 は 、 一 日 以 上 六 月 以 下 の 範 囲 で 、

給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 料 の 月 額 （ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 四 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 一 号 ） 第 三 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 項 の 規 定 に よ り 教 職 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員

に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額 に あ つ て は 、 給 料 の 月 額 に 教 職 調 整 額 の 月 額

を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計 を 加 算 し た 額 ） 及 び 地 域 手 当 の 月 額 と の 合 計

額 （ 学 校 職 員 の う ち 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 額

の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ つ て は 、

報 酬 （ 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 び 費 用

弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条 例 第 十

号 ） 第 三 条 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ

る 報 酬 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当

に 相 当 す る 報 酬 に 限 る 。 ） の 額 ） の 十 分 の 一 の 十 分 の 一

以 下 を 減 ず る も の と す る 。 以 下 を 減 ず る も の と す る 。

（ 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 職 員 」 と は 、 次 に

掲 げ る 者 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す 掲 げ る 者

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） を い う 。 を い う 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

２ 略 ２ 略

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 第 五 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の

勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例

第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ）

第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間

（ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に （ 以 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に

よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別

調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 調 整 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手

当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特

殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日 殊 勤 務 手 当 、 超 過 勤 務 手 当 、 夜 勤 手 当 、 休 日

給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期 給 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 期

末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 、 へ き 地 手

当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教 当 、 へ き 地 手 当 に 準 ず る 手 当 、 定 時 制 通 信 教

育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 育 手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特

別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。 別 手 当 を 除 い た 全 額 と す る 。

（ 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木

県 条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会

委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費

用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 を 定 め る も の

と す る 。 と す る 。

（ 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二

十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 収 用 委 員 会 委 員 （ 以 下

「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 「 委 員 」 と い う 。 ） の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額

並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 並 び に 支 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第

五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ） （ 非 常 勤 職 員 等 の 給 与 ）

第 十 九 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 第 十 九 条

務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計

年 度 任 用 職 員 に 限 る 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る も の と し 、 給 与 の 額 及 び そ の 支 給 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮

し 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 が 定 め る 。

一 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 及 び 期 末 手 当

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二

号 に 掲 げ る 者 給 料 、 地 域 手 当 、 通 勤 手

当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 夜 勤 手 当 、 宿

日 直 手 当 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当

２ 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の （ 地 方 公 務 員 法 ① 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の

第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給 の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 で 給 与 を 支 給

す る 。 す る 。

（ 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 七 条 栃 木 県 公 害 紛 争 処 理 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 報 酬 等 ）

第 五 条 削 除 第 五 条 審 査 会 の 委 員 に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 給 方 法 は 知

事 が 別 に 定 め る 。

一 報 酬 の 額 日 額 一 万 三 百 五 十 円

二 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以 下

「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 七 級 の 職 務 に あ

る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額

（ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ） （ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ）

第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年 第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年

政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ）

第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁 第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁

償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支

給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。 給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。

一 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 一 費 用 弁 償 の 額 給 与 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 の 適 用

を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算

定 し た 額 定 し た 額

二 略 二 略

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の ２ 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の

額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職

員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 規 定 は 、 適 用 し な い 。

（ 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職 規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職

員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以 員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以

下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に

つ い て 定 め る も の と す る 。 つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め の 額 は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 額 と す る 。

２ 教 育 委 員 会 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る

非 常 勤 教 育 職 員 等 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の

範 囲 内 で 日 額 以 外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 教 育 職

員 等 の 報 酬 の 額 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 費 用 弁 償 の 額

は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給

す る 旅 費 の 例 に 準 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る

額 と す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

３ こ の 条 例 は 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 ３ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し 当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

な い 。 三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額

称

１県立学１時間8,910円 ４級

校の非常

勤講師

（医師、

歯科医師

及びこれ

らに準ず

る者で教

育委員会

が定める

ものに限

る）。

２県立学１校ごと（定時制又４級

校の学校は通信制を置く学校

医及び学にあっては教育委、

校歯科医員会が定める課程ご

と） に年額

440,000円以内で教

育委員会が定める額

３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円

薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５その他報酬が月額教育委員

の非常勤月額で350,000円会が定め

教育職員定めら以内で教育る級

等 れる者委員会が定

める額

報酬が１時間

１時間5,000円以

当たり内で教育委

の額で員会が定め

定めらる額

れる者

備考

１「４級」等とあるのは「職員の給与、

に関する条例（昭和27年栃木県条例第１

号）第５条第１項第１号に掲げる行政職

給料表４級の職員に対して支給する旅費

に相当する額」等を示す。

２同一の敷地内にある２以上の学校で教

育委員会が定めるものは１の学校とみ、

なす。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ

れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務 れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第

二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業

等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第

六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す 六 条 第 一 項

る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五

号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 さ れ る 者

項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 に あ っ

て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合 に 任 用 さ れ る 者

に 限 る 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ）

の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議 第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議

会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員

会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並 会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並

び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教 び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教

育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の 育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の

者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方

公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項

者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 三 十 五 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ の 規 定 に よ

り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者

十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 に あ っ て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合

に 任 用 さ れ る 者 に 限 る 。 ） を 除 く 。 ） を い を 除 く 。 ） を い

う 。 う 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年

栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条

件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 件 附 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め 第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め

る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員

イ 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 （ 以 下 「 特

定 職 」 と い う 。 ） に 引 き 続 き 在 職 し た

期 間 が 一 年 以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

⑵ そ の 養 育 す る 子 （ 育 児 休 業 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 子 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） が 一 歳 六 か 月 に 達 す る 日 （ 以 下

「 一 歳 六 か 月 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 第
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る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 報 酬 等 ）

第 五 条 削 除 第 五 条 審 査 会 の 委 員 に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 給 方 法 は 知

事 が 別 に 定 め る 。

一 報 酬 の 額 日 額 一 万 三 百 五 十 円

二 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以 下

「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 七 級 の 職 務 に あ

る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額

（ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ） （ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ）

第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年 第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年

政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ）

第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁 第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁

償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支

給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。 給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。

一 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 一 費 用 弁 償 の 額 給 与 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 の 適 用

を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算

定 し た 額 定 し た 額

二 略 二 略

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の ２ 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の

額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職

員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 規 定 は 、 適 用 し な い 。

（ 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職 規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職

員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以 員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以

下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に

つ い て 定 め る も の と す る 。 つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め の 額 は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 額 と す る 。

２ 教 育 委 員 会 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る

非 常 勤 教 育 職 員 等 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の

範 囲 内 で 日 額 以 外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 教 育 職

員 等 の 報 酬 の 額 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 費 用 弁 償 の 額

は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給

す る 旅 費 の 例 に 準 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る

額 と す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

３ こ の 条 例 は 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 ３ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し 当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

な い 。 三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額

称

１県立学１時間8,910円 ４級

校の非常

勤講師

（医師、

歯科医師

及びこれ

らに準ず

る者で教

育委員会

が定める

ものに限

る）。

２県立学１校ごと（定時制又４級

校の学校は通信制を置く学校

医及び学にあっては教育委、

校歯科医員会が定める課程ご

と） に年額

440,000円以内で教

育委員会が定める額

３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円

薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５その他報酬が月額教育委員

の非常勤月額で350,000円会が定め

教育職員定めら以内で教育る級

等 れる者委員会が定

める額

報酬が１時間

１時間5,000円以

当たり内で教育委

の額で員会が定め

定めらる額

れる者

備考

１「４級」等とあるのは「職員の給与、

に関する条例（昭和27年栃木県条例第１

号）第５条第１項第１号に掲げる行政職

給料表４級の職員に対して支給する旅費

に相当する額」等を示す。

２同一の敷地内にある２以上の学校で教

育委員会が定めるものは１の学校とみ、

なす。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ

れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務 れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第

二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業

等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第

六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す 六 条 第 一 項

る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五

号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 さ れ る 者

項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 に あ っ

て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合 に 任 用 さ れ る 者

に 限 る 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ）

の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議 第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議

会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員

会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並 会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並

び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教 び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教

育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の 育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の

者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方

公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項

者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 三 十 五 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ の 規 定 に よ

り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者

十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 に あ っ て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合

に 任 用 さ れ る 者 に 限 る 。 ） を 除 く 。 ） を い を 除 く 。 ） を い

う 。 う 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年

栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条

件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 件 附 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め 第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め

る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員

イ 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 （ 以 下 「 特

定 職 」 と い う 。 ） に 引 き 続 き 在 職 し た

期 間 が 一 年 以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

⑵ そ の 養 育 す る 子 （ 育 児 休 業 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 子 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） が 一 歳 六 か 月 に 達 す る 日 （ 以 下

「 一 歳 六 か 月 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 第
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る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 報 酬 等 ）

第 五 条 削 除 第 五 条 審 査 会 の 委 員 に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 給 方 法 は 知

事 が 別 に 定 め る 。

一 報 酬 の 額 日 額 一 万 三 百 五 十 円

二 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以 下

「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 七 級 の 職 務 に あ

る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額

（ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ） （ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ）

第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年 第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年

政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ）

第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁 第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁

償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支

給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。 給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。

一 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 一 費 用 弁 償 の 額 給 与 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 の 適 用

を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算

定 し た 額 定 し た 額

二 略 二 略

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の ２ 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の

額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職

員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 規 定 は 、 適 用 し な い 。

（ 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職 規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職

員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以 員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以

下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に

つ い て 定 め る も の と す る 。 つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め の 額 は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 額 と す る 。

２ 教 育 委 員 会 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る

非 常 勤 教 育 職 員 等 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の

範 囲 内 で 日 額 以 外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 教 育 職

員 等 の 報 酬 の 額 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 費 用 弁 償 の 額

は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給

す る 旅 費 の 例 に 準 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る

額 と す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

３ こ の 条 例 は 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 ３ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し 当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

な い 。 三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額

称

１県立学１時間8,910円 ４級

校の非常

勤講師

（医師、

歯科医師

及びこれ

らに準ず

る者で教

育委員会

が定める

ものに限

る）。

２県立学１校ごと（定時制又４級

校の学校は通信制を置く学校

医及び学にあっては教育委、

校歯科医員会が定める課程ご

と） に年額

440,000円以内で教

育委員会が定める額

３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円

薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５その他報酬が月額教育委員

の非常勤月額で350,000円会が定め

教育職員定めら以内で教育る級

等 れる者委員会が定

める額

報酬が１時間

１時間5,000円以

当たり内で教育委

の額で員会が定め

定めらる額

れる者

備考

１「４級」等とあるのは「職員の給与、

に関する条例（昭和27年栃木県条例第１

号）第５条第１項第１号に掲げる行政職

給料表４級の職員に対して支給する旅費

に相当する額」等を示す。

２同一の敷地内にある２以上の学校で教

育委員会が定めるものは１の学校とみ、

なす。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ

れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務 れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第

二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業

等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第

六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す 六 条 第 一 項

る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五

号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 さ れ る 者

項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 に あ っ

て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合 に 任 用 さ れ る 者

に 限 る 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ）

の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議 第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議

会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員

会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並 会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並

び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教 び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教

育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の 育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の

者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方

公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項

者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 三 十 五 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ の 規 定 に よ

り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者

十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 に あ っ て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合

に 任 用 さ れ る 者 に 限 る 。 ） を 除 く 。 ） を い を 除 く 。 ） を い

う 。 う 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年

栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条

件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 件 附 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め 第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め

る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員

イ 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 （ 以 下 「 特

定 職 」 と い う 。 ） に 引 き 続 き 在 職 し た

期 間 が 一 年 以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

⑵ そ の 養 育 す る 子 （ 育 児 休 業 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 子 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） が 一 歳 六 か 月 に 達 す る 日 （ 以 下

「 一 歳 六 か 月 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 第

育委員会が定める額



（26） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 報 酬 等 ）

第 五 条 削 除 第 五 条 審 査 会 の 委 員 に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 給 方 法 は 知

事 が 別 に 定 め る 。

一 報 酬 の 額 日 額 一 万 三 百 五 十 円

二 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以 下

「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 七 級 の 職 務 に あ

る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額

（ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ） （ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ）

第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年 第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年

政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ）

第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁 第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁

償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支

給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。 給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。

一 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 一 費 用 弁 償 の 額 給 与 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 の 適 用

を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算

定 し た 額 定 し た 額

二 略 二 略

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の ２ 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の

額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職

員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 規 定 は 、 適 用 し な い 。

（ 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職 規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職

員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以 員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以

下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に

つ い て 定 め る も の と す る 。 つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め の 額 は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 額 と す る 。

２ 教 育 委 員 会 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る

非 常 勤 教 育 職 員 等 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の

範 囲 内 で 日 額 以 外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 教 育 職

員 等 の 報 酬 の 額 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 費 用 弁 償 の 額

は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給

す る 旅 費 の 例 に 準 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る

額 と す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

３ こ の 条 例 は 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 ３ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し 当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

な い 。 三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額

称

１県立学１時間8,910円 ４級

校の非常

勤講師

（医師、

歯科医師

及びこれ

らに準ず

る者で教

育委員会

が定める

ものに限

る）。

２県立学１校ごと（定時制又４級

校の学校は通信制を置く学校

医及び学にあっては教育委、

校歯科医員会が定める課程ご

と） に年額

440,000円以内で教

育委員会が定める額

３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円

薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５その他報酬が月額教育委員

の非常勤月額で350,000円会が定め

教育職員定めら以内で教育る級

等 れる者委員会が定

める額

報酬が１時間

１時間5,000円以

当たり内で教育委

の額で員会が定め

定めらる額

れる者

備考

１「４級」等とあるのは「職員の給与、

に関する条例（昭和27年栃木県条例第１

号）第５条第１項第１号に掲げる行政職

給料表４級の職員に対して支給する旅費

に相当する額」等を示す。

２同一の敷地内にある２以上の学校で教

育委員会が定めるものは１の学校とみ、

なす。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ

れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務 れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第

二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業

等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第

六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す 六 条 第 一 項

る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五

号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 さ れ る 者

項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 に あ っ

て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合 に 任 用 さ れ る 者

に 限 る 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ）

の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議 第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議

会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員

会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並 会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並

び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教 び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教

育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の 育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の

者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方

公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項

者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 三 十 五 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ の 規 定 に よ

り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者

十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 に あ っ て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合

に 任 用 さ れ る 者 に 限 る 。 ） を 除 く 。 ） を い を 除 く 。 ） を い

う 。 う 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年

栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条

件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 件 附 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め 第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め

る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員

イ 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 （ 以 下 「 特

定 職 」 と い う 。 ） に 引 き 続 き 在 職 し た

期 間 が 一 年 以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

⑵ そ の 養 育 す る 子 （ 育 児 休 業 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 子 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） が 一 歳 六 か 月 に 達 す る 日 （ 以 下

「 一 歳 六 か 月 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 第
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る 。

改 正 後 改 正 前

（ 委 員 の 報 酬 等 ）

第 五 条 削 除 第 五 条 審 査 会 の 委 員 に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁

償 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 給 方 法 は 知

事 が 別 に 定 め る 。

一 報 酬 の 額 日 額 一 万 三 百 五 十 円

二 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 。 以 下

「 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 一 項 第 一

号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 七 級 の 職 務 に あ

る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額

（ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ） （ 参 考 人 等 の 費 用 弁 償 等 ）

第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年 第 六 条 公 害 紛 争 処 理 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 五 年

政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 政 令 第 二 百 五 十 三 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ）

第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁 第 十 六 条 の 参 考 人 又 は 鑑 定 人 に 対 す る 費 用 弁

償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支 償 及 び 鑑 定 料 の 額 は 次 の と お り と し 、 そ の 支

給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。 給 方 法 は 知 事 が 別 に 定 め る 。

一 費 用 弁 償 の 額 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 一 費 用 弁 償 の 額 給 与 条 例

（ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 の 適 用

を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算 を 受 け る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 の 例 に よ り 算

定 し た 額 定 し た 額

二 略 二 略

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の ２ 第 五 条 及 び 第 六 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の

額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職 額 を 算 定 す る 場 合 に お い て は 、 当 分 の 間 、 職

員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項 及 び 第 五 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。 規 定 は 、 適 用 し な い 。

（ 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 の 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職 規 定 に 基 づ き 、 県 に 勤 務 す る 非 常 勤 の 教 育 職

員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以 員 、 学 校 医 、 学 校 歯 科 医 、 学 校 薬 剤 師 等 （ 以

下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 下 「 非 常 勤 教 育 職 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る

報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に

つ い て 定 め る も の と す る 。 つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 報 酬 の 額 ） （ 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 第 二 条 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償

三 万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 教 育 委 員 会 が 定 め の 額 は 、 別 表 の と お り と す る 。

る 額 と す る 。

２ 教 育 委 員 会 は 、 特 別 の 事 情 に よ り 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 の 規 定 に よ り 報 酬 の 額 が 定 め ら れ る

非 常 勤 教 育 職 員 等 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の

範 囲 内 で 日 額 以 外 の 方 法 に よ り 非 常 勤 教 育 職

員 等 の 報 酬 の 額 を 定 め る こ と が で き る 。

（ 費 用 弁 償 の 額 ）

第 二 条 の 二 非 常 勤 教 育 職 員 等 の 費 用 弁 償 の 額

は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 支 給

す る 旅 費 の 例 に 準 じ て 、 教 育 委 員 会 が 定 め る

額 と す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

３ こ の 条 例 は 、 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 ３ 第 二 条 の 規 定 に よ り 費 用 弁 償 の 額 を 算 定 す

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 る 場 合 に お い て は 、 知 事 が 定 め る 者 を 除 き 、

条 例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 に は 適 用 し 当 分 の 間 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和

な い 。 三 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 附 則 第 四 項

及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

別表（第２条関係）

非常勤教育報酬額費用弁償

職員等の名 の額

称

１県立学１時間8,910円 ４級

校の非常

勤講師

（医師、

歯科医師

及びこれ

らに準ず

る者で教

育委員会

が定める

ものに限

る）。

２県立学１校ごと（定時制又４級

校の学校は通信制を置く学校

医及び学にあっては教育委、

校歯科医員会が定める課程ご

と） に年額

440,000円以内で教

育委員会が定める額

３県立学１校ごとに年額４級

校の学校157,000円

薬剤師

４県立学１校ごとに日額４級

校の健康19,050円

診断嘱託

医

５その他報酬が月額教育委員

の非常勤月額で350,000円会が定め

教育職員定めら以内で教育る級

等 れる者委員会が定

める額

報酬が１時間

１時間5,000円以

当たり内で教育委

の額で員会が定め

定めらる額

れる者

備考

１「４級」等とあるのは「職員の給与、

に関する条例（昭和27年栃木県条例第１

号）第５条第１項第１号に掲げる行政職

給料表４級の職員に対して支給する旅費

に相当する額」等を示す。

２同一の敷地内にある２以上の学校で教

育委員会が定めるものは１の学校とみ、

なす。

（ 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 九 条 栃 木 県 公 営 企 業 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 第 一 条 こ の 条 例 は 、 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等

に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 設 置 さ

れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務 れ た 公 営 企 業 に 常 時 従 事 す る 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第

二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業

等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第

六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す 六 条 第 一 項

る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五

号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 三 第 一 さ れ る 者

項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 に あ っ

て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合 に 任 用 さ れ る 者

に 限 る 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ）

の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す の 定 数 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 る 。

（ 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 条 栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議 第 一 条 こ の 条 例 で 「 職 員 」 と は 、 知 事 、 議

会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員

会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並 会 、 監 査 委 員 及 び 労 働 委 員 会 の 各 事 務 部 局 並

び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教 び に 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 学 校 以 外 の 教

育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の 育 機 関 に 常 時 勤 務 す る 地 方 公 務 員 （ 特 別 職 の

者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 者 並 び に 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 三 第 一 項 、 地 方 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 二 項 及 び 地 方

公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年

法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項 及 び 職 員 の 配 偶 法 律 第 百 十 号 ） 第 六 条 第 一 項

者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木

県 条 例 第 三 十 五 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ の 規 定 に よ

り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 り 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 者

十 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 臨 時 的 に 任 用

さ れ る 者 に あ っ て は 、 臨 時 の 職 に 関 す る 場 合

に 任 用 さ れ る 者 に 限 る 。 ） を 除 く 。 ） を い を 除 く 。 ） を い

う 。 う 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 一 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年

栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 三 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百

六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条

件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 件 附 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 二 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め 第 二 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め

る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員

イ 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴ 任 命 権 者 を 同 じ く す る 職 （ 以 下 「 特

定 職 」 と い う 。 ） に 引 き 続 き 在 職 し た

期 間 が 一 年 以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

⑵ そ の 養 育 す る 子 （ 育 児 休 業 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 子 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） が 一 歳 六 か 月 に 達 す る 日 （ 以 下

「 一 歳 六 か 月 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 第

二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。
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二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。
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二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。
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二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。
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二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。
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二 条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る 場

合 に あ っ て は 、 二 歳 に 達 す る 日 ） ま で

に 、 そ の 任 期 （ 任 期 が 更 新 さ れ る 場 合

に あ っ て は 、 更 新 後 の も の ） が 満 了 す

る こ と 及 び 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ

な い こ と が 明 ら か で な い 非 常 勤 職 員

⑶ 勤 務 日 の 日 数 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員

ロ 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る 非 常 勤 職 員 （ そ の 養 育 す る 子 が 一 歳

に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い

う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常 勤 職 員

が す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日

が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い

て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 に 限

る 。 ）

ハ そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末

日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員

で あ っ て 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い

て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期

の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る

こ と に 伴 い 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は

当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 を 育 児 休 業 の

期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る も の

第 二 条 の 二 略 第 二 条 の 二 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る

日 ）

第 二 条 の 三 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 日 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 と す る 。

一 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合

非 常 勤 職 員 の 養 育 す る 子 の 一 歳 到 達 日

二 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 （ 届 出 を し な い が 事

実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） が 当 該 非 常 勤 職 員 の 養 育

す る 子 の 一 歳 到 達 日 以 前 の い ず れ か の 日 に

お い て 当 該 子 を 養 育 す る た め に 育 児 休 業 法

そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 育 児 休 業 （ 以 下

「 配 偶 者 育 児 休 業 」 と い う 。 ） を し て い る

場 合 に お い て 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 （ 当 該 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 後 で あ る 場 合 又 は 当 該 配

偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 前 で あ る 場 合 を

除 く 。 ） 当 該 子 が 一 歳 二 か 月 に 達 す る 日

（ 当 該 日 が 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と さ

れ た 日 か ら 起 算 し て 育 児 休 業 等 可 能 日 数

（ 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 当 該 子 の 一 歳 到 達

日 ま で の 日 数 を い う 。 ） か ら 育 児 休 業 等 取

得 日 数 （ 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 当 該 非 常 勤

職 員 が 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四

十 九 号 ） 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規

定 に よ り 勤 務 し な か っ た 日 数 と 当 該 子 に つ

い て 育 児 休 業 を し た 日 数 を 合 算 し た 日 数 を

い う 。 ） を 差 し 引 い た 日 数 を 経 過 す る 日 よ

り 後 の 日 で あ る と き は 、 当 該 経 過 す る 日 ）

三 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を

養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳

到 達 日 （ 当 該 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 前

号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 又

は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る

場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し

て す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ

た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に

あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児

休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 配 偶 者

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 異 な る

と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を

育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し

て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更

新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に

引 き 続 き 採 用 さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育

児 休 業 を し よ う と す る 場 合 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る と き 当

該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日

イ 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が す

る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） に お い て 育 児

休 業 を し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員

の 配 偶 者 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 配

偶 者 が す る 配 偶 者 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ

る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た

日 ） に お い て 配 偶 者 育 児 休 業 を し て い る

場 合

ロ 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 の 期 間 に つ い て

育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の た

め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場

合

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場

合 ）

第 二 条 の 四 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で

定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る

ま で の 子 を 養 育 す る た め 、 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 子 の 一 歳

六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 に 規 定

す る 場 合 に 該 当 し て そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休

業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 非

常 勤 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 が 更 新 さ れ 、 又

は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定 職 に 引 き 続 き 採 用

さ れ る も の に あ っ て は 、 当 該 任 期 の 末 日 の 翌

日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ れ る 日 ） を 育 児 休

業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す

る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に

も 該 当 す る と き と す る 。

一 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該

子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 育 児 休 業 を

し て い る 場 合 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者

が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 に お い て 配 偶

者 育 児 休 業 を し て い る 場 合

二 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に つ

い て 育 児 休 業 を す る こ と が 継 続 的 な 勤 務 の

た め に 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る 場 合

第 二 条 の 五 略 第 二 条 の 三 略

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で （ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 例 で

定 め る 特 別 の 事 情 ） 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条 第 三 条 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 次 に 掲 げ る 事 情 と

す る 。 す る 。

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略

七 第 二 条 の 三 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 又 は 第 二

条 の 四 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る こ と 。

八 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日

と す る 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 が 、

当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 任 期

が 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 に 特 定

職 に 引 き 続 き 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該

任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 引 き 続 き 採 用 さ

れ る 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児

休 業 を し よ う と す る こ と 。

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 （ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支

給 ） 給 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一 ２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 二 十 条 の 四 第 一

項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を

し て い る 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 し て い る 職 員

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項

に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤

務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 務 し た 期 間 が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係

る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る

号 給 の 調 整 ） 号 給 の 調 整 ）

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員

二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い

て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら て 、 他 の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分 れ る と き は 、 当 該 育 児 休 業 を し た 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を

引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み な し て 、 人 事 委 員

会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す 会 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 号 給 を 調 整 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）

第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 第 二 十 五 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す で 定 め る 職 員 は 、 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 と す

る 。 る 。

一 育 児 短 時 間 勤 務 職 員

二 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職 員 以 外

の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の

五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」

と い う 。 ） を 除 く 。 ）

イ 特 定 職 に 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が 一 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員

ロ 勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時

間 を 考 慮 し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 非

常 勤 職 員

（ 部 分 休 業 の 承 認 ） （ 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 第 二 十 六 条 部 分 休 業 の 承 認 は 、 正 規 の 勤 務 時

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る

条 例 第 六 条 の 二 第 一 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時

間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 二 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二

第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 非 常 勤 職 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。

員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） に あ っ て は 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

定 め ら れ た 勤 務 時 間 ） の 始 め 又 は 終 わ り に お ） の 始 め 又 は 終 わ り に お

い て 、 い て 、 一 日 を 通 じ て 二 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校 職 員 の 勤 務 時 間

そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 の 特

別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る も の 又

は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護 時 間 の 承 認 を 受

け て 勤 務 し な い 職 員 に つ い て は 、 二 時 間 か ら

当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 の 承 認 を 受 け

て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 ） を 超 え な い

三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す 範 囲 内 で 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す

る 。 る 。

２ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 及 び 学 校

職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条

例 第 十 三 条 の 特 別 休 暇 の う ち 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の 又 は 同 条 例 第 十 四 条 の 二 の 介 護

時 間 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 職 員 に 対 す る

部 分 休 業 の 承 認 に つ い て は 、 一 日 に つ き 二 時

間 か ら 当 該 特 別 休 暇 又 は 当 該 介 護 時 間 （ 以 下

「 特 別 休 暇 等 」 と い う 。 ） の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 時 間 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内

で 行 う も の と す る 。

３ 非 常 勤 職 員 に 対 す る 部 分 休 業 の 承 認 に つ い

て は 、 一 日 に つ き 、 当 該 非 常 勤 職 員 に つ い て

一 日 に つ き 定 め ら れ た 勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四

十 五 分 を 減 じ た 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 で （ 当

該 非 常 勤 職 員 が 特 別 休 暇 等 に 相 当 す る 休 暇 の

承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 非 常 勤 職 員 に つ い て 一 日 に つ き 定 め ら れ た

勤 務 時 間 か ら 五 時 間 四 十 五 分 を 減 じ た 時 間 を

超 え な い 範 囲 内 で 、 か つ 、 二 時 間 か ら 当 該 休

暇 の 承 認 を 受 け て 勤 務 し な い 時 間 を 減 じ た 時

間 を 超 え な い 範 囲 内 で ） 行 う も の と す る 。

（ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ） （ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ）

第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤 第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一 十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一

時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九 時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九

条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た 十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 り の 給 与 額

一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に あ っ て

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） を 減 額 し て を 減 額 し て

給 与 を 支 給 す る 。 給 与 を 支 給 す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 等 の 勤 務 時 間 等 の （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇 の 特 例 ）

特 例 ）

第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に つ い て は 、 第 二 条 か ら に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら

前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

質 等 を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項

及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校

職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三

十 四 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 十 四 号 ）

び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条

例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下 の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ） （ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

（ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 第 二 条 か ら 前 条 に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら 前 条

ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と

が で き る 。 が で き る 。

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

３ 略 ３ 略

第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ） （ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ ２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ

ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常

勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一

項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員

及 び 同 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲

げ る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）

の 任 用 の 状 況 の 任 用 の 状 況

二 ～ 十 略 二 ～ 十 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 中 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条

例 第 五 条 の 改 正 規 定 、 第 二 十 二 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 六 条 の 改 正 規 定 （ 「 第

七 条 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 二 十 三 条 中 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 改 正 規 定 、 第 二 十 四 条 中 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に

一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 二 項 か ら 第

四 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休

暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一

号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 七

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以

下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る

勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整

額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、

住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤

務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定 務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定
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（ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ） （ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ）

第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤 第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一 十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一

時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九 時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九

条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た 十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 り の 給 与 額

一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に あ っ て

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） を 減 額 し て を 減 額 し て

給 与 を 支 給 す る 。 給 与 を 支 給 す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 等 の 勤 務 時 間 等 の （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇 の 特 例 ）

特 例 ）

第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に つ い て は 、 第 二 条 か ら に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら

前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

質 等 を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項

及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校

職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三

十 四 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 十 四 号 ）

び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条

例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下 の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ） （ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

（ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 第 二 条 か ら 前 条 に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら 前 条

ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と

が で き る 。 が で き る 。

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

３ 略 ３ 略

第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ） （ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ ２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ

ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常

勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一

項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員

及 び 同 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲

げ る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）

の 任 用 の 状 況 の 任 用 の 状 況

二 ～ 十 略 二 ～ 十 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 中 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条

例 第 五 条 の 改 正 規 定 、 第 二 十 二 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 六 条 の 改 正 規 定 （ 「 第

七 条 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 二 十 三 条 中 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 改 正 規 定 、 第 二 十 四 条 中 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に

一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 二 項 か ら 第

四 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休

暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一

号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 七

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以

下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る

勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整

額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、

住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤

務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定 務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定
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（ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ） （ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ）

第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤 第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一 十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一

時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九 時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九

条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た 十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 り の 給 与 額

一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に あ っ て

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） を 減 額 し て を 減 額 し て

給 与 を 支 給 す る 。 給 与 を 支 給 す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 等 の 勤 務 時 間 等 の （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇 の 特 例 ）

特 例 ）

第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に つ い て は 、 第 二 条 か ら に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら

前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

質 等 を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項

及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校

職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三

十 四 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 十 四 号 ）

び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条

例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下 の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ） （ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

（ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 第 二 条 か ら 前 条 に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら 前 条

ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と

が で き る 。 が で き る 。

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

３ 略 ３ 略

第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ） （ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ ２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ

ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常

勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一

項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員

及 び 同 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲

げ る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）

の 任 用 の 状 況 の 任 用 の 状 況

二 ～ 十 略 二 ～ 十 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 中 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条

例 第 五 条 の 改 正 規 定 、 第 二 十 二 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 六 条 の 改 正 規 定 （ 「 第

七 条 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 二 十 三 条 中 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 改 正 規 定 、 第 二 十 四 条 中 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に

一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 二 項 か ら 第

四 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休

暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一

号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 七

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以

下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る

勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整

額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、

住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤

務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定 務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定
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（ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ） （ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ）

第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤 第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一 十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一

時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九 時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九

条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た 十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 り の 給 与 額

一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に あ っ て

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） を 減 額 し て を 減 額 し て

給 与 を 支 給 す る 。 給 与 を 支 給 す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 等 の 勤 務 時 間 等 の （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇 の 特 例 ）

特 例 ）

第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に つ い て は 、 第 二 条 か ら に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら

前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

質 等 を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項

及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校

職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三

十 四 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 十 四 号 ）

び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条

例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下 の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ） （ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

（ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 第 二 条 か ら 前 条 に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら 前 条

ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と

が で き る 。 が で き る 。

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

３ 略 ３ 略

第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ） （ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ ２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ

ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常

勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一

項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員

及 び 同 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲

げ る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）

の 任 用 の 状 況 の 任 用 の 状 況

二 ～ 十 略 二 ～ 十 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 中 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条

例 第 五 条 の 改 正 規 定 、 第 二 十 二 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 六 条 の 改 正 規 定 （ 「 第

七 条 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 二 十 三 条 中 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 改 正 規 定 、 第 二 十 四 条 中 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に

一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 二 項 か ら 第

四 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休

暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一

号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 七

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以

下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る

勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整

額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、

住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤

務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定 務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定
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（ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ） （ 部 分 休 業 に 係 る 給 与 の 減 額 ）

第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤 第 二 十 七 条 職 員 が 部 分 休 業 の 承 認 を 受 け て 勤

務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 務 し な い 場 合 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 第 十 四 条 及 び 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一 十 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 勤 務 し な い 一

時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九 時 間 に つ き 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 九

条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第 条 第 一 項 又 は 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 第

十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た 十 一 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 一 時 間 当 た

り の 給 与 額 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 り の 給 与 額

一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に あ っ て

は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 ） を 減 額 し て を 減 額 し て

給 与 を 支 給 す る 。 給 与 を 支 給 す る 。

（ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 三 条 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 等 の 勤 務 時 間 等 の （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇 の 特 例 ）

特 例 ）

第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 第 十 七 条 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任

期 付 短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時

間 、 休 日 及 び 休 暇 に つ い て は 、 第 二 条 か ら に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら

前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 前 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

質 等 を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る

こ と が で き る 。 こ と が で き る 。

（ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 四 条 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 四 条 第 五 項

及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 及 び 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 四 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 職 員 （ 栃 木 県 公 立 学 校

職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三

十 四 号 ） 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 給 与 及 十 四 号 ）

び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 栃 木 県 条

例 第 十 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下 の 適 用 を 受 け る 職 員 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 同 じ 。 ） の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

第 六 条 略 第 六 条 略

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ）

第 六 条 の 二 任 命 権 者 は 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま

で の 規 定 に よ る 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務

時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 職 員 に

設 備 等 の 保 全 、 外 部 と の 連 絡 及 び 文 書 の 収 受

を 目 的 と す る 勤 務 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で

定 め る 断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と

が で き る 。 た だ し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤

務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営

に 著 し い 支 障 が 生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し

て 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 当 該

断 続 的 な 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き

る 。

２ 任 命 権 者 は 、 公 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必

要 が あ る 場 合 に は 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お い て 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の

勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ

し 、 当 該 職 員 が 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る

場 合 に あ っ て は 、 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 教 育 委 員 会 規

則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外

の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ） （ 深 夜 勤 務 及 び 時 間 外 勤 務 の 制 限 ）

第 七 条 略 第 七 条 略

２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 ２ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員

が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に が 当 該 子 の 養 育 を す る た め に 請 求 し た 場 合 に

は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め

の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合

を 除 き 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る を 除 き 、 第 二 条 か ら 第 五 条 ま で の 規 定 に よ る

勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い

勤 務 （ 災 害 そ の 他 う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 （ 災 害 そ の 他

避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤

務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は 務 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は

な ら な い 。 な ら な い 。

３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま ３ 任 命 権 者 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま

で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め で の 子 の あ る 職 員 が 当 該 子 の 養 育 を す る た め

に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業 に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し

く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十

四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 四 時 間 、 一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、

前 条 第 二 項 に 規 定 す る 勤 務 を さ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 勤 務 を さ

せ て は な ら な い 。 せ て は な ら な い 。

４ 略 ４ 略

（ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ） （ 勤 務 時 間 等 の 特 例 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ２ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 の 休 暇

（ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 特 定 業 務 任 期 付

短 時 間 勤 務 職 員 等 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 第 二 条 か ら 前 条 に つ い て は 、 第 十 一 条 か ら 前 条

ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 ま で の 規 定 に か か わ ら ず

を 考 慮 し た 上 で 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と 、 任 命 権 者 が 別 に 定 め る こ と

が で き る 。 が で き る 。

（ 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 五 条 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 派 遣 ） （ 職 員 の 派 遣 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 ２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職

員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

３ 略 ３ 略

第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 第 十 二 条 法 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定

め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す 三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す

る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員 る 条 件 附 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 人 事 委 員

会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

（ 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 栃 木 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ） （ 任 命 権 者 の 人 事 行 政 の 運 営 状 況 の 報 告 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ ２ 前 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 報 告 し な け れ

ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 ば な ら な い 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 一 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常

勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一

項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員

及 び 同 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲

げ る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）

の 任 用 の 状 況 の 任 用 の 状 況

二 ～ 十 略 二 ～ 十 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 十 三 条 中 栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条

例 第 五 条 の 改 正 規 定 、 第 二 十 二 条 中 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 六 条 の 改 正 規 定 （ 「 第

七 条 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 二 第 一 項 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 二 十 三 条 中 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に 一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第

三 項 の 改 正 規 定 、 第 二 十 四 条 中 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 す る 条 例 第 六 条 の 次 に

一 条 を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 二 項 か ら 第

四 項 ま で の 規 定 は 、 令 和 元 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 給 料 ） （ 給 料 ）

第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 第 四 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休

暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一

号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 等 条 例 」 と い う 。 ） 第 七

条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 条 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以

下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 下 単 に 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る

勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 給 料 の 特 別 調 整

額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 額 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、

住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤

務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定 務 手 当 、 特 地 勤 務 手 当 （ 第 十 三 条 の 三 の 規 定

に よ る 手 当 を 含 む 。 ） 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 に よ る 手 当 を 含 む 。 ） 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日

給 、 夜 勤 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 給 、 夜 勤 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤

務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 及 務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 及

び 農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 を 除 い た 全 額 と す び 農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 を 除 い た 全 額 と す

る 。 る 。

（ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 夜 間 業 務 手 当 ） （ 夜 間 業 務 手 当 ）

第 二 十 二 条 夜 間 業 務 手 当 は 、 人 事 委 員 会 規 則 第 二 十 二 条 夜 間 業 務 手 当 は 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 が 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務 で 定 め る 職 員 が 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務

時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定

す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 ） に よ る 勤 務 の す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 ） に よ る 勤 務 の

一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の 午 前 一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の 午 前

五 時 前 の 間 を い う 。 ） に お い て 行 わ れ る 業 務 五 時 前 の 間 を い う 。 ） に お い て 行 わ れ る 業 務

に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。 に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

４ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 七 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ 略 １ ～ 略1
1

1
1

平 成 十 五 年 改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 平 成 十 五 年 改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改1
2

1
2

正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号 正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号

に 掲 げ る 職 員 の う ち 割 り 振 ら れ た 正 規 の 勤 務 に 掲 げ る 職 員 の う ち 割 り 振 ら れ た 正 規 の 勤 務

時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条

の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い

う 。 ） が 深 夜 若 し く は 早 朝 に 及 ぶ 等 公 務 上 の う 。 ） が 深 夜 若 し く は 早 朝 に 及 ぶ 等 公 務 上 の

都 合 に よ り 月 の う ち 一 定 の 日 数 を 交 通 機 関 に 都 合 に よ り 月 の う ち 一 定 の 日 数 を 交 通 機 関 に

代 え て 四 輪 の 自 動 車 を 通 勤 に 使 用 し な け れ ば 代 え て 四 輪 の 自 動 車 を 通 勤 に 使 用 し な け れ ば

な ら な い 正 当 な 事 由 が あ る 職 員 又 は 同 項 第 二 な ら な い 正 当 な 事 由 が あ る 職 員 又 は 同 項 第 二

号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 職 員 （ 四 輪 の 自 動 車 を 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 職 員 （ 四 輪 の 自 動 車 を

使 用 す る 者 に 限 る 。 ） の う ち 公 務 の 運 営 上 の 使 用 す る 者 に 限 る 。 ） の う ち 公 務 の 運 営 上 の

事 情 に よ り 特 別 の 形 態 に よ つ て 勤 務 す る 必 要 事 情 に よ り 特 別 の 形 態 に よ つ て 勤 務 す る 必 要

の あ る こ と に よ り 一 月 当 た り の 通 勤 所 要 回 数 の あ る こ と に よ り 一 月 当 た り の 通 勤 所 要 回 数

が 多 い 職 員 で 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め が 多 い 職 員 で 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め

る も の に 対 し て 支 給 す る 通 勤 手 当 の 額 は 、 当 る も の に 対 し て 支 給 す る 通 勤 手 当 の 額 は 、 当

分 の 間 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 （ 同 条 第 四 項 分 の 間 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 （ 同 条 第 四 項

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 附 則 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 附 則

第 八 項 及 び 第 九 項 の 規 定 に よ る 額 を 基 準 と し 第 八 項 及 び 第 九 項 の 規 定 に よ る 額 を 基 準 と し

て 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 と す る 。 て 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 と す る 。

・ 略 ・ 略1
3

1
4

1
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1
4

（ 人 事 課 ）



（37）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

に よ る 手 当 を 含 む 。 ） 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 に よ る 手 当 を 含 む 。 ） 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日

給 、 夜 勤 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 給 、 夜 勤 手 当 、 宿 日 直 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤

務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 及 務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 寒 冷 地 手 当 及

び 農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 を 除 い た 全 額 と す び 農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 を 除 い た 全 額 と す

る 。 る 。

（ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 夜 間 業 務 手 当 ） （ 夜 間 業 務 手 当 ）

第 二 十 二 条 夜 間 業 務 手 当 は 、 人 事 委 員 会 規 則 第 二 十 二 条 夜 間 業 務 手 当 は 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 が 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務 で 定 め る 職 員 が 正 規 の 勤 務 時 間 （ 職 員 の 勤 務

時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年

栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条 第 二 項 に 規 定

す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 ） に よ る 勤 務 の す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い う 。 ） に よ る 勤 務 の

一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の 午 前 一 部 又 は 全 部 が 深 夜 （ 午 後 十 時 後 翌 日 の 午 前

五 時 前 の 間 を い う 。 ） に お い て 行 わ れ る 業 務 五 時 前 の 間 を い う 。 ） に お い て 行 わ れ る 業 務

に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。 に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

４ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 七 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ 略 １ ～ 略1
1

1
1

平 成 十 五 年 改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 平 成 十 五 年 改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改1
2

1
2

正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号 正 後 の 条 例 第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号

に 掲 げ る 職 員 の う ち 割 り 振 ら れ た 正 規 の 勤 務 に 掲 げ る 職 員 の う ち 割 り 振 ら れ た 正 規 の 勤 務

時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す 時 間 （ 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 六 条 る 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第 七 条

の 二 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い 第 二 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 を い

う 。 ） が 深 夜 若 し く は 早 朝 に 及 ぶ 等 公 務 上 の う 。 ） が 深 夜 若 し く は 早 朝 に 及 ぶ 等 公 務 上 の

都 合 に よ り 月 の う ち 一 定 の 日 数 を 交 通 機 関 に 都 合 に よ り 月 の う ち 一 定 の 日 数 を 交 通 機 関 に

代 え て 四 輪 の 自 動 車 を 通 勤 に 使 用 し な け れ ば 代 え て 四 輪 の 自 動 車 を 通 勤 に 使 用 し な け れ ば

な ら な い 正 当 な 事 由 が あ る 職 員 又 は 同 項 第 二 な ら な い 正 当 な 事 由 が あ る 職 員 又 は 同 項 第 二

号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 職 員 （ 四 輪 の 自 動 車 を 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 職 員 （ 四 輪 の 自 動 車 を

使 用 す る 者 に 限 る 。 ） の う ち 公 務 の 運 営 上 の 使 用 す る 者 に 限 る 。 ） の う ち 公 務 の 運 営 上 の

事 情 に よ り 特 別 の 形 態 に よ つ て 勤 務 す る 必 要 事 情 に よ り 特 別 の 形 態 に よ つ て 勤 務 す る 必 要

の あ る こ と に よ り 一 月 当 た り の 通 勤 所 要 回 数 の あ る こ と に よ り 一 月 当 た り の 通 勤 所 要 回 数

が 多 い 職 員 で 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め が 多 い 職 員 で 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め

る も の に 対 し て 支 給 す る 通 勤 手 当 の 額 は 、 当 る も の に 対 し て 支 給 す る 通 勤 手 当 の 額 は 、 当

分 の 間 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 （ 同 条 第 四 項 分 の 間 、 同 条 第 二 項 又 は 第 三 項 （ 同 条 第 四 項

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 附 則 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 並 び に 附 則

第 八 項 及 び 第 九 項 の 規 定 に よ る 額 を 基 準 と し 第 八 項 及 び 第 九 項 の 規 定 に よ る 額 を 基 準 と し

て 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 と す る 。 て 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 定 め る 額 と す る 。

・ 略 ・ 略1
3

1
4

1
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1
4

（ 人 事 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略 一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略

四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

（ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 四 に 規 定 （ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 二 に 規 定

第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設 第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設

七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に 七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に

に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建 に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建

物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万 物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万

の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専 の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専

通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て 通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て

る 審 査 は 、 七 千 円 ） る 審 査 は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 四 に 規 定 第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 二 に 規 定

お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設 お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設

法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に 法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に

の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建 の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建

定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変 定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変

の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に

定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更 定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更

の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設 の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設

査 備 ご と に 八 千 円 査 備 ご と に 八 千 円

（ 小 荷 物 専 用 昇 降 （ 小 荷 物 専 用 昇 降

機 に つ い て は 、 六 機 に つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た に 設 千 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 に 置 す る 建 築 設 備 に

あ つ て は 前 項 の 下 あ つ て は 前 項 の 下

欄 の ３ に 規 定 す る 欄 の ３ に 規 定 す る

金 額 金 額

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略

五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ 五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ

規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法 規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法

素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規 素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規

画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関 画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関

対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略

素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ 素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ

画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法 画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法

申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規 申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項

性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に 性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に

更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と 更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と

対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の 対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 一 の 建 築 る 審 査

物 ご と に 次 に 掲 げ 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 を 算 出 定 め る 金 額

し て 得 た 金 額 を 合

算 し た 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 建 築 物 エ ネ 更 が 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

誘 導 基 準 に 適 合 誘 導 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の イ の ⑴ に 規 の イ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ 下 欄 の １ の イ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の イ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸



（38） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略 一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略

四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

（ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 四 に 規 定 （ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 二 に 規 定

第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設 第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設

七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に 七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に

に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建 に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建

物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万 物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万

の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専 の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専

通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て 通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て

る 審 査 は 、 七 千 円 ） る 審 査 は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 四 に 規 定 第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 二 に 規 定

お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設 お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設

法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に 法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に

の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建 の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建

定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変 定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変

の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に

定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更 定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更

の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設 の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設

査 備 ご と に 八 千 円 査 備 ご と に 八 千 円

（ 小 荷 物 専 用 昇 降 （ 小 荷 物 専 用 昇 降

機 に つ い て は 、 六 機 に つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た に 設 千 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 に 置 す る 建 築 設 備 に

あ つ て は 前 項 の 下 あ つ て は 前 項 の 下

欄 の ３ に 規 定 す る 欄 の ３ に 規 定 す る

金 額 金 額

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略

五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ 五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ

規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法 規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法

素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規 素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規

画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関 画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関

対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略

素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ 素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ

画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法 画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法

申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規 申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項

性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に 性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に

更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と 更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と

対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の 対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 一 の 建 築 る 審 査

物 ご と に 次 に 掲 げ 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 を 算 出 定 め る 金 額

し て 得 た 金 額 を 合

算 し た 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 建 築 物 エ ネ 更 が 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

誘 導 基 準 に 適 合 誘 導 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の イ の ⑴ に 規 の イ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ 下 欄 の １ の イ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の イ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸



（39）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略 一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略

四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

（ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 四 に 規 定 （ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 二 に 規 定

第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設 第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設

七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に 七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に

に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建 に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建

物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万 物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万

の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専 の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専

通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て 通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て

る 審 査 は 、 七 千 円 ） る 審 査 は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 四 に 規 定 第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 二 に 規 定

お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設 お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設

法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に 法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に

の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建 の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建

定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変 定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変

の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に

定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更 定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更

の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設 の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設

査 備 ご と に 八 千 円 査 備 ご と に 八 千 円

（ 小 荷 物 専 用 昇 降 （ 小 荷 物 専 用 昇 降

機 に つ い て は 、 六 機 に つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た に 設 千 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 に 置 す る 建 築 設 備 に

あ つ て は 前 項 の 下 あ つ て は 前 項 の 下

欄 の ３ に 規 定 す る 欄 の ３ に 規 定 す る

金 額 金 額

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略

五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ 五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ

規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法 規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法

素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規 素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規

画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関 画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関

対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略

素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ 素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ

画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法 画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法

申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規 申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項

性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に 性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に

更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と 更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と

対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の 対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 一 の 建 築 る 審 査

物 ご と に 次 に 掲 げ 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 を 算 出 定 め る 金 額

し て 得 た 金 額 を 合

算 し た 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 建 築 物 エ ネ 更 が 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

誘 導 基 準 に 適 合 誘 導 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の イ の ⑴ に 規 の イ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ 下 欄 の １ の イ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の イ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸



（40） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略 一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略

四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

（ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 四 に 規 定 （ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 二 に 規 定

第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設 第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設

七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に 七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に

に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建 に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建

物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万 物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万

の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専 の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専

通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て 通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て

る 審 査 は 、 七 千 円 ） る 審 査 は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 四 に 規 定 第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 二 に 規 定

お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設 お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設

法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に 法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に

の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建 の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建

定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変 定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変

の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に

定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更 定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更

の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設 の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設

査 備 ご と に 八 千 円 査 備 ご と に 八 千 円

（ 小 荷 物 専 用 昇 降 （ 小 荷 物 専 用 昇 降

機 に つ い て は 、 六 機 に つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た に 設 千 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 に 置 す る 建 築 設 備 に

あ つ て は 前 項 の 下 あ つ て は 前 項 の 下

欄 の ３ に 規 定 す る 欄 の ３ に 規 定 す る

金 額 金 額

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略

五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ 五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ

規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法 規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法

素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規 素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規

画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関 画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関

対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略

素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ 素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ

画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法 画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法

申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規 申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項

性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に 性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に

更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と 更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と

対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の 対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 一 の 建 築 る 審 査

物 ご と に 次 に 掲 げ 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 を 算 出 定 め る 金 額

し て 得 た 金 額 を 合

算 し た 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 建 築 物 エ ネ 更 が 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

誘 導 基 準 に 適 合 誘 導 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の イ の ⑴ に 規 の イ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ 下 欄 の １ の イ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の イ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸



（41）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略 一 ～ 四 百 六 十 四 の 二 の 二 略

四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 三 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

（ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 四 に 規 定 （ 平 成 十 八 年 法 律 十 七 条 の 二 に 規 定

第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設 第 九 十 一 号 ） 第 十 す る 建 築 設 備 が 設

七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に 七 条 第 四 項 の 規 定 置 さ れ る 建 築 物 に

に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建 に 基 づ く 特 定 建 築 つ い て は 、 一 の 建

物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万 物 の 建 築 等 の 計 画 築 設 備 ご と に 一 万

の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専 の 認 定 に 伴 う 適 合 五 千 円 （ 小 荷 物 専

通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て 通 知 の 申 出 に 対 す 用 昇 降 機 に つ い て

る 審 査 は 、 七 千 円 ） る 審 査 は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合 四 百 六 十 四 の 四 高 次 に 掲 げ る 金 額 を 合

齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額 齢 者 、 障 害 者 等 の 算 し た 金 額

移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略 移 動 等 の 円 滑 化 の １ ・ ２ 略

促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八 促 進 に 関 す る 法 律 ３ 建 築 基 準 法 第 八

第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 四 に 規 定 第 十 八 条 第 二 項 に 十 七 条 の 二 に 規 定

お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設 お い て 準 用 す る 同 す る 建 築 設 備 が 設

法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に 法 第 十 七 条 第 四 項 置 さ れ る 建 築 物 に

の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建 の 規 定 に 基 づ く 特 つ い て は 、 当 該 建

定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変 定 建 築 物 の 建 築 等 築 設 備 の 計 画 を 変

の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に の 計 画 の 変 更 の 認 更 し た 建 築 設 備 に

定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更 定 に 伴 う 適 合 通 知 あ つ て は 当 該 変 更

の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設 の 申 出 に 対 す る 審 に 係 る 一 の 建 築 設

査 備 ご と に 八 千 円 査 備 ご と に 八 千 円

（ 小 荷 物 専 用 昇 降 （ 小 荷 物 専 用 昇 降

機 に つ い て は 、 六 機 に つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た に 設 千 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 に 置 す る 建 築 設 備 に

あ つ て は 前 項 の 下 あ つ て は 前 項 の 下

欄 の ３ に 規 定 す る 欄 の ３ に 規 定 す る

金 額 金 額

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 略

五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ 五 十 三 条 第 一 項 の ２ １ の 申 請 に 併 せ

規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法 規 定 に 基 づ く 低 炭 て 行 う 建 築 基 準 法

素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規 素 建 築 物 新 築 等 計 第 六 条 第 一 項 に 規

画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関 画 の 認 定 の 申 請 に 定 す る 建 築 基 準 関

対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 略

素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ 素 建 築 物 新 築 等 計 ２ １ の 申 請 に 併 せ

画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法 画 の 変 更 の 認 定 の て 行 う 建 築 基 準 法

申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規 申 請 に 対 す る 審 査 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 四 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 三 十 一 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 （ 以 下 こ の 項

性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に 性 能 向 上 計 画 の 変 （ ２ を 除 く 。 ） に

更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と 更 の 認 定 の 申 請 に お い て 「 計 画 」 と

対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の 対 す る 審 査 い う 。 ） の 変 更 の

認 定 の 申 請 に 対 す 認 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 一 の 建 築 る 審 査

物 ご と に 次 に 掲 げ 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 を 算 出 定 め る 金 額

し て 得 た 金 額 を 合

算 し た 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 建 築 物 エ ネ 更 が 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

誘 導 基 準 に 適 合 誘 導 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の イ の ⑴ に 規 の イ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の イ 下 欄 の １ の イ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の イ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ 計 画 の 認 定 ⑴

を 受 け た 一 戸 一 戸

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の ロ の ⑴ に 規 の ロ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ 下 欄 の １ の ロ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の ロ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略 四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略

四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次

進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算 進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算

（ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額 （ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額

第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略 第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略

条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ 条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ

項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法 項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法

長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規 長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規

等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関 等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関

請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 八 十 一 の 二 略 四 百 八 十 一 の 二 略

四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請 四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請

期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応 期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応

の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額 律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額

規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の 規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の

優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す 優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す

画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一 画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一

申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規 申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 申 請 に 定 に 基 づ く 申 請 に

よ り 認 定 を 受 け た よ り 認 定 を 受 け た

者 次 に 掲 げ る 審 者 次 に 掲 げ る 審

査 の 区 分 に 応 じ そ 査 の 区 分 に 応 じ そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 を 合 算 し た 金 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

イ 略 イ 略

ロ イ の 申 請 に 併 ロ イ の 申 請 に 併

せ て 行 う 建 築 基 せ て 行 う 建 築 基

準 法 第 六 条 第 一 準 法 第 六 条 第 一

項 に 規 定 す る 建 項 に 規 定 す る 建

築 基 準 関 係 規 定 築 基 準 関 係 規 定

に 適 合 す る か ど に 適 合 す る か ど

う か の 審 査 の 申 う か の 審 査 の 申

出 に 対 す る 審 査 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 建 築 基 準 法 ⑶ 建 築 基 準 法

第 八 十 七 条 の 第 八 十 七 条 の

四 に 規 定 す る 二 に 規 定 す る

建 築 設 備 が 設 建 築 設 備 が 設

置 さ れ る 建 築 置 さ れ る 建 築

物 に つ い て 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 は 、 当 該 建 築

設 備 の 計 画 を 設 備 の 計 画 を

変 更 し た 建 築 変 更 し た 建 築

設 備 に あ つ て 設 備 に あ つ て

は 当 該 変 更 に は 当 該 変 更 に

係 る 一 の 建 築 係 る 一 の 建 築

設 備 ご と に 八 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 千 円 （ 小 荷 物

専 用 昇 降 機 に 専 用 昇 降 機 に

つ い て は 、 六 つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た 千 円 ） 、 新 た

に 設 置 す る 建 に 設 置 す る 建

築 設 備 に あ つ 築 設 備 に あ つ

て は 四 百 八 十 て は 四 百 八 十

一 の 項 の 下 欄 一 の 項 の 下 欄

の ２ の ハ に 規 の ２ の ハ に 規

定 す る 金 額 定 す る 金 額

２ 略 ２ 略

四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 三 の 項 か ら 四 百 六

十 四 の 六 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 四 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に

同 表 四 百 八 十 一 の 項 及 び 四 百 八 十 一 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
（ 文 書 学 事 課 ）
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建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の ロ の ⑴ に 規 の ロ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ 下 欄 の １ の ロ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の ロ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(ⅰ
)

(ⅴ
)

(ⅰ
)

(ⅴ
)

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略 四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略

四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次

進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算 進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算

（ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額 （ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額

第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略 第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略

条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ 条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ

項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法 項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法

長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規 長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規

等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関 等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関

請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 八 十 一 の 二 略 四 百 八 十 一 の 二 略

四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請 四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請

期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応 期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応

の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額 律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額

規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の 規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の

優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す 優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す

画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一 画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一

申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規 申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 申 請 に 定 に 基 づ く 申 請 に

よ り 認 定 を 受 け た よ り 認 定 を 受 け た

者 次 に 掲 げ る 審 者 次 に 掲 げ る 審

査 の 区 分 に 応 じ そ 査 の 区 分 に 応 じ そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 を 合 算 し た 金 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

イ 略 イ 略

ロ イ の 申 請 に 併 ロ イ の 申 請 に 併

せ て 行 う 建 築 基 せ て 行 う 建 築 基

準 法 第 六 条 第 一 準 法 第 六 条 第 一

項 に 規 定 す る 建 項 に 規 定 す る 建

築 基 準 関 係 規 定 築 基 準 関 係 規 定

に 適 合 す る か ど に 適 合 す る か ど

う か の 審 査 の 申 う か の 審 査 の 申

出 に 対 す る 審 査 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 建 築 基 準 法 ⑶ 建 築 基 準 法

第 八 十 七 条 の 第 八 十 七 条 の

四 に 規 定 す る 二 に 規 定 す る

建 築 設 備 が 設 建 築 設 備 が 設

置 さ れ る 建 築 置 さ れ る 建 築

物 に つ い て 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 は 、 当 該 建 築

設 備 の 計 画 を 設 備 の 計 画 を

変 更 し た 建 築 変 更 し た 建 築

設 備 に あ つ て 設 備 に あ つ て

は 当 該 変 更 に は 当 該 変 更 に

係 る 一 の 建 築 係 る 一 の 建 築

設 備 ご と に 八 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 千 円 （ 小 荷 物

専 用 昇 降 機 に 専 用 昇 降 機 に

つ い て は 、 六 つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た 千 円 ） 、 新 た

に 設 置 す る 建 に 設 置 す る 建

築 設 備 に あ つ 築 設 備 に あ つ

て は 四 百 八 十 て は 四 百 八 十

一 の 項 の 下 欄 一 の 項 の 下 欄

の ２ の ハ に 規 の ２ の ハ に 規

定 す る 金 額 定 す る 金 額

２ 略 ２ 略

四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 三 の 項 か ら 四 百 六

十 四 の 六 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 四 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に

同 表 四 百 八 十 一 の 項 及 び 四 百 八 十 一 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
（ 文 書 学 事 課 ）
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建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の ロ の ⑴ に 規 の ロ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ 下 欄 の １ の ロ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の ロ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略 四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略

四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次

進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算 進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算

（ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額 （ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額

第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略 第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略

条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ 条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ

項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法 項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法

長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規 長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規

等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関 等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関

請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 八 十 一 の 二 略 四 百 八 十 一 の 二 略

四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請 四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請

期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応 期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応

の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額 律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額

規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の 規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の

優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す 優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す

画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一 画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一

申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規 申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 申 請 に 定 に 基 づ く 申 請 に

よ り 認 定 を 受 け た よ り 認 定 を 受 け た

者 次 に 掲 げ る 審 者 次 に 掲 げ る 審

査 の 区 分 に 応 じ そ 査 の 区 分 に 応 じ そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 を 合 算 し た 金 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

イ 略 イ 略

ロ イ の 申 請 に 併 ロ イ の 申 請 に 併

せ て 行 う 建 築 基 せ て 行 う 建 築 基

準 法 第 六 条 第 一 準 法 第 六 条 第 一

項 に 規 定 す る 建 項 に 規 定 す る 建

築 基 準 関 係 規 定 築 基 準 関 係 規 定

に 適 合 す る か ど に 適 合 す る か ど

う か の 審 査 の 申 う か の 審 査 の 申

出 に 対 す る 審 査 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 建 築 基 準 法 ⑶ 建 築 基 準 法

第 八 十 七 条 の 第 八 十 七 条 の

四 に 規 定 す る 二 に 規 定 す る

建 築 設 備 が 設 建 築 設 備 が 設

置 さ れ る 建 築 置 さ れ る 建 築

物 に つ い て 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 は 、 当 該 建 築

設 備 の 計 画 を 設 備 の 計 画 を

変 更 し た 建 築 変 更 し た 建 築

設 備 に あ つ て 設 備 に あ つ て

は 当 該 変 更 に は 当 該 変 更 に

係 る 一 の 建 築 係 る 一 の 建 築

設 備 ご と に 八 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 千 円 （ 小 荷 物

専 用 昇 降 機 に 専 用 昇 降 機 に

つ い て は 、 六 つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た 千 円 ） 、 新 た

に 設 置 す る 建 に 設 置 す る 建

築 設 備 に あ つ 築 設 備 に あ つ

て は 四 百 八 十 て は 四 百 八 十

一 の 項 の 下 欄 一 の 項 の 下 欄

の ２ の ハ に 規 の ２ の ハ に 規

定 す る 金 額 定 す る 金 額

２ 略 ２ 略

四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 三 の 項 か ら 四 百 六

十 四 の 六 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 四 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に

同 表 四 百 八 十 一 の 項 及 び 四 百 八 十 一 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
（ 文 書 学 事 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 年 金 管 理 者 ） （ 年 金 管 理 者 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金 ３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金

管 理 者 と な る こ と が で き な い 。 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。

一 心 身 の 故 障 に よ り 年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 一 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

適 正 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て 規 則 で

定 め る も の

二 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を 得 な 二 破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な

い 者 い 者

４ ～ ７ 略 ４ ～ ７ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の 条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ 日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ

ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は

法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第

、 又 は 死 亡 し た 職 員 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 （ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職

員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の ４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の

基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は

、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員

が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に

こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す

る 。 る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲

げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め

た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。

一 略 一 略

二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 職 員 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号

に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を 除 く 。 ）

三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該

基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に

離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除

く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

こ

た も の た も の

四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給

を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処

分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者

の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の

こ

（ 勤 勉 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）

第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お 員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基

準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に

退 職 し 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

、 て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命 ２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て 権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 超 え て は な ら な い 。 め る 額 を 超 え て は な ら な い 。

一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員

当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が 当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く

、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、

退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け 現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け

る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分

の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、 の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額 百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額

二 略 二 略

３ ～ ５ 略 ３ ～ ５ 略

（ 休 職 者 の 給 与 ） （ 休 職 者 の 給 与 ）

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す ６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す

る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員 る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員

に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 、 前 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 が な い 限 り 、 前

各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く ほ か 、 他 の い か な る 各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く 外 、 他 の い か な る

給 与 も 支 給 し な い 。 給 与 も 支 給 し な い 。

７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 ７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員

が 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退

職 し 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

、 又 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又

は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 そ れ ぞ れ 第 二 項 、 第 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 例 に よ る 額 の 期 末 手

当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 で な い 。

８ 略 ８ 略

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第 ４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第

一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末 一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末

手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ

る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例

第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か 第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か

ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基

準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は 準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は

「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号 「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号

中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇

月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失

職 し た 職 員 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失

」 と あ る の は 「 規 定 に 職 し た 職 員 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合

に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条 を 除 く 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条

第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職 第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職

し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中 し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中

「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ 「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ

て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」 て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」

と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任 と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任

命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当 （ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当

の 支 給 制 限 ） の 支 給 制 限 ）

第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か 第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を

し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一

般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承

継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め

て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者

の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非

違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、

当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程

度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ

す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を

行 う こ と が で き る 。 行 う こ と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し

た 者 た 者

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 退 職 手 当 ） （ 退 職 手 当 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 ２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当 す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当

該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支 た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支

払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該

退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及

び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又 び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又

は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

を し た 者 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者

３ ～ ７ 略 ３ ～ ７ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

建 て の 住 宅 に 建 て の 住 宅 に

係 る 申 請 前 係 る 申 請 前

項 の 下 欄 の １ 項 の 下 欄 の １

の ロ の ⑴ に 規 の ロ の ⑴ に 規

定 す る 金 額 の 定 す る 金 額 の

二 分 の 一 に 相 二 分 の 一 に 相

当 す る 金 額 当 す る 金 額

⑵ 新 た に 追 加

す る 一 戸 建 て

の 住 宅 に 係 る

申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ

の ⑴ に 規 定 す

る 金 額

⑶ 計 画 の 認 定 ⑵

を 受 け た 共 同 共 同

住 宅 等 に 係 る 住 宅 等 に 係 る

申 請 前 項 の 申 請 前 項 の

下 欄 の １ の ロ 下 欄 の １ の ロ

の ⑵ に 規 定 す の ⑵ に 規 定 す

る 金 額 の 二 分 る 金 額 の 二 分

の 一 に 相 当 す の 一 に 相 当 す

る 金 額 る 金 額

⑷ 新 た に 追 加

す る 共 同 住 宅

等 に 係 る 申 請

前 項 の 下 欄

の １ の ロ の ⑵

に 規 定 す る 金

額
⑸ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ か ら ⑷ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

ま で に 掲 げ る に 掲 げ る

申 請 を 除 申 請 を 除

く 。 ） 次 に く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 掲 げ る 金 額 を

合 算 し た 金 額 合 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

２ １ の 申 請 に 併 せ ２ １ の 申 請 に 併 せ

て 行 う 建 築 基 準 法 て 行 う 建 築 基 準 法

第 六 条 第 一 項 に 規 第 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 建 築 基 準 関 定 す る 建 築 基 準 関

係 規 定 に 適 合 す る 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 設 は 、 当 該 建 築 設

備 の 計 画 を 変 更 備 の 計 画 を 変 更

し た 建 築 設 備 に し た 建 築 設 備 に

あ つ て は 当 該 変 あ つ て は 当 該 変

更 に 係 る 一 の 建 更 に 係 る 一 の 建

築 設 備 ご と に 八 築 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 六 千 て は 、 六 千

円 ） 、 新 た に 設 円 ） 、 新 た に 設

置 す る 建 築 設 備 置 す る 建 築 設 備

に あ つ て は 前 項 に あ つ て は 前 項

の 下 欄 の ２ の ハ の 下 欄 の ２ の ハ

に 規 定 す る 金 額 に 規 定 す る 金 額

四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略 四 百 六 十 四 の 十 五 ～ 四 百 八 十 略

四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 八 十 一 長 期 優 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 良 住 宅 の 普 及 の 促 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次

進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算 進 に 関 す る 法 律 に 定 め る 金 額 を 合 算

（ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額 （ 平 成 二 十 年 法 律 し た 金 額

第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略 第 八 十 七 号 ） 第 五 １ 略

条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ 条 第 一 項 又 は 第 三 ２ １ の 申 請 に 併 せ

項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法 項 の 規 定 に 基 づ く て 行 う 建 築 基 準 法

長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規 長 期 優 良 住 宅 建 築 第 六 条 第 一 項 に 規

等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関 等 計 画 の 認 定 の 申 定 す る 建 築 基 準 関

請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る 請 に 対 す る 審 査 係 規 定 に 適 合 す る

か ど う か の 審 査 の か ど う か の 審 査 の

申 出 に 対 す る 審 査 申 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 額 次 に 掲 げ る 金 額

を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金 額

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

ハ 建 築 基 準 法 第 ハ 建 築 基 準 法 第

八 十 七 条 の 四 に 八 十 七 条 の 二 に

規 定 す る 建 築 設 規 定 す る 建 築 設

備 が 設 置 さ れ る 備 が 設 置 さ れ る

建 築 物 に つ い て 建 築 物 に つ い て

は 、 一 の 建 築 設 は 、 一 の 建 築 設

備 ご と に 一 万 五 備 ご と に 一 万 五

千 円 （ 小 荷 物 専 千 円 （ 小 荷 物 専

用 昇 降 機 に つ い 用 昇 降 機 に つ い

て は 、 七 千 円 ） て は 、 七 千 円 ）

四 百 八 十 一 の 二 略 四 百 八 十 一 の 二 略

四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請 四 百 八 十 一 の 三 長 次 に 掲 げ る 当 該 申 請

期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応 期 優 良 住 宅 の 普 及 を 行 う 者 の 区 分 に 応

の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 の 促 進 に 関 す る 法 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額 律 第 八 条 第 一 項 の め る 金 額

規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の 規 定 に 基 づ く 長 期 １ 長 期 優 良 住 宅 の

優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す 優 良 住 宅 建 築 等 計 普 及 の 促 進 に 関 す

画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一 画 の 変 更 の 認 定 の る 法 律 第 五 条 第 一

申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規 申 請 に 対 す る 審 査 項 又 は 第 三 項 の 規

定 に 基 づ く 申 請 に 定 に 基 づ く 申 請 に

よ り 認 定 を 受 け た よ り 認 定 を 受 け た

者 次 に 掲 げ る 審 者 次 に 掲 げ る 審

査 の 区 分 に 応 じ そ 査 の 区 分 に 応 じ そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 を 合 算 し た 金 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

イ 略 イ 略

ロ イ の 申 請 に 併 ロ イ の 申 請 に 併

せ て 行 う 建 築 基 せ て 行 う 建 築 基

準 法 第 六 条 第 一 準 法 第 六 条 第 一

項 に 規 定 す る 建 項 に 規 定 す る 建

築 基 準 関 係 規 定 築 基 準 関 係 規 定

に 適 合 す る か ど に 適 合 す る か ど

う か の 審 査 の 申 う か の 審 査 の 申

出 に 対 す る 審 査 出 に 対 す る 審 査

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 を 合 算 し た 金 額 を 合 算 し た 金

額 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 建 築 基 準 法 ⑶ 建 築 基 準 法

第 八 十 七 条 の 第 八 十 七 条 の

四 に 規 定 す る 二 に 規 定 す る

建 築 設 備 が 設 建 築 設 備 が 設

置 さ れ る 建 築 置 さ れ る 建 築

物 に つ い て 物 に つ い て

は 、 当 該 建 築 は 、 当 該 建 築

設 備 の 計 画 を 設 備 の 計 画 を

変 更 し た 建 築 変 更 し た 建 築

設 備 に あ つ て 設 備 に あ つ て

は 当 該 変 更 に は 当 該 変 更 に

係 る 一 の 建 築 係 る 一 の 建 築

設 備 ご と に 八 設 備 ご と に 八

千 円 （ 小 荷 物 千 円 （ 小 荷 物

専 用 昇 降 機 に 専 用 昇 降 機 に

つ い て は 、 六 つ い て は 、 六

千 円 ） 、 新 た 千 円 ） 、 新 た

に 設 置 す る 建 に 設 置 す る 建

築 設 備 に あ つ 築 設 備 に あ つ

て は 四 百 八 十 て は 四 百 八 十

一 の 項 の 下 欄 一 の 項 の 下 欄

の ２ の ハ に 規 の ２ の ハ に 規

定 す る 金 額 定 す る 金 額

２ 略 ２ 略

四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略 四 百 八 十 一 の 四 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 三 の 項 か ら 四 百 六

十 四 の 六 の 項 ま で の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分

に 限 る 。 ） 、 同 表 四 百 六 十 四 の 十 四 の 項 の 改 正 規 定 （ 同 項 の 下 欄 の ２ に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に

同 表 四 百 八 十 一 の 項 及 び 四 百 八 十 一 の 三 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
（ 文 書 学 事 課 ）



（45）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 年 金 管 理 者 ） （ 年 金 管 理 者 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金 ３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金

管 理 者 と な る こ と が で き な い 。 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。

一 心 身 の 故 障 に よ り 年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 一 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

適 正 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て 規 則 で

定 め る も の

二 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を 得 な 二 破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な

い 者 い 者

４ ～ ７ 略 ４ ～ ７ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の 条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ 日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ

ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は

法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第

、 又 は 死 亡 し た 職 員 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 （ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職

員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の ４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の

基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は

、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員

が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に

こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す

る 。 る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲

げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め

た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。

一 略 一 略

二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 職 員 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号

に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を 除 く 。 ）

三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該

基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に

離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除

く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

こ

た も の た も の

四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給

を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処

分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者

の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の

こ

（ 勤 勉 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）

第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お 員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基

準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に

退 職 し 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

、 て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命 ２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て 権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 超 え て は な ら な い 。 め る 額 を 超 え て は な ら な い 。

一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員

当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が 当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く

、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、

退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け 現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け

る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分

の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、 の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額 百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額

二 略 二 略

３ ～ ５ 略 ３ ～ ５ 略

（ 休 職 者 の 給 与 ） （ 休 職 者 の 給 与 ）

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す ６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す

る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員 る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員

に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 、 前 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 が な い 限 り 、 前

各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く ほ か 、 他 の い か な る 各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く 外 、 他 の い か な る

給 与 も 支 給 し な い 。 給 与 も 支 給 し な い 。

７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 ７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員

が 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退

職 し 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

、 又 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又

は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 そ れ ぞ れ 第 二 項 、 第 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 例 に よ る 額 の 期 末 手

当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 で な い 。

８ 略 ８ 略

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第 ４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第

一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末 一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末

手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ

る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例

第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か 第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か

ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基

準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は 準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は

「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号 「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号

中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇

月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失

職 し た 職 員 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失

」 と あ る の は 「 規 定 に 職 し た 職 員 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合

に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条 を 除 く 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条

第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職 第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職

し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中 し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中

「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ 「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ

て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」 て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」

と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任 と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任

命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当 （ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当

の 支 給 制 限 ） の 支 給 制 限 ）

第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か 第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を

し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一

般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承

継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め

て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者

の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非

違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、

当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程

度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ

す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を

行 う こ と が で き る 。 行 う こ と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し

た 者 た 者

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 退 職 手 当 ） （ 退 職 手 当 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 ２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当 す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当

該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支 た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支

払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該

退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及

び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又 び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又

は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

を し た 者 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者

３ ～ ７ 略 ３ ～ ７ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）



（46） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 年 金 管 理 者 ） （ 年 金 管 理 者 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金 ３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金

管 理 者 と な る こ と が で き な い 。 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。

一 心 身 の 故 障 に よ り 年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 一 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

適 正 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て 規 則 で

定 め る も の

二 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を 得 な 二 破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な

い 者 い 者

４ ～ ７ 略 ４ ～ ７ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の 条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ 日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ

ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は

法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第

、 又 は 死 亡 し た 職 員 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 （ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職

員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の ４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の

基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は

、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員

が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に

こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す

る 。 る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲

げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め

た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。

一 略 一 略

二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 職 員 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号

に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を 除 く 。 ）

三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該

基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に

離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除

く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

こ

た も の た も の

四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給

を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処

分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者

の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の

こ

（ 勤 勉 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）

第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お 員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基

準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に

退 職 し 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

、 て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命 ２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て 権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 超 え て は な ら な い 。 め る 額 を 超 え て は な ら な い 。

一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員

当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が 当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く

、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、

退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け 現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け

る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分

の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、 の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額 百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額

二 略 二 略

３ ～ ５ 略 ３ ～ ５ 略

（ 休 職 者 の 給 与 ） （ 休 職 者 の 給 与 ）

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す ６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す

る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員 る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員

に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 、 前 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 が な い 限 り 、 前

各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く ほ か 、 他 の い か な る 各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く 外 、 他 の い か な る

給 与 も 支 給 し な い 。 給 与 も 支 給 し な い 。

７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 ７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員

が 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退

職 し 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

、 又 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又

は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 そ れ ぞ れ 第 二 項 、 第 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 例 に よ る 額 の 期 末 手

当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 で な い 。

８ 略 ８ 略

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第 ４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第

一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末 一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末

手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ

る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例

第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か 第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か

ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基

準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は 準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は

「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号 「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号

中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇

月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失

職 し た 職 員 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失

」 と あ る の は 「 規 定 に 職 し た 職 員 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合

に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条 を 除 く 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条

第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職 第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職

し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中 し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中

「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ 「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ

て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」 て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」

と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任 と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任

命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当 （ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当

の 支 給 制 限 ） の 支 給 制 限 ）

第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か 第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を

し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一

般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承

継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め

て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者

の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非

違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、

当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程

度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ

す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を

行 う こ と が で き る 。 行 う こ と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し

た 者 た 者

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 退 職 手 当 ） （ 退 職 手 当 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 ２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当 す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当

該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支 た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支

払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該

退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及

び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又 び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又

は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

を し た 者 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者

３ ～ ７ 略 ３ ～ ７ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）



（47）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 年 金 管 理 者 ） （ 年 金 管 理 者 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金 ３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金

管 理 者 と な る こ と が で き な い 。 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。

一 心 身 の 故 障 に よ り 年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 一 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

適 正 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て 規 則 で

定 め る も の

二 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を 得 な 二 破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な

い 者 い 者

４ ～ ７ 略 ４ ～ ７ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の 条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ 日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ

ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は

法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第

、 又 は 死 亡 し た 職 員 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 （ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職

員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の ４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の

基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は

、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員

が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に

こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す

る 。 る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲

げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め

た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。

一 略 一 略

二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 職 員 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号

に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を 除 く 。 ）

三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該

基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に

離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除

く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

こ

た も の た も の

四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給

を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処

分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者

の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の

こ

（ 勤 勉 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）

第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お 員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基

準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に

退 職 し 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

、 て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命 ２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て 権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 超 え て は な ら な い 。 め る 額 を 超 え て は な ら な い 。

一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員

当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が 当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く

、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、

退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け 現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け

る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分

の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、 の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額 百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額

二 略 二 略

３ ～ ５ 略 ３ ～ ５ 略

（ 休 職 者 の 給 与 ） （ 休 職 者 の 給 与 ）

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す ６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す

る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員 る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員

に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 、 前 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 が な い 限 り 、 前

各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く ほ か 、 他 の い か な る 各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く 外 、 他 の い か な る

給 与 も 支 給 し な い 。 給 与 も 支 給 し な い 。

７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 ７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員

が 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退

職 し 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

、 又 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又

は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 そ れ ぞ れ 第 二 項 、 第 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 例 に よ る 額 の 期 末 手

当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 で な い 。

８ 略 ８ 略

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第 ４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第

一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末 一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末

手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ

る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例

第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か 第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か

ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基

準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は 準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は

「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号 「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号

中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇

月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失

職 し た 職 員 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失

」 と あ る の は 「 規 定 に 職 し た 職 員 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合

に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条 を 除 く 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条

第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職 第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職

し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中 し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中

「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ 「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ

て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」 て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」

と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任 と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任

命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当 （ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当

の 支 給 制 限 ） の 支 給 制 限 ）

第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か 第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を

し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一

般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承

継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め

て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者

の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非

違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、

当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程

度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ

す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を

行 う こ と が で き る 。 行 う こ と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し

た 者 た 者

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 退 職 手 当 ） （ 退 職 手 当 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 ２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当 す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当

該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支 た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支

払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該

退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及

び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又 び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又

は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

を し た 者 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者

３ ～ ７ 略 ３ ～ ７ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）



（48） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 年 金 管 理 者 ） （ 年 金 管 理 者 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 略 ２ 略

３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金 ３ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年 金

管 理 者 と な る こ と が で き な い 。 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。

一 心 身 の 故 障 に よ り 年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 一 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人

適 正 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て 規 則 で

定 め る も の

二 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を 得 な 二 破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な

い 者 い 者

４ ～ ７ 略 ４ ～ ７ 略

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一 第 二 十 条 期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ

ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の 条 及 び 第 二 十 条 の 三 第 一 項 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ 日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ

ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は

法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第

、 又 は 死 亡 し た 職 員 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 （ 第 二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職

員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の ４ 前 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ の

基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は

、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 ） に お い て 職 員

が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶 養 手 当 の 月 額 並 び に

こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す

る 。 る 。

５ ・ ６ 略 ５ ・ ６ 略

第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 第 二 十 条 の 二 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 （ 第 四 号 に 掲

げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め

た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な い 。

一 略 一 略

二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 二 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 職 員 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号

に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を 除 く 。 ）

三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 三 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該

基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に

離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除

く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日

の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

こ

た も の た も の

四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 四 次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給

を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者 （ 当 該 処

分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 者

の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の

こ

（ 勤 勉 手 当 ） （ 勤 勉 手 当 ）

第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 第 二 十 条 の 四 勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 月 一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お 員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 け る そ の 者 の 勤 務 成 績 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基

準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日

に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に

退 職 し 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

、 て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る

職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。

２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命 ２ 勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任 命

権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て 権 者 が 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の 場 合

に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員

の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 超 え て は な ら な い 。 め る 額 を 超 え て は な ら な い 。

一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 一 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員

当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が 当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く

、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、

退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け 現 在 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け

る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分

の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、 の 九 十 二 ・ 五 （ 特 定 幹 部 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額 百 分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額

二 略 二 略

３ ～ ５ 略 ３ ～ ５ 略

（ 休 職 者 の 給 与 ） （ 休 職 者 の 給 与 ）

第 二 十 二 条 略 第 二 十 二 条 略

２ ～ ５ 略 ２ ～ ５ 略

６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す ６ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 及 び 職 員 の 分 限 に 関 す

る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員 る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 休 職 に さ れ た 職 員

に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 、 前 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 が な い 限 り 、 前

各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く ほ か 、 他 の い か な る 各 項 に 定 め る 給 与 を 除 く 外 、 他 の い か な る

給 与 も 支 給 し な い 。 給 与 も 支 給 し な い 。

７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 ７ 第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職 員

が 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退

職 し 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

、 又 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又

は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 そ れ ぞ れ 第 二 項 、 第 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 例 に よ る 額 の 期 末 手

当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 当 を 支 給 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。 で な い 。

８ 略 ８ 略

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 期 末 手 当 ） （ 期 末 手 当 ）

第 四 条 略 第 四 条 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第 ４ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 及 び 第 二 十 条 の 三 第

一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末 一 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 知 事 等 の 期 末

手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 手 当 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ

る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 る の は 「 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例

第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か 第 四 条 第 一 項 」 と 、 同 条 第 一 号 中 「 基 準 日 か

ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基

準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は 準 日 か ら 」 と 、 「 を 受 け た 職 員 」 と あ る の は

「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号 「 に 準 ず る 処 分 を 受 け た 者 」 と 、 同 条 第 二 号

中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇 中 「 基 準 日 か ら 」 と あ る の は 「 基 準 日 前 一 箇

月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 」 と 、 「 規 定 に よ り 失

職 し た 職 員 職 し た 職 員 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失

」 と あ る の は 「 規 定 に 職 し た 職 員 を 除 く 。 ） 」 と あ る の は 「 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合

に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条 を 除 く 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 」 と 、 同 条

第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職 第 三 号 中 「 離 職 し た 職 員 」 と あ る の は 「 離 職

し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中 し た 者 」 と 、 給 与 条 例 第 二 十 条 の 三 第 一 項 中

「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ 「 任 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 、 「 さ れ

て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」 て い た 職 員 」 と あ る の は 「 さ れ て い た 者 」

と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任 と 、 同 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 中 「 任

命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も 命 権 者 」 と あ る の は 「 知 事 」 と 読 み 替 え る も

の と す る 。 の と す る 。

（ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当 （ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職 手 当

の 支 給 制 限 ） の 支 給 制 限 ）

第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か 第 十 四 条 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を

し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一

般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承

継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め

て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者

の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非

違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 違 の 内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、

当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程

度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ

す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を

行 う こ と が で き る 。 行 う こ と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を し

た 者 た 者

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 栃 木 県 企 業 局 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五

十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 退 職 手 当 ） （ 退 職 手 当 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 ２ 退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当 す る と き は 、 管 理 者 の 権 限 を 行 う 知 事 は 、 当

該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し 該 退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支 た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 の 額 の 支

払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該

退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 任 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及

び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又 び 程 度 等 を 勘 案 し て 、 当 該 退 職 手 当 の 全 部 又

は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ

と が で き る 。 と が で き る 。

一 略 一 略

二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 二 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に

よ る 失 職 よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 す る

を し た 者 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者

３ ～ ７ 略 ３ ～ ７ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 成 年 被 後 見 人 等 の 権 利 の 制 限 に 係 る 措 置

の 適 正 化 等 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 四 十 四 条 の

規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 旧 地 方 公 務 員 法 」

と い う 。 ） 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 旧 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職

員 に 係 る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 の 支 給 に つ い て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 給 与 に 関

す る 条 例 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 四 項 、 第 二 十 条 の 二 第 二 号 （ 同 条 例 第 二 十 条 の 四 第 五 項 及 び 第 二

十 二 条 第 八 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 十 条 の 四 第 一 項 及 び 第 二 項 第 一 号 並 び に 第

二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ 施 行 日 前 に 旧 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 失 職 （ 旧 地 方 公 務 員 法 第 十 六 条 第 一

号 に 該 当 す る 場 合 に 限 る 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 に 係 る 期 末 手 当 の 支 給 に つ い て は 、 第 三 条 の

規 定 に よ る 改 正 後 の 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 第 四 条 第 四 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。

（ 障 害 福 祉 課 ）
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２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 成 年 被 後 見 人 等 の 権 利 の 制 限 に 係 る 措 置

の 適 正 化 等 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 四 十 四 条 の

規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 旧 地 方 公 務 員 法 」

と い う 。 ） 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 旧 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職

員 に 係 る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 の 支 給 に つ い て は 、 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 給 与 に 関

す る 条 例 第 二 十 条 第 一 項 及 び 第 四 項 、 第 二 十 条 の 二 第 二 号 （ 同 条 例 第 二 十 条 の 四 第 五 項 及 び 第 二

十 二 条 第 八 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 十 条 の 四 第 一 項 及 び 第 二 項 第 一 号 並 び に 第

二 十 二 条 第 七 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

３ 施 行 日 前 に 旧 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 失 職 （ 旧 地 方 公 務 員 法 第 十 六 条 第 一

号 に 該 当 す る 場 合 に 限 る 。 ） に 準 ず る 退 職 を し た 者 に 係 る 期 末 手 当 の 支 給 に つ い て は 、 第 三 条 の

規 定 に よ る 改 正 後 の 知 事 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 第 四 条 第 四 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。

（ 障 害 福 祉 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 避 難 経 路 の 確 保 ） （ 避 難 経 路 の 確 保 ）) ) ) ) ) ) ) )

第 九 条 法 別 表 第 一 い 欄 一 項 、 二 項 又 は 四 項 に 第 九 条 法 別 表 第 一 い 欄 一 項 、 二 項 又 は 四 項 に( ( ( ( ( ( ( (

掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物 で 、 こ れ ら の 掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物 で 、 こ れ ら の

用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千 平 方 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千 平 方

メ ー ト ル を 超 え 、 地 階 又 は 三 階 以 上 の 階 に 居 メ ー ト ル を 超 え 、 地 階 又 は 三 階 以 上 の 階 に 居

室 を 有 し 、 か つ 、 主 要 構 造 部 を 耐 火 構 造 又 は 室 を 有 し 、 か つ 、 主 要 構 造 部 を 耐 火 構 造 又 は

令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ

る 基 準 に 適 合 す る 構 造 と し た も の の 避 難 階 に る 基 準 に 適 合 す る 構 造 と し た も の の 避 難 階 に

お け る 屋 内 の 階 段 （ 避 難 階 か ら 直 上 階 又 は 直 お け る 屋 内 の 階 段 （ 避 難 階 か ら 直 上 階 又 は 直

下 階 の み に 通 ず る 階 段 を 除 く 。 ） か ら 屋 外 へ 下 階 の み に 通 ず る 階 段 を 除 く 。 ） か ら 屋 外 へ

の 出 口 に 至 る 歩 行 距 離 が 令 第 百 二 十 条 に 規 定 の 出 口 に 至 る 歩 行 距 離 が 令 第 百 二 十 条 に 規 定

す る 数 値 以 下 と な る 出 口 の 一 に 至 る 歩 行 経 路 す る 数 値 以 下 と な る 出 口 の 一 に 至 る 歩 行 経 路

に 係 る 部 分 （ 当 該 部 分 か ら 人 が 出 入 す る こ と に 係 る 部 分 （ 当 該 部 分 か ら 人 が 出 入 す る こ と

の で き る 便 所 そ の 他 こ れ に 類 す る も の を 含 の で き る 便 所 そ の 他 こ れ に 類 す る も の を 含

む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 当 該 部 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 当 該 部

分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し く は 令 第 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し く は 令 第

百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ る 基 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ る 基

準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 法 第 二 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 法 第 二

条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百

十 二 条 第 十 八 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る 十 二 条 第 十 三 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る

も の で 区 画 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 も の で 区 画 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当

該 歩 行 経 路 に 係 る 部 分 に ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 該 歩 行 経 路 に 係 る 部 分 に ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

そ の 他 こ れ に 類 す る も の で 自 動 式 の も の 及 び そ の 他 こ れ に 類 す る も の で 自 動 式 の も の 及 び

令 第 百 二 十 六 条 の 三 の 規 定 に 適 合 す る 排 煙 設 令 第 百 二 十 六 条 の 三 の 規 定 に 適 合 す る 排 煙 設

備 を 設 け る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 備 を 設 け る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 防 火 区 画 を 貫 通 す る 風 道 に 設 け る 防 火 設 （ 防 火 区 画 を 貫 通 す る 風 道 に 設 け る 防 火 設

備 ） 備 ）

第 十 条 前 条 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 第 十 条 前 条 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第

三 十 一 条 の 規 定 に よ り 区 画 さ れ た 部 分 を 貫 通 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 区 画 さ れ た 部 分 を 貫 通

す る 換 気 、 暖 房 又 は 冷 房 の 設 備 の 風 道 に は 、 す る 換 気 、 暖 房 又 は 冷 房 の 設 備 の 風 道 に は 、

当 該 貫 通 す る 部 分 又 は こ れ に 近 接 す る 部 分 に 当 該 貫 通 す る 部 分 又 は こ れ に 近 接 す る 部 分 に

法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で

令 第 百 十 二 条 第 二 十 項 の 規 定 に 適 合 す る も の 令 第 百 十 二 条 第 十 五 項 の 規 定 に 適 合 す る も の

を 設 け な け れ ば な ら な い 。 を 設 け な け れ ば な ら な い 。

（ 歩 行 経 路 の 制 限 ） （ 歩 行 経 路 の 制 限 ）

第 二 十 九 条 ホ テ ル 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 第 二 十 九 条 ホ テ ル 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で

令 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 避 難 階 又 令 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 避 難 階 又

は 地 上 に 通 ず る 二 以 上 の 直 通 階 段 を 有 す る も は 地 上 に 通 ず る 二 以 上 の 直 通 階 段 を 有 す る も

の の 三 階 以 上 の 階 の 宿 泊 室 の 出 口 か ら 各 直 通 の の 三 階 以 上 の 階 の 宿 泊 室 の 出 口 か ら 各 直 通

階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 の 全 て に 共 通 の 重 階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 の 全 て に 共 通 の 重

複 区 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 重 複 区 間 」 と 複 区 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 重 複 区 間 」 と

い う 。 ） が あ る と き に お け る 重 複 区 間 の 長 さ い う 。 ） が あ る と き に お け る 重 複 区 間 の 長 さ

は 、 十 メ ー ト ル 未 満 と し な け れ ば な ら な い 。 は 、 十 メ ー ト ル 未 満 と し な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 階 に た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 階 に

つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

一 宿 泊 室 の 出 口 か ら 避 難 階 又 は 地 上 に 通 ず 一 宿 泊 室 の 出 口 か ら 避 難 階 又 は 地 上 に 通 ず

る 直 通 階 段 に 通 ず る 廊 下 そ の 他 の 通 路 が 、 る 直 通 階 段 に 通 ず る 廊 下 そ の 他 の 通 路 が 、

当 該 部 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し 当 該 部 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し

く は 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ く は 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ

に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は

壁 又 は 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 壁 又 は 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防

火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 第 十 八 項 第 二 号 に 規 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 第 十 三 項 第 二 号 に 規

定 す る 構 造 で あ る も の で 区 画 さ れ て い る 階 定 す る 構 造 で あ る も の で 区 画 さ れ て い る 階

二 略 二 略

２ 略 ２ 略

（ 防 火 区 画 ） （ 防 火 区 画 ）

第 三 十 一 条 建 築 物 の 一 部 が ホ テ ル 等 の 用 途 に 第 三 十 一 条 建 築 物 の 一 部 が ホ テ ル 等 の 用 途 に

供 す る も の で 、 階 数 が 二 で あ り 、 か つ 、 そ の 供 す る も の で 、 階 数 が 二 で あ り 、 か つ 、 そ の

用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル を 超 え る も の は 、 当 該 部 分 と そ の 他 メ ー ト ル を 超 え る も の は 、 当 該 部 分 と そ の 他

の 部 分 と を 準 耐 火 構 造 の 壁 又 は 法 第 二 条 第 九 の 部 分 と を 準 耐 火 構 造 の 壁 又 は 法 第 二 条 第 九

号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条

第 十 八 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る も の で 第 十 三 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る も の で

区 画 し な け れ ば な ら な い 。 区 画 し な け れ ば な ら な い 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 建 築 課 ）



（50） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 名 称 及 び 位 置 ） （ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お 第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称 位 置 名 称 位 置

略 略

栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市 栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市

栃 木 県 総 合 運 動 公 宇 都 宮 市

園 北 ・ 中 央 エ リ ア

（ 利 用 の 許 可 ） （ 利 用 の 許 可 ）

第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、 第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、

附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い 附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い

う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め

知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技 し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技

場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧 場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧

降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体 降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体

育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道

場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー 立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー

ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 、 栃 木 県 体 育 館 分 館 立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 又 は 栃 木 県 体 育 館 分

又 は 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 陸 館

上 競 技 場 、 第 二 陸 上 競 技 場 、 水 泳 場 、 相 撲

場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 若 し く は 武 道 館 （ 第 八 条 （ 第 八 条

に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用 に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用

し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用 第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用

者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 者

利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 利 用 料 金 ） （ 利 用 料 金 ）

第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム 第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム

の 許 可 利 用 者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 の 許 可 利 用 者

央 エ リ ア の 利 用 者 を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に

係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指

定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

別 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

８栃木県総合運動公園北・中央エリア使用料

⑴運動施設

ア普通利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後９時まで

利用者

陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 250円

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

第２陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 120円

(ｳ) 水泳場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

中学校生徒以下（ １人１回につき） 100円

その他の者（ １人１回につき） 220円

(ｴ) 相撲場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

相撲場を利用する者（１人１回につき） 100円

(ｵ) トレニング室ー

利用時間午前８時3 0分から午後９時まで

利用者 （ ４時間につき）

高校生等以下 200円

そ の 他 の 者 400円

(ｶ) 武道館

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用者 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

高校生等以下
210円 210円 210円

（ １人１回につき）

その他の者
430円 430円 430円

（ １人１回につき）

イ専用利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間午前８時30分正午から午前８時30分午後６時から

から午後６時

利用区分 から正午まで午後６時までま で午後９時まで

アマチュ
入場料を徴収

21,100円28,500円48,100円23,800円

アスポ
しない場合

ー

ツに利用

する場合
入場料を徴収

52,700円71,200円120,000円59,500円
する場合

アマチュ入場料を徴収
52,700円71,200円120,000円59,500円

アスポしない場合ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収
527,000円712,000円1,200,000円595,000円

場合する場合

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
15,500円 21,100円 35,800円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
38,700円 52,700円 89,500円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
38,700円 52,700円 89,500円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
387,000円 527,000円 895,000円

(ｳ) 野球場（本球場）

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
6,520円 10,100円 14,500円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
16,300円 25,200円 36,200円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
16,300円 25,200円 36,200円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
163,000円 252,000円 362,000円

(ｴ) 野球場Ａ

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
2,910円 3,800円 6,400円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
7,270円 9,500円 16,000円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
72,700円 95,000円 160,000円

(ｵ) 野球場Ｂ

(ｴ)の表と同じ。

(ｶ) 野球場Ｃ

(ｴ)の表と同じ。

(ｷ) ウォムアップ場ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
560円 730円 1,230円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
1,400円 1,820円 3,070円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
1,400円 1,820円 3,070円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
14,000円 18,200円 30,700円

(ｸ) サッカ・ラグビ場ー ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

アマチュ
入場料を徴収

アスポ
しない場合

2,910円 3,800円 6,400円

ー

ツに利用
１

する場合
入場料を徴収

面 する場合
7,270円 9,500円 16,000円

の

利アマチュ入場料を徴収

用アスポしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収

場合する場合
72,700円 95,000円 160,000円

栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 避 難 経 路 の 確 保 ） （ 避 難 経 路 の 確 保 ）) ) ) ) ) ) ) )

第 九 条 法 別 表 第 一 い 欄 一 項 、 二 項 又 は 四 項 に 第 九 条 法 別 表 第 一 い 欄 一 項 、 二 項 又 は 四 項 に( ( ( ( ( ( ( (

掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物 で 、 こ れ ら の 掲 げ る 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物 で 、 こ れ ら の

用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千 平 方 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 千 平 方

メ ー ト ル を 超 え 、 地 階 又 は 三 階 以 上 の 階 に 居 メ ー ト ル を 超 え 、 地 階 又 は 三 階 以 上 の 階 に 居

室 を 有 し 、 か つ 、 主 要 構 造 部 を 耐 火 構 造 又 は 室 を 有 し 、 か つ 、 主 要 構 造 部 を 耐 火 構 造 又 は

令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ

る 基 準 に 適 合 す る 構 造 と し た も の の 避 難 階 に る 基 準 に 適 合 す る 構 造 と し た も の の 避 難 階 に

お け る 屋 内 の 階 段 （ 避 難 階 か ら 直 上 階 又 は 直 お け る 屋 内 の 階 段 （ 避 難 階 か ら 直 上 階 又 は 直

下 階 の み に 通 ず る 階 段 を 除 く 。 ） か ら 屋 外 へ 下 階 の み に 通 ず る 階 段 を 除 く 。 ） か ら 屋 外 へ

の 出 口 に 至 る 歩 行 距 離 が 令 第 百 二 十 条 に 規 定 の 出 口 に 至 る 歩 行 距 離 が 令 第 百 二 十 条 に 規 定

す る 数 値 以 下 と な る 出 口 の 一 に 至 る 歩 行 経 路 す る 数 値 以 下 と な る 出 口 の 一 に 至 る 歩 行 経 路

に 係 る 部 分 （ 当 該 部 分 か ら 人 が 出 入 す る こ と に 係 る 部 分 （ 当 該 部 分 か ら 人 が 出 入 す る こ と

の で き る 便 所 そ の 他 こ れ に 類 す る も の を 含 の で き る 便 所 そ の 他 こ れ に 類 す る も の を 含

む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 当 該 部 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 当 該 部

分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し く は 令 第 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し く は 令 第

百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ る 基 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ に 掲 げ る 基

準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 法 第 二 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は 壁 又 は 法 第 二

条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百

十 二 条 第 十 八 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る 十 二 条 第 十 三 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る

も の で 区 画 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 も の で 区 画 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当

該 歩 行 経 路 に 係 る 部 分 に ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 該 歩 行 経 路 に 係 る 部 分 に ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

そ の 他 こ れ に 類 す る も の で 自 動 式 の も の 及 び そ の 他 こ れ に 類 す る も の で 自 動 式 の も の 及 び

令 第 百 二 十 六 条 の 三 の 規 定 に 適 合 す る 排 煙 設 令 第 百 二 十 六 条 の 三 の 規 定 に 適 合 す る 排 煙 設

備 を 設 け る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 備 を 設 け る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 防 火 区 画 を 貫 通 す る 風 道 に 設 け る 防 火 設 （ 防 火 区 画 を 貫 通 す る 風 道 に 設 け る 防 火 設

備 ） 備 ）

第 十 条 前 条 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 第 十 条 前 条 、 第 二 十 九 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第

三 十 一 条 の 規 定 に よ り 区 画 さ れ た 部 分 を 貫 通 三 十 一 条 の 規 定 に よ り 区 画 さ れ た 部 分 を 貫 通

す る 換 気 、 暖 房 又 は 冷 房 の 設 備 の 風 道 に は 、 す る 換 気 、 暖 房 又 は 冷 房 の 設 備 の 風 道 に は 、

当 該 貫 通 す る 部 分 又 は こ れ に 近 接 す る 部 分 に 当 該 貫 通 す る 部 分 又 は こ れ に 近 接 す る 部 分 に

法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で

令 第 百 十 二 条 第 二 十 項 の 規 定 に 適 合 す る も の 令 第 百 十 二 条 第 十 五 項 の 規 定 に 適 合 す る も の

を 設 け な け れ ば な ら な い 。 を 設 け な け れ ば な ら な い 。

（ 歩 行 経 路 の 制 限 ） （ 歩 行 経 路 の 制 限 ）

第 二 十 九 条 ホ テ ル 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 第 二 十 九 条 ホ テ ル 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で

令 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 避 難 階 又 令 第 百 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 避 難 階 又

は 地 上 に 通 ず る 二 以 上 の 直 通 階 段 を 有 す る も は 地 上 に 通 ず る 二 以 上 の 直 通 階 段 を 有 す る も

の の 三 階 以 上 の 階 の 宿 泊 室 の 出 口 か ら 各 直 通 の の 三 階 以 上 の 階 の 宿 泊 室 の 出 口 か ら 各 直 通

階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 の 全 て に 共 通 の 重 階 段 に 至 る 通 常 の 歩 行 経 路 の 全 て に 共 通 の 重

複 区 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 重 複 区 間 」 と 複 区 間 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 重 複 区 間 」 と

い う 。 ） が あ る と き に お け る 重 複 区 間 の 長 さ い う 。 ） が あ る と き に お け る 重 複 区 間 の 長 さ

は 、 十 メ ー ト ル 未 満 と し な け れ ば な ら な い 。 は 、 十 メ ー ト ル 未 満 と し な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 階 に た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 階 に

つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

一 宿 泊 室 の 出 口 か ら 避 難 階 又 は 地 上 に 通 ず 一 宿 泊 室 の 出 口 か ら 避 難 階 又 は 地 上 に 通 ず

る 直 通 階 段 に 通 ず る 廊 下 そ の 他 の 通 路 が 、 る 直 通 階 段 に 通 ず る 廊 下 そ の 他 の 通 路 が 、

当 該 部 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し 当 該 部 分 と そ の 他 の 部 分 と を 耐 火 構 造 若 し

く は 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ く は 令 第 百 八 条 の 三 第 一 項 第 一 号 イ 及 び ロ

に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 構 造 の 床 若 し く は

壁 又 は 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 壁 又 は 法 第 二 条 第 九 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防

火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 第 十 八 項 第 二 号 に 規 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 第 十 三 項 第 二 号 に 規

定 す る 構 造 で あ る も の で 区 画 さ れ て い る 階 定 す る 構 造 で あ る も の で 区 画 さ れ て い る 階

二 略 二 略

２ 略 ２ 略

（ 防 火 区 画 ） （ 防 火 区 画 ）

第 三 十 一 条 建 築 物 の 一 部 が ホ テ ル 等 の 用 途 に 第 三 十 一 条 建 築 物 の 一 部 が ホ テ ル 等 の 用 途 に

供 す る も の で 、 階 数 が 二 で あ り 、 か つ 、 そ の 供 す る も の で 、 階 数 が 二 で あ り 、 か つ 、 そ の

用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル を 超 え る も の は 、 当 該 部 分 と そ の 他 メ ー ト ル を 超 え る も の は 、 当 該 部 分 と そ の 他

の 部 分 と を 準 耐 火 構 造 の 壁 又 は 法 第 二 条 第 九 の 部 分 と を 準 耐 火 構 造 の 壁 又 は 法 第 二 条 第 九

号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条 号 の 二 ロ に 規 定 す る 防 火 設 備 で 令 第 百 十 二 条

第 十 八 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る も の で 第 十 三 項 第 二 号 に 規 定 す る 構 造 で あ る も の で

区 画 し な け れ ば な ら な い 。 区 画 し な け れ ば な ら な い 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 建 築 課 ）



（51）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 名 称 及 び 位 置 ） （ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お 第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称 位 置 名 称 位 置

略 略

栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市 栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市

栃 木 県 総 合 運 動 公 宇 都 宮 市

園 北 ・ 中 央 エ リ ア

（ 利 用 の 許 可 ） （ 利 用 の 許 可 ）

第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、 第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、

附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い 附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い

う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め

知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技 し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技

場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧 場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧

降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体 降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体

育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道

場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー 立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー

ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 、 栃 木 県 体 育 館 分 館 立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 又 は 栃 木 県 体 育 館 分

又 は 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 陸 館

上 競 技 場 、 第 二 陸 上 競 技 場 、 水 泳 場 、 相 撲

場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 若 し く は 武 道 館 （ 第 八 条 （ 第 八 条

に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用 に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用

し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用 第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用

者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 者

利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 利 用 料 金 ） （ 利 用 料 金 ）

第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム 第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム

の 許 可 利 用 者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 の 許 可 利 用 者

央 エ リ ア の 利 用 者 を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に

係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指

定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

別 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

８栃木県総合運動公園北・中央エリア使用料

⑴運動施設

ア普通利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後９時まで

利用者

陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 250円

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

第２陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 120円

(ｳ) 水泳場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

中学校生徒以下（ １人１回につき） 100円

その他の者（ １人１回につき） 220円

(ｴ) 相撲場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

相撲場を利用する者（１人１回につき） 100円

(ｵ) トレニング室ー

利用時間午前８時3 0分から午後９時まで

利用者 （ ４時間につき）

高校生等以下 200円

そ の 他 の 者 400円

(ｶ) 武道館

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用者 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

高校生等以下
210円 210円 210円

（ １人１回につき）

その他の者
430円 430円 430円

（ １人１回につき）

イ専用利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間午前８時30分正午から午前８時30分午後６時から

から午後６時

利用区分 から正午まで午後６時までま で午後９時まで

アマチュ
入場料を徴収

21,100円28,500円48,100円23,800円

アスポ
しない場合

ー

ツに利用

する場合
入場料を徴収

52,700円71,200円120,000円59,500円
する場合

アマチュ入場料を徴収
52,700円71,200円120,000円59,500円

アスポしない場合ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収
527,000円712,000円1,200,000円595,000円

場合する場合

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
15,500円 21,100円 35,800円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
38,700円 52,700円 89,500円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
38,700円 52,700円 89,500円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
387,000円 527,000円 895,000円

(ｳ) 野球場（本球場）

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
6,520円 10,100円 14,500円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
16,300円 25,200円 36,200円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
16,300円 25,200円 36,200円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
163,000円 252,000円 362,000円

(ｴ) 野球場Ａ

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
2,910円 3,800円 6,400円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
7,270円 9,500円 16,000円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
72,700円 95,000円 160,000円

(ｵ) 野球場Ｂ

(ｴ)の表と同じ。

(ｶ) 野球場Ｃ

(ｴ)の表と同じ。

(ｷ) ウォムアップ場ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
560円 730円 1,230円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
1,400円 1,820円 3,070円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
1,400円 1,820円 3,070円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
14,000円 18,200円 30,700円

(ｸ) サッカ・ラグビ場ー ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

アマチュ
入場料を徴収

アスポ
しない場合

2,910円 3,800円 6,400円

ー

ツに利用
１

する場合
入場料を徴収

面 する場合
7,270円 9,500円 16,000円

の

利アマチュ入場料を徴収

用アスポしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収

場合する場合
72,700円 95,000円 160,000円



（52） 栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 名 称 及 び 位 置 ） （ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お 第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称 位 置 名 称 位 置

略 略

栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市 栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市

栃 木 県 総 合 運 動 公 宇 都 宮 市

園 北 ・ 中 央 エ リ ア

（ 利 用 の 許 可 ） （ 利 用 の 許 可 ）

第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、 第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、

附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い 附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い

う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め

知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技 し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技

場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧 場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧

降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体 降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体

育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道

場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー 立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー

ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 、 栃 木 県 体 育 館 分 館 立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 又 は 栃 木 県 体 育 館 分

又 は 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 陸 館

上 競 技 場 、 第 二 陸 上 競 技 場 、 水 泳 場 、 相 撲

場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 若 し く は 武 道 館 （ 第 八 条 （ 第 八 条

に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用 に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用

し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用 第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用

者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 者

利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 利 用 料 金 ） （ 利 用 料 金 ）

第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム 第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム

の 許 可 利 用 者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 の 許 可 利 用 者

央 エ リ ア の 利 用 者 を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に

係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指

定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

別 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

８栃木県総合運動公園北・中央エリア使用料

⑴運動施設

ア普通利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後９時まで

利用者

陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 250円

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

第２陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 120円

(ｳ) 水泳場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

中学校生徒以下（ １人１回につき） 100円

その他の者（ １人１回につき） 220円

(ｴ) 相撲場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

相撲場を利用する者（１人１回につき） 100円

(ｵ) トレニング室ー

利用時間午前８時3 0分から午後９時まで

利用者 （ ４時間につき）

高校生等以下 200円

そ の 他 の 者 400円

(ｶ) 武道館

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用者 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

高校生等以下
210円 210円 210円

（ １人１回につき）

その他の者
430円 430円 430円

（ １人１回につき）

イ専用利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間午前８時30分正午から午前８時30分午後６時から

から午後６時

利用区分 から正午まで午後６時までま で午後９時まで

アマチュ
入場料を徴収

21,100円28,500円48,100円23,800円

アスポ
しない場合

ー

ツに利用

する場合
入場料を徴収

52,700円71,200円120,000円59,500円
する場合

アマチュ入場料を徴収
52,700円71,200円120,000円59,500円

アスポしない場合ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収
527,000円712,000円1,200,000円595,000円

場合する場合

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
15,500円 21,100円 35,800円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
38,700円 52,700円 89,500円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
38,700円 52,700円 89,500円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
387,000円 527,000円 895,000円

(ｳ) 野球場（本球場）

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
6,520円 10,100円 14,500円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
16,300円 25,200円 36,200円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
16,300円 25,200円 36,200円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
163,000円 252,000円 362,000円

(ｴ) 野球場Ａ

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
2,910円 3,800円 6,400円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
7,270円 9,500円 16,000円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
72,700円 95,000円 160,000円

(ｵ) 野球場Ｂ

(ｴ)の表と同じ。

(ｶ) 野球場Ｃ

(ｴ)の表と同じ。

(ｷ) ウォムアップ場ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
560円 730円 1,230円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
1,400円 1,820円 3,070円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
1,400円 1,820円 3,070円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
14,000円 18,200円 30,700円

(ｸ) サッカ・ラグビ場ー ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

アマチュ
入場料を徴収

アスポ
しない場合

2,910円 3,800円 6,400円

ー

ツに利用
１

する場合
入場料を徴収

面 する場合
7,270円 9,500円 16,000円

の

利アマチュ入場料を徴収

用アスポしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収

場合する場合
72,700円 95,000円 160,000円



（53）栃 木 県 公 報 号外第24号令和元（2019）年10月11日　金曜日

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 名 称 及 び 位 置 ） （ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お 第 二 条 体 育 施 設 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称 位 置 名 称 位 置

略 略

栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市 栃 木 県 体 育 館 分 館 宇 都 宮 市

栃 木 県 総 合 運 動 公 宇 都 宮 市

園 北 ・ 中 央 エ リ ア

（ 利 用 の 許 可 ） （ 利 用 の 許 可 ）

第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、 第 三 条 体 育 施 設 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る 施 設 、

附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い 附 属 設 備 及 び 器 具 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い

う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 あ ら か じ め

知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技 し 、 栃 木 県 体 育 館 の 本 館 若 し く は 別 館 の 競 技

場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧 場 、 弓 道 場 若 し く は プ ー ル 、 栃 木 県 立 日 光 霧

降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体 降 ア イ ス ア リ ー ナ の 競 技 場 、 栃 木 県 立 県 南 体

育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー ナ 、 柔 道

場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 場 、 剣 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー 立 県 北 体 育 館 の メ イ ン ア リ ー ナ 、 サ ブ ア リ ー

ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県 ナ 、 武 道 場 若 し く は ト レ ー ニ ン グ 室 、 栃 木 県

立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 、 栃 木 県 体 育 館 分 館 立 温 水 プ ー ル 館 の プ ー ル 又 は 栃 木 県 体 育 館 分

又 は 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 陸 館

上 競 技 場 、 第 二 陸 上 競 技 場 、 水 泳 場 、 相 撲

場 、 ト レ ー ニ ン グ 室 若 し く は 武 道 館 （ 第 八 条 （ 第 八 条

に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用 に お い て 「 特 定 施 設 」 と い う 。 ） を 普 通 利 用

し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な し よ う と す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用 第 十 条 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム の 許 可 利 用

者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 央 エ リ ア の 者

利 用 者 は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け は 、 別 表 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 利 用 料 金 ） （ 利 用 料 金 ）

第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム 第 十 三 条 利 用 者 （ 栃 木 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム

の 許 可 利 用 者 及 び 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 北 ・ 中 の 許 可 利 用 者

央 エ リ ア の 利 用 者 を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に を 除 く 。 ） は 、 当 該 利 用 に

係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」 と い う 。 ） を 指

定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 定 管 理 者 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

別 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

８栃木県総合運動公園北・中央エリア使用料

⑴運動施設

ア普通利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後９時まで

利用者

陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 250円

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

第２陸上競技場を利用する者（１人１回につき） 120円

(ｳ) 水泳場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

中学校生徒以下（ １人１回につき） 100円

その他の者（ １人１回につき） 220円

(ｴ) 相撲場

利用時間
午前８時3 0分から午後６時まで

利用者

相撲場を利用する者（１人１回につき） 100円

(ｵ) トレニング室ー

利用時間午前８時3 0分から午後９時まで

利用者 （ ４時間につき）

高校生等以下 200円

そ の 他 の 者 400円

(ｶ) 武道館

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用者 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

高校生等以下
210円 210円 210円

（ １人１回につき）

その他の者
430円 430円 430円

（ １人１回につき）

イ専用利用の場合

(ｱ) 陸上競技場

利用時間午前８時30分正午から午前８時30分午後６時から

から午後６時

利用区分 から正午まで午後６時までま で午後９時まで

アマチュ
入場料を徴収

21,100円28,500円48,100円23,800円

アスポ
しない場合

ー

ツに利用

する場合
入場料を徴収

52,700円71,200円120,000円59,500円
する場合

アマチュ入場料を徴収
52,700円71,200円120,000円59,500円

アスポしない場合ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収
527,000円712,000円1,200,000円595,000円

場合する場合

(ｲ) 第２陸上競技場

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
15,500円 21,100円 35,800円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
38,700円 52,700円 89,500円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
38,700円 52,700円 89,500円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
387,000円 527,000円 895,000円

(ｳ) 野球場（本球場）

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
6,520円 10,100円 14,500円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
16,300円 25,200円 36,200円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
16,300円 25,200円 36,200円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
163,000円 252,000円 362,000円

(ｴ) 野球場Ａ

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
2,910円 3,800円 6,400円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
7,270円 9,500円 16,000円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
72,700円 95,000円 160,000円

(ｵ) 野球場Ｂ

(ｴ)の表と同じ。

(ｶ) 野球場Ｃ

(ｴ)の表と同じ。

(ｷ) ウォムアップ場ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
560円 730円 1,230円

ポツに利用ー

する場合入場料を徴収

する場合
1,400円 1,820円 3,070円

入場料を徴収

アマチュアスしない場合
1,400円 1,820円 3,070円

ポツ以外にー

利用する場合入場料を徴収

する場合
14,000円 18,200円 30,700円

(ｸ) サッカ・ラグビ場ー ー

利用時間午前８時30分から正午から午前８時30分から

利用区分 正午まで午後６時まで午後６時まで

アマチュ
入場料を徴収

アスポ
しない場合

2,910円 3,800円 6,400円

ー

ツに利用
１

する場合
入場料を徴収

面 する場合
7,270円 9,500円 16,000円

の

利アマチュ入場料を徴収

用アスポしない場合
7,270円 9,500円 16,000円

ー

ツ以外に

利用する入場料を徴収

場合する場合
72,700円 95,000円 160,000円


